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    ましろ……金きん眼げん白はく髪はつ双そう尾びの化ばけ猫ねこ。


    くろえ……銀ぎん眼げん黒こく髪はつ一いち尾びの犬いぬ神がみ。
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    序　むくりこくり　killer_peeler


    



    　ざっと草を擦こする音が聞こえた。


    　道を曲がった先で三つ。後ろに五つ。木々の中で密ひそやかな息づかいがいくつも漏もれる。前方で十を超す影が躍動した。この先へ進めば、その深い闇やみに絡からめとられてしまうだろう。


    　気づけば仲間は一人ずつ減っていた。さっきまで横を歩いていたかと思うと、声一つたてずにふと消え去っている。


    　少年は事態を飲み込めずに、残された兄と二人、お互いに手を握った。


    　冬枯れの始まった山の中、僅わずかな木の実と薪たきぎを拾いに出た。ただそれだけだったはずなのに、どうしてこんなことになっているのか。


    　里の若い者五人ほどで連れ立って、冗談を言い合いながら歩いていたはずが、既すでに口を開く者はなく、不気味な足音だけが耳に届く。


    　時折、視界の隅に黒い影が映る。岩陰に、木この下した闇やみに、あるいは濁った水溜たまりに、その影は一瞬揺らいではすぐに掻かき消える。まるで、自分たちを嘲あざ笑わらうように、誘い込むように、影は跳ちよう梁りようする。


    　少年は不安に駆られて兄の手を握り締めた。兄も恐ろしいのか、握り返してくる手に力が籠こもっている。


    　妙な風切り音が聞こえた。寒風よりもなお冷たい空気の中で、手の温ぬくもりだけが唯一の拠より所だ。


    　その手に、ぬるりとした生温かさが這はい寄ってきた。


    　引かれる手に急に力がなくなる。少年が握っているのは、ごつごつとした無骨な手、見慣れた兄の腕だ。その腕の先からぽたぽたと鮮血が迸ほとばしり、ぶらりと垂れ下がって地面を濡ぬらしている。


    　少年は絶句した。頭をよぎったのは恐怖ではなく、疑問だった。この物体はなんだろうかという純粋な疑問。その疑問に答えを出す前に、少年の身体からだは動いている。兄の手のように見える物を振り払うと、あとは我が武む者しや羅らに走る。


    　その後を黒い影がひたひたと、まるで吸いつくように付かず離れず、どこまでもついてくる。人とも獣ともつかぬ不気味な動きをしながら、森の中を、枝の下を、岩の上を舐なめるように影は寄ってくる。


    　下草が伸び、枝の張り出した山道は道と呼ぶには程遠い。苔こけむした石くれが足を取り、茂った葉は視界を埋め尽くしている。


    　濃密な死の気配に追い立てられるようにして、少年は逃げる。膨ふくれ上がる不安に押し潰つぶされないように、ひたすら走った。森の終わりが見えてくる。


    　急に開けた場所は日の光を受けて眩まぶしく映る。そこにひとつ黒点があった。


    　目の前に立つ、その男は言った。


    「むくりこくりの鬼が来る」


    　黒ずくめの法ほう衣えを着たその男が何者かはわからない。その言葉の意図もわからない。ゆっくりと落ち着き払った声で口にされたその言葉は、遠い国の呪じゆ文もんのようでもあった。


    　男は見ているだけで吐き気がしてくるような奇妙な文様の面をつけている。目の部分だけが刳くりぬかれ、そこから覗のぞく瞳ひとみと一瞬目が合った。


    「我らは、むくりこくりの鬼……」


    　むくりこくりとは、蒙もう古こ高こう句く麗りのことを呼ぶ言葉だが、むくりとは剥むくに通じ、こくりは扱こく、刮こそぐことに通じる。その語感の与える印象は不気味さで彩られていた。


    　男は独ひとり言のように言うと、少年の前に立った。


    　瞬間、耳慣れぬ風切り音がした。その後で僅わずかに遅れて腕にピリッとした痛みが走る。見れば、腕の皮がべろりと剥はげてじゅくじゅくとした赤い肉をさらけ出していた。皮を失った肉は膨ふくれて、外気に晒さらされているだけでピリピリと痛む。


    　少年はじりっと後ずさった。痛みに屈したわけではない。


    　ただ、その眼めに恐怖した。神託を受けた狂信者のような眼、他ほかの如い何かなる思想も打ち砕かんとする、深く澄み切ったその瞳を見て身体からだは勝手に動いていた。


    　男に背を向けて駆け出すと、背中にねっとりとへばりつく視線を感じる。それを振り切ろうとして足を出すと、その足が宙を掻かいた。


    　地を踏みしめるはずの足は既になく、肉に包まれた骨が地面に刺さった。ざりっとした感触と不快な痛みが響いてくる。そのまま倒れ込んだところへ、頭上から男の声がかかる。


    「里の入り口を教えてもらおうか。手向かうならば、少々苦しい目にあってもらう」


    　少年はまともに答えることができず、這はって逃げる。


    　それを男は追う。黒い装束の中に浮かび上がった面と、その中で唯一動きのある綺き麗れいな瞳がゆっくりと近づいてくる。


    「う、うわあぁぁっ！」


    　少年は恐怖も絶望も吐き出すようにして雄お叫たけびをあげた。近くに転がっていた石を掴つかみ上げると、力任せに男の側頭部を殴りつける。


    　がきっと音がして、少年は確かな手て応ごたえを感じた。見れば、男の首は捻ねじ曲がり、眼はあらぬ方向を見ている。


    「……答えは、否か」


    　男は両手で顔を支えるとごきっと嫌な音を立てながら元の位置へと戻した。その異常な有様を目まの当たりにして少年は言葉を失う。男が一歩踏み出すと、津波が押し寄せるように恐怖が襲ってきた。


    　少年が逃げ出そうとすると、男は足音も立てずに滑り寄ってきてがしっと手を掴んだ。その瞬間に小指から嫌な音がする。


    「っぁ」


    　声を上げようとしたが、それはできなかった。喉のどを無造作に掴つかまれていた。悲鳴をあげることはおろか、息をすることもままならない。そうしている間にも一本、また一本と指の骨はへし折られている。大声を出して痛みを紛らわすこともできず、ただ苦痛だけが身体からだに蓄積されていく。


    　一瞬、意識が遠のきかけて、そのことに安あん堵どする。これでしばらくは痛い思いをせずに済む。しかし、男も心得たもので意識が薄れたことを察するや、すぐに投げ飛ばした。


    　少年の軽い身体は面白いように飛んでいく。地面に当たった痛みで意識がはっきりとしてきた。


    「里の入り口を教えてもらおうか」


    　男はもう一度、無機質な声で口にした。


    　少年は痛みと恐怖で混乱した頭を必死に働かせる。まともなことは考えられない中で、ただ一つ出てきた答えは一言もしゃべらぬこと。


    　話してしまえば、里の者は一人残らず殺されてしまうだろう。皮を剥はがれ肉を削そがれ脂を刮こそぎ骨を裂さかれる。父も母もあの少女も。


    　少年は男から少しでも距離を取ろうと這はい進む。森の入り口は男の仲間と思おぼしき黒ずくめの集団で塞ふさがれていた。おそらくは森の中で少年たちを追いたてた連中だ。数えるのも馬ば鹿からしくなるくらいに埋め尽くされていて、そこだけ一足早く夜が来たようだった。彼らは木で偶くのように突っ立って、言葉一つ口にせず、虚こ空くうを見つめている。


    　森とは逆のほうへ身体を転がす。その先には抜けるような青空があった。少年が身体を揺すると、小石がからと音をたてて、下へ下へと吸い込まれていく。


    　先には山の中に張り出した崖がけが覗のぞいていた。


    　進むべき道を失って動きを止めると、男はゆったりとした足取りで歩いてきた。


    「気は済んだか？」


    　男がこれから何をするか、考えるまでもない。面の下から覗く冷たい眼めだけで事足りる。


    　少年が身体を右へ傾けると、地面の感触がなくなった。真下から吹きつける風に煽あおられて細い身体が奈落へと吸い込まれていく。崖の上に立つ男と一瞬目が合った。男はすでに興味を失ったのか、くるりと背を向けるとそのまま立ち去ろうとしていた。


    　途中、木の枝にぶつかり、背中に鈍い衝撃が走る。あちこちをぶつけながら、やがて柔らかい下草に包まれた。


    　深しん閑かんとした森の中で乾いた呻うめき声をあげる。この身は既すでに走れる身体ではない。脚は断たれ、肩は砕かれ、背は裂かれていた。まだ生きていることを自分でも不思議に思う。身体は動かず、ただ痛覚を伝えるためだけの物になりさがった。


    　それでも、いつ彼らがやってくるかわからない。


    　いっそこの世を離れてしまえばいい、と少年は思った。そうしてしまえば、これ以上の痛みを受けずに済むのだ。少年は己おのれの弱さをしっかりと自覚していた。覚悟や根性などでどうにかできるものではない。


    　自分にできることはもはや死ぬことだけだ。


    　疲労と痛みで霞かすんでゆく視界の中で少年は武器を探した。刃物でも石くれでもなんでもいい。敵に立ち向かうためではなく、ただ己の命を刈り取ることができる何かを探していた。


    　薄ぼんやりとした視界に映るものはどれも朧おぼろげだ。そのせいで世界そのものが曖あい昧まいな存在になってしまったように感じられる。だから、耳に届く音すらも現実味が薄い。


    　どこからか悲しげな笛の音が聞こえる。この場には不似合いなほど、美しい旋せん律りつだった。


    　笛の音が不意に止やんだ。代わりに澄んだ美しい声が耳に届く。


    「自ら死を望むのかい？　無様な姿を晒さらすくらいなら、いっそ華々しく誇りを胸にして死んだほうが素敵だよね。どれ、手伝ってあげようか？」


    　声をかけられたことに少年は驚いた。ひどく狭せばまった視界を動かしてみても人の姿は見えない。そして、何一つ言葉を発していないのに自分の意図を読まれていたことに気づいて狼ろう狽ばいする。


    「どうする？　今なら綺き麗れいに殺してあげられるけど」


    　相手が何者か、既すでにそんなことはどうでもよくなっていた。たとえ相手があやかしであろうと人であろうと、解放してくれるのならばそれで構わない。


    「――」


    　頼む、と声を出そうとしたが、少年の喉のどは握り潰つぶされていて、かすれた息しか出てこなかった。それでも、意は通じたのか、声は答える。


    「わかった。これ以上苦しませはしない」


    　その言葉を聞いて少年はゆっくりと瞼まぶたを下ろす。すると、ふと懐かしい記憶が頭をよぎった。


    　両親と木の実を取り、兄と狩りをし、清水を飲んで渇きを癒いやした。暑さに汗し、寒さに身を寄せ合い生きてきた。ささやかな山の暮らしの情景が今はこんなにも遠い。


    　やけにゆっくりと空くうを切る音が聞こえた。すると、少年の身体からだが一瞬跳ねる。そのときふと目が開いた。


    　真っ赤に染まってゆく視界の隅に人が立っている。


    　否いな、人ではないかもしれない。眩まぶしいくらいに白い姿は神仏の類たぐいであるやもしれぬ。


    「あの世では逃げずに済むといいね。もっとも、あの世なんて存在しないけど」


    　ソレは少年に何事か語りかけるが、口くち惜おしいことに聞き取るだけの力が少年には残されていない。ただ、上質の鈴のように澄んだ声こわ音ねがやけに美しく、それを聞いて少年の意識はふっつりと途絶えた。
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    壱　迷い家　the_stray_house


    



    　風が東へと吹きぬけていった。


    　江え戸どが近づくにつれ、道行く人も街の雰囲気も、心なしかだんだんと華やいできている。自然、活気が生まれ、誘われるように人も数を増やしていく。


    　街道に落ち葉が舞い込み、乾いた音を立てる。左手に見える山際は紅葉を落とし、荒涼とした枝ぶりを見せ始めている。


    　山肌は既すでに晩秋の色が濃い。それでも、宿場町は集まる人の熱気でほんのりと暖かかった。


    　その中に、太夫たゆうがお忍びでやってきたのかというほどに艶つやめいた美少女がいた。


    　くろえ、と名づけられた少女は、先ほどからあっちへふらふらこっちへふらふらしながら歩いている。人ごみには慣れていないのか、人とぶつかりそうになってよけた先にはまた人がいる、といった具合で歩みは一向に進まない。


    　くろえが軽くついた溜ため息いきは、向かいを歩いていた男がぼうっと見み蕩とれるくらいに色っぽい。


    　物もの憂うげな表情によく似合った黒い小こ袖そで。包まれているのは丸みを帯びた肉感的な身体からだ。着崩した小袖からは眩まぶしい肩が出ている。その小袖が褪あせるくらいに真っ黒に濡ぬれた髪が風に靡なびく。潤うるんだ瞳ひとみが所在無げに動いていた。


    　くろえは途方にくれた様子で道行く人の顔を眺める。しかし、その中に見知った、あのどこか不機嫌な表情は見当たらない。


    「そこ行くお嬢さん。何か困っているのかい」


    　人のよさそうな笑えみを貼はり付けた、洒しや脱だつな着流し姿の男が慣れた様子で歩み寄ってくる。鼻筋は通り、切れ長の目が涼しげだ。男は長髪を鈴の付いた朱色の紐ひもで括くくっている。歩くたびに、りんと鈴が鳴った。


    「はぐれた」


    　黒髪の少女はぽつりと呟つぶやく。それを聞いて男は大おお仰ぎように驚いた様子を見せる。


    「そいつはまずいな。よし、この小粋なお兄さんが一緒に捜してやろう。うん、そうしよう。そうと決まれば歩き回るよりどこかに腰を落ち着けたほうがいいな。そこらの茶屋にでもしっぽりしけこ――陣取って捜すとするか」


    　男はうんうんと勝手に頷うなずいて話を進めてしまう。くろえはその様子を不思議そうに眺めていたが、男が手招くと、てこてことついていってしまう。


    「いい人……」


    「ははっ。いい人じゃなく、いい男と言って欲しいな」


    　男は蕩とろけるような眩まぶしい笑顔で答える。女慣れした男だけが持つ、華のあるどこか軽薄な表情だ。すっと手を差し出して少女の手を取ろうとする。


    　くろえはその手をじっと見てから、小首を傾かしげた。が、なんとはなしについ手を伸ばしてしまう。


    「おい、そこの色男。人の連れをどこへ攫さらおうってんだよ」


    　その後ろから、刺とげ々とげしい声がかかった。くろえが振り返ると彼女の捜し求めた顔がそこにはあった。


    「新しん之の助すけ……」


    　表情こそ変わらないものの、柔らかい声こわ音ねで名前を呼ぶと、くろえはとててっと歩み寄り、少年の袖そでをきゅっと握る。


    「おや、ふられてしまったかな」


    　男はさも残念な風に肩を竦すくめてから、新之助と呼ばれた少年のほうに向き直る。どこかあどけなさを残した顔つきながらも、その立ち姿には凄すご味みがある。腰に差した刀を抜けばさぞ腕が立つのだろう。だが、惜しいかな、その不機嫌そうな表情には、若さゆえの脆もろさが見え隠れしている。


    「若いお侍さん。女性と人ごみを歩くときは、手を取ってやるものだ。そうしないと、いつ悪い男にひっかかるともわからん。今度からは気をつけてやるんだな」


    　悪びれる風もなく、かといって喧けん嘩か腰でもなく、あくまでも物腰柔らかに講釈を垂れる。その余裕溢あふれる態度が気に障さわったのか、新之助はふいっと顔を背そむけて無視を決め込んだ。


    「おや、恋仲というわけではないのかな。まぁ、いい。おなごの手を引くのは男の務めであり、楽しみでもある。心に留とどめておくといいさ」


    　男は微笑ほほえんでそれだけ言うとくるっと踵きびすを返して歩き出した。すらりとした長身と広い背中が群衆の中でやけに目立つ。黒髪の中に浮いた金色の鈴が鮮やかだ。

  


  [image: ]



  
    　悠々としたその背中に、新しん之の助すけは思わず声をかけた。


    「おいっ！」


    　男はぴたりと足を止めて、無言で言葉の続きに耳を傾ける。


    「まぁ、なんだ……。くろえの相手をしてくれたことは感謝してる。じゃあな」


    　少年はあらぬ方向を見ながら小さな声で言った。それに男は片手をひらりと上げて答えると、またすっと歩き出した。所作の一つ一つが洗練されていて、憎らしいほどだ。


    　去り行く背中を見送ってから、新之助は傍かたわらのくろえに向き直る。


    「捜したぞ。いつのまにか消えてるから驚いたぜ」


    「……みんないつのまにかいなくなってた」


    「正しくはお前がいなくなったんだけどな」


    「みんな歩くのが速い……。生き急いでる？」


    　くろえの言葉に新之助は頭を抱えた。


    　質問が的を射ているとか核心を突いているとか、そういった意味で返答に窮きゆうしているわけではない。少女の世間ずれした感覚にやや呆あきれているのだ。


    　ともに旅をしてから気づいたが、この黒い少女には生活力というのが驚くほどになく、新之助は頭痛が絶えない。もう一人の少女の生活力もかなり怪しいものだが、あれはまた違った意味合いで心配だ。


    　ぼおっとしたくろえの表情からは、もはやあの銀ぎん眼げん黒こく髪はつ一いち尾びの犬いぬ神がみの姿は想像できない。新之助らを追い詰めた強力なあやかしと同一のものだとはとても思えなかった。


    　こんな調子で、これからうまくやっていけるのだろうかと不安が頭をもたげてくる。


    　立ち止まってしまった新之助の袖そでをくろえがくいと引いた。先へ進もうと無言で促うながす。


    　くろえの仕草に破顔して、新之助はまた歩き出す。


    



    　街道の茶屋は、長旅の疲れを癒いやすために立ち寄った旅人たちでごった返していた。


    　旅をする者の数は圧倒的に男が多い。したがって、同じ茶屋でも美人のいる店のほうが混こむのが道理というもの。だから、多くの店には看板娘というのがいて、甲か斐い甲が斐いしく働いている。


    　この峠の茶店にも看板娘がいるにはいる。


    　だが、この看板娘、当年とって齢よわい六十と他店に比べていささか分が悪い。


    　それでも、亀かめの甲より年の功とはよく言ったもので、六十歳の看板娘の人柄に引かれて少ないながらも常連客がいたりするから侮あなどれない。


    　それが今日は違った客で満員御礼、大入りなのはお客のおかげである。白い髪をした愛くるしい美少女が店先に座っているのだ。


    　その少女のことをどこから漏もれ聞いたのか、ふらと旅人が足を止めて、目の保養に努めている。


    　陽光を受けて銀しろがねに輝く白髪は逆立ち、大きな瞳ひとみは三角に吊つり上がっている。それでも、顔の造作が可愛かわいらしく整っていることもあって、ちらちらと視線が向けられる。


    　白い小こ袖そでに黄色の帯が彩りを添えていた。帯は少女の細い腰のくびれを強調するように映えている。足元には黒ぽっくりに赤い鼻緒。不機嫌そうに組み替えられる脚はしなやかに伸びている。太ももがちらと覗のぞくと男たちの視線がぐっと動いた。


    　中には図々しく声をかけてくる者もいる。だが、そうした連中は少女に「にしゃーっ」と威い嚇かくされると、ほうほうの体ていで逃げ出す羽目になる。


    　また一人、少女の横に座ろうとした男がいた。が、今度は少女にではなく、連れの男からふうっと煙管きせるの煙を吹きかけられる。一言言ってやろうと腕まくりをしてその男を見るが、相手が悪い。


    　連れの男は見るからに怪しい風ふう体ていで、その上、鋭い目つきをしていた。恐れをなしたのか、座ろうとした男はすごすごと引き返して行った。それを見送り、怪しげな男はかかっと笑い、少女に向かって声をかける。


    「ましろちゃん、気持ちはわかるんですがね、もうちょい愛想良くしちゃあもらえないですかね。そりゃあ、あっしと一緒じゃ不満でしょうが」


    　ましろと呼ばれた少女がちろりと横の男に視線を向けた。すらりと伸びた長身に野性的な顔立ち。胡う散さん臭い修験者のような服装を除けば、傍はた目めにはいい男に映るだろう。歯切れのいい口調も気持ちがいい。


    　だが、少女はにべもなく言い放つ。


    「うん、ふくろうじゃ不満」


    「……ひでぇなぁ」


    　ましろの即答に、ふくろうと呼ばれた男はがっくりと肩を落としてみせる。しかし、目元は笑っているから、本気で気落ちしたわけではなさそうだ。


    　気分を変えようとでもしたのか、ふくろうは腕に絡みついた数じゆ珠ずをじゃらじゃら鳴らしながら、なみなみ注がれた猪ちよ口こを一気に呷あおる。昼日中に紅葉を肴さかなに一杯やる気持ちよさから、ふぅと幸せそうな溜ため息いきをついた。気の抜けた表情をすると、纏まとっていた怪しげな雰囲気も薄らいで、どこぞの歌か舞ぶ伎き者もののようにも見える。


    「まぁ、のんびり待ちやしょうよ。今いま頃ごろどこかへしけ込んでるかもしれない。邪魔しちゃ野や暮ぼってもんですよ」


    　心地良さからつい口も滑らかになり、言わんでもいいことを口走る。


    「新しん之の助すけはそんなことしないもん、ふくろうと違って！　だいたいそんな甲か斐い性しよう絶対にないもんっ！」


    　ぷいと顔を逸そらすましろに、ふくろうは苦笑しながらまた一杯、くいと猪口を干す。すると、また一言するりと出てくる。


    「さて、そいつぁどうですかね。朴ぼく念ねん仁じんで唐とう変へん木ぼくの剣術バカも、旅の空とあっちゃあ何が起こるかわかりゃしませんよ？」


    　ふくろうは明らかにましろをからかって遊んでいる。得体の知れない男でも、人を待つことは退屈なものであるらしい。ころころと表情を変えるましろは格好の暇ひまつぶしのようで、さっきからずっとこの調子だ。


    　ましろは意味深にぐっと拳こぶしを握って高らかに宣言した。


    「そうなったら……新しん之の助すけとふくろうを殺してやるっ！」


    　ふくろうはましろの可愛かわいらしい反応にくつくつと楽しげに笑って猪ちよ口こを口に運ぶ。


    「なんでそこにあっしが入るのかさっぱりわかりゃしませんが、女ってのは怖いですねぇ」


    　ましろはニコニコというよりはニヤリという表現のほうが似つかわしい笑顔を浮かべる。長々とからかわれ続けたことへのささやかな復ふく讐しゆうだった。


    　その恐ろしげな笑顔を見て、げふっとむせると、ふくろうは酒しゆ盃はいからぱっと手を離して腕を組むと、さも立腹といった体ていで渋じゆう面めんを作った。


    「いやぁ、新之助さん、遅いですねぇ。こんな美人を待たせるなんてふてぇ野郎だ。ねぇ、ましろちゃん」


    　取り繕つくろうふくろうの言葉に反省の色を見て取ったのか、ましろは視線を道へと戻した。眼めをきょろきょろと動かしてみるが、目の前を通り過ぎてゆく人々の中に見知った顔はない。


    　可愛い女の子に視線を投げかけられて気を悪くする男はいない。ましろと目が合うと、道行く男たちの相好はにへらと崩れる。しかし、ましろの形ぎよう相そうがえらく不機嫌なことに気づくと、首を竦すくませて足早に去っていく。もはや威い嚇かくに近い。


    　だが、群衆の中で威嚇をものともせずにこちらへ向かってくる人間がいる。


    「あ、新之助っ！　……と、くろえ」


    　ましろは目当ての人物を見つけて一瞬飛び上がるが、後ろに天敵の姿を確認すると、げんなりとする。


    「悪い、遅くなった」


    　足早に歩いてきた新之助がましろに詫わびる。


    「おそい……おそーいっ！」


    　ましろは新之助の襟えり元もとを掴つかんでぐらぐらと頭を揺する。襟元をぐいっと絞めあげられると、新之助の意識が薄れ始めた。


    　その横では、くろえがいそいそとお茶へ手を伸ばしている。反応の薄くなった新之助の襟首を掴んだまま、ましろがくろえを睨にらみつけた。


    「そこ、お茶飲まないっ！　あんたが悪いんでしょうがっ！　何ひと息入れてんのっ!?」


    　ましろに咎とがめられてくろえは首を傾かしげる。


    「ここが茶ちや店みせでお茶と団子がある。食べ物の前では人は無力……」


    　欲望に踊らされる人の罪深さを嘆なげき、人の弱さを憂うように深々と溜ため息いきをついた。


    　その態度がましろに火をつけた。掴つかんでいた襟えりをぱっと離すと、新しん之の助すけの身体からだがずしゃっと崩れ落ちる。


    「へぇ……犬女の分際で人を語るなんて片腹どころか両腹痛いわね」


    「腹痛？　ましろはいつもお腹なかを出して寝てるから……」


    「出してないっ！　ていうか、迷子になったことを謝んなさいよっ！」


    　ましろは業ごうを煮やしてぱりっと雷光を走らせた。見る間に髪の毛が逆立っていく。その危険な雰囲気にくろえも応じる。先ほどまではうすらとぼけた表情をしていたのが、口を引き結んでましろを睨にらむ。


    「やる気なら、相手するけど……」


    　ましろとくろえは互いに向き直る。山やま手て藩はんでの戦歴は一勝一敗一分け、二人の実力は伯はく仲ちゆうしている。金きん眼げん白はく髪はつ双そう尾びの化ばけ猫ねこと銀ぎん眼げん黒こく髪はつ一いち尾びの犬いぬ神がみは、迷子という些さ細さいな出来事をきっかけに、今まさに雌し雄ゆうを決しようとしていた。


    　新之助は一触即発の危険な空気を敏感に感じ取って跳ね起きる。


    「おいっ！　こんなとこでよせって！　やるなら死人が出ないところでやってくれ！」


    　この場を収めることができるのは新之助一人だ。ふくろうはさっきからにやにやと状況を楽しみながら酒を飲んでいて、まったく頼りにならない。


    　どうやって宥なだめたものかと思案していると、遠目に行商人ののぼりを発見した。苦し紛まぎれにそののぼりを指差す。


    「ほら、あそこっ！　何か買ってやるから！」


    　その言葉を聞いてましろの手がぴたと止まる。


    「ほんとっ!?」


    　ましろはぱっと振り向いて新之助の服を掴んで揺する。激しい念押しに新之助はけほけほとむせ込みながらうんうんと頷うなずいて見せた。すると、ましろの目は先ほどと打って変わってきらきらと輝いている。それから喜びもあらわに跳ね回った。


    　その姿を見てふくろうは微笑を浮かべた。


    「物で女の子のご機嫌を取るたぁ、新之助さんも進歩しやしたね」


    「馬ば鹿か。そんな素敵なもんじゃねぇよ。苦肉の策ってやつだ」


    　襟元を正しながら新之助は答えた。


    「まぁ、男から女への贈り物なんざ、昔っから苦肉の策と相場は決まってますよ」


    　皮肉めいた笑顔を浮かべてふくろうは言う。


    　しかし、無邪気に喜ぶましろの姿を見ると、なんとなく罪悪感にも似たものを抱いだいてしまう。せめて、いいものを買ってやろうと思い、ましろとともに行商人の元へと足を進める。


    　その姿を見送って、ふくろうが横にいたくろえに話しかける。


    「くろえちゃんも買ってもらわなくていいんですかい？」


    　その問いに、くろえは静かに首を横に振りながら答えた。


    「いい」


    「へぇ、殊しゆ勝しようなことですね」


    　迷子になったことを気にしているのか、と感心したようにふくろうが頷うなずくと、くろえは言葉を接ついだ。


    「ましろよりいいものを買ってもらうから、いい」


    「……愁しゆう傷しようなことですね」


    　ふくろうは新しん之の助すけのほうを気の毒そうに見ると軽く拝んだ。


    



    　珊さん瑚ごに瑪め瑙のう、瑠る璃りに玻は璃り。翡ひ翠すいにびいどろ、なんでもござれ。


    　というのは、行商人の売り口上だが、その言葉通りに新之助の目の前にはきらびやかな装飾品の数々が並んでいる。


    　もっとも、場末の行商人風ふ情ぜいが本物の宝玉を扱っているわけもない。だから、この中のほとんどは贋にせ物ものだろう。そこいらの石ころでも職人が手間隙ひまかければそれなりに美しく仕上がるものだ。


    　それを知りつつも買う人がいるのは、贋物でも見栄が張れればそれで構わぬというささやかな虚栄心からかもしれない。


    　ましろは並べられた簪かんざしやら笄こうがいやらをいちいち手にとって見ては、うんうん唸うなりながら吟味して二つに選より分けている。その様子を見て行商人は一筋、冷や汗を流す。


    「なんてこった。これじゃ商売上がったりだぜ……」


    　その呟つぶやきに新之助が小首を傾かしげて問いかける。


    「おっさん、どうかしたか？」


    「いや、旦那。別に……お嬢ちゃん。こいつらの区別はどうやってつけてんだ？」


    　行商人は愛あい想そ笑いを浮かべて誤ご魔ま化かすと、すぐさま、ましろに凄すごむ。二つに選り分けられた簪や笄を指差しているが、新之助がちらと見た限りではそれらの違いはわからない。


    「え？　だって、棲すんでるものが違うもん」


    　その言葉に行商人は呆あつ気けに取られた顔をする。何を言っているのかさっぱり通じなかったようで、へぇと気の抜けた声を出した。


    　だが、新之助にはなんのことかわかった。正確には視みえた。


    　ましろの言葉を聞いた瞬間に目の焦点が揺らぎ、また収束する。すると、なんの変哲もない簪や笄に宿っているものが視えてくる。小鬼や魑ち魅み魍もう魎りよう、世にあやかしと呼ばれる類たぐいのものが確かにそこにはいる。


    　しかも、驚いたことに二つに分けられたものは確かに違いがあるのだ。一方は自然の息い吹ぶき、荒々しさを感じるが、もう一方は人里の温かさを感じる。ましろはこれを基準に二つを分けていたのだ。おそらく、温かみを感じるものは人の手によって作り出された贋にせ物ものということだろう。


    「よし、これに決めたっ！」


    　ましろは簪かんざしを一つ手に取った。


    「お、お嬢ちゃん……」


    「ましろ、そっちでいいのか？」


    　新しん之の助すけの問いにましろは幾分狼ろう狽ばいする。


    「え？　駄だ目め？　ひょっとして新之助の趣味じゃなかった？」


    「いや、俺おれの趣味の問題じゃなく……」


    　新之助には簪の良し悪しなどわからない。正直に言えば、どれも大差がないように思う。もし、これが刀を選んでいるのであれば些さ細さいな妥協も許しはしなかっただろう。新之助にとって目利きといえば刀のことしかない。


    「その、贋物のほうでいいのかって話なんだけど」


    　新之助が言うと行商人もうんうんと頷うなずく。売る側からすれば好き好このんで贋物を買う人間というのが信じられないのだろう。普通は本物のほうを欲しがるものだ。


    　ましろは腕を組んでちょっと考えてから答えた。


    「うーん。人の手で自然に負けないものを作ったんだから、すごいことだと思うんだけどなぁ。変かなぁ？」


    　その言葉に新之助は目の覚める思いがした。


    　ましろは本物、贋物で区別していたわけではないのだ。自然のものか、人の手によるものか、それ自体を区別はしても、本物、贋物という分け方はしていない。


    　本物と呼ぶことはそれを崇あがめることであり、贋物と呼ぶのはそれを貶おとしめることである。ましろにとって大事なのは本質であり、意味付けされた価値のほうではないのだ。


    「そんなこと言ったのはあんたが初めてだ。お嬢ちゃん、気に入った！　おいちゃん、おまけしちゃうぜ！」


    「ほんと!?　やったぁ！」


    「よかったな」


    　新之助はやわらかく頷いて、行商人に金を渡す。いくらか値引かれていたおかげで財布も思ったより痛まなかった。


    　行商人と楽しげに話すましろを見ながら、新之助は微ほほ笑えむ。


    　果たして、この無邪気な姿を見てどれだけの人があやかし、金きん眼げん白はく髪はつ双そう尾びの化ばけ猫ねこであると思うだろうか。


    「おまたせーっ！」


    　ましろは後ろを向いて、くしくしと髪の毛をいじってから満足げに振り向いた。髪には買ったばかりの簪かんざしがきらりと輝いている。


    



    　昼食の盛りを過ぎ、茶屋からはぽつぽつと客足が引き始めていた。次の宿場町を目指す人々にとってはこのあたりが出しゆつ立たつの刻限だろう。


    　街中ならいざ知らず、夜に旅路を行く者はいない。獣けもの、野盗の類たぐいは当然ながら、いつ、あやかしと行き逢あうとも限らぬ。物や金を取られるだけなら御の字、命まで奪われてはかなわない。


    　夜は人の時間ではない。墨を流したように黒く塗りつぶされた闇やみは、人を拒むものである。


    　中天から西へと動いた太陽を見ると、新しん之の助すけは腰を上げた。日のあるうちに峠を下りておきたい。


    「そろそろ行くか」


    　振り返って新之助が言った。


    　その言葉に頷うなずいて、くろえは残っていたお茶を一息に飲み乾ほして立ち上がる。ましろは新之助から巾きん着ちやく袋を受け取ると代金を支払いに奥へと消えていった。


    　だが、ふくろうだけはうまそうに煙管きせるをふかしていて席を立とうとはしない。その様子を新之助が怪け訝げんな顔で見る。


    　新之助の表情から察したのか、ふくろうはぽりぽりと頬ほおを掻かいてから言いづらそうに口を開いた。


    「新之助さん、あっしはちょいと野暮用があるんでこの辺りでお別れです」


    「そ、そうか……」


    　とだけ、新之助は言った。別に言い交わしていたわけではなかったが、なんとなく、ふくろうはずっとこのまま一緒に行くものだと思っていたのだ。


    　新之助はこの男を好ましく思い始めていた。最初の出会いこそ最悪といってよかったが、ともに旅をし、ともに戦った仲だ。だから、突然の別れというのが想像できずにいた。実際にそうした場面に出くわして、なんと言うべきなのか言葉が思いつかない。


    　それでも、いつか別れはやってくる。新之助は想像できなかったのではなく、想像したくなかっただけのこと。出会った以上、別れは必ず来る。ともにいるのは互いの道が一瞬まじり合ったからにすぎない。


    　道とは分かれているからこそ、道なのだろう。新之助は峠から無数に伸びる街道を見下ろしてそんなことを思う。


    「そんな顔しなさんな。もう会えないってわけじゃねぇんですから。そのうち江え戸どでお会いしましょうや。あっしは八はつ丁ちよう堀ぼりの貧乏長屋にいやす。困ったことがあったらいつでも来てくださいよ」


    　ふくろうは苦笑しながら言う。


    「はっ、わざわざお前なんか訪ねて行くかよ」


    　新しん之の助すけは憎まれ口を叩たたく。こうでも言わないと何か他ほかの言葉を口走ってしまいそうだった。


    　江え戸どは広い。まして、浮草のように暮らすふくろうがずっと江戸にいるとも限らない。おそらく、ここで別れてしまえば二人が出会うことは二度とないだろう。それこそ神仏のお導きでもない限りは。


    　一いち期ご一いち会えも他た生しようの縁も、果ては別れが来ることを指す言葉でしかない。世の中には一度きりの出会いばかりだからこそ、そんな言葉が生まれたのだ。人の世も縁も儚はかなく脆もろいもの。だからこそ、綺き麗れいな言葉で飾り立てる。そこに含まれた虚むなしさを隠すように。


    「な、なぁ。ふくろう」


    「なんです、新之助さん」


    「……またな」


    　新之助は短い別れを告げた。長く話せば、きっと変なことを言ってしまう。


    　考えてみれば、新之助にとって真に友と呼べるのは、この男が初めてだったかもしれない。人と関かかわることを避け、一人壁を作っていた新之助に踏み込んできてくれたのはふくろうが最初だったのだ。そのことによって、新之助の人生はいささか違ったものになった。


    　人生がくるわされたと言うのは大げさな言い方かもしれない。だが、確実に変化をもたらした。その変化は喜ぶべきものなのかはわからない。けれど、嬉うれしかった。自分に関わってきてくれる人がいて本当に嬉しかったのだ。


    　だから、伝えるべき言葉はもっと他にあるのかもしれない。そう思って口を開くが、どうにも言葉が出てこない。


    　そこへ、会計を済ませたましろが巾きん着ちやく袋をぶんぶん振り回しながら戻ってきた。簪かんざしをもらってからというもの、すこぶる機嫌がいい。


    「新之助っ！　あのねっ！　……どうしたの？」


    「いや、別に。ふくろうとはここで一いつ旦たんお別れって話をしてたのさ」


    　新之助はからりと言ったつもりだが、表情はどこか湿っぽい。


    「ええっ!?　ふくろうとはさよならなの？」


    　ましろがふくろうをじっと見つめる。その眼めはまるで故人を偲しのぶかのようだ。


    「別に今こん生じようの別れじゃないんですから、あんま大げさにすんのはよしてくださいよ」


    　永遠に会えないかのようなましろの態度にふくろうは苦笑いする。


    「それじゃ、ましろちゃんもくろえちゃんもお元気で。新之助さん、また会いましょう」


    　ふくろうはひらりと手を振りながら言う。新之助と眼めが合うと、ふっと微笑ほほえんで歩き出した。


    「そっかぁ。ふくろういなくなっちゃうのかぁ」


    　ましろの言葉にもようやく実感が伴ともなってくる。


    「これからどうする？」


    　くろえが新しん之の助すけの袖そでをくいっと引いて尋ねた。


    「あ、そうそう。温泉行こうよっ！　温泉っ！」


    「温泉だぁ？」


    　いきなり脈絡のないことをましろに言われて、新之助は思わず大きな声で聞き返した。ふくろうとの距離はまだそんなには離れておらず、何事かとこちらを振り返る。


    「なんで、いきなり温泉なんだよ？」


    「なんかね、さっきおばちゃんに聞いたんだけど、この辺に秘湯があるらしいんだって！　地元の人でもよく知らない穴場だよっ！　肌にいいとか悪いとかっ！　どっちかというとたぶんいいっ！」


    　ましろは息せき切らして身振り手振りを交えながら話す。


    「秘湯だよっ！　秘密の温泉、山やま人びとの湯っ！」


    　ましろは薄い胸を反らすと、大声で自慢げに言う。あんまり大きな声なものだから、ふくろうまでもがぴくりと肩を震わせた。


    　くるりと踵きびすを返すと、いそいそと走って戻ってくる。


    「今、山人の湯って言いましたか？　ってことは、温泉ですね!?　温泉と聞いちゃあ、あっしも黙って素通りってわけにゃいきやせんね……」


    　ふくろうは新之助の顔を見て笑って言った。


    「えっ？　……お前、用があるんじゃないのかよ？」


    　いきなり方針を変えたふくろうを怪け訝げんに思い、新之助が問う。だが、その視線は訝いぶかしげというよりも念を押すようだった。それは明日父親と遊ぶ約束をした子供が、それを確かめるような視線に似ている。すると、ふくろうはにやりと軽薄そうな笑えみを浮かべて、新之助の肩に手を置く。


    「はっ！　野や暮ぼなこと言うもんじゃありやせんぜ。温泉で飲む一杯の前じゃ仕事なんざ糞くそ食らえってなもんです。それとも、なんです？　あっしが行っちゃいけないんですかい？　……そりゃ、女の子とだけ行きたいって気持ちはわかりやすが」


    「ちげぇよっ！」


    　新之助はふくろうの手をぺいっと払いのける。それでも、表情は晴れやかだ。どうやらもうしばらく、このふくろうという男を知る時間があるようだ。


    　それでも、いつかは別れが来てしまう。僅わずかな猶ゆう予よをどう過ごすべきかという困惑が一瞬頭をよぎる。この道行きは単なる先延ばしなのだ。江え戸どへ戻るまでのちょっとした寄り道、その中で新之助はふくろうに告げるべき言葉を見つけるのだろう。


    　きっと今の表情のように微笑ほほえんで告げられる言葉を。


    



    　山の季節は一足早い。秋も終わり近く、冬の足音が聞こえてくる。紅葉もみじも銀いち杏ようも見み頃ごろは去って、目につくものは赤銅色をした松葉くらいのものだ。


    　日も傾いてくると、時折肌寒い風が吹き抜けていく。さくさくと落ち葉を踏み鳴らす音が耳に慣れ始めた頃ころ、新しん之の助すけが口を開いた。


    「で、その温泉ってのはどこにあるんだ？」


    　顔に浮かんでいるのはげんなりとした表情。ろくに整えられていない山道を歩いたせいで新之助の顔には疲労の色が浮かんでいる。


    「新之助さん、秘湯っていうくらいなんだから簡単には見つからないでしょうよ」


    　ふくろうも疲れているのか珍しく弱気なことを言う。


    　だが、二人に比べてましろとくろえはいたって元気で、声も高らかに励ましにかかる。


    「秘湯だよ？　秘密になっちゃうくらいだからきっとすごいんだよっ！」


    「へっ、あまりのしょぼさにみんな忘れちまって秘湯になったんじゃねぇのか」


    　新之助はぺきりと小枝を踏み折って悪態をつく。その言葉にましろはふくれっ面つらをして抗議しようとするが、それよりも先にくろえが割って入ってきた。


    「沈黙は金こがね也なり。秘してこそ、黙してこそ価値あるものがある……」


    「へぇ。いいこと言うじゃないですか」


    　ふくろうが感心したように言った。


    　確かに、古人の言を引き合いに出されるとなんとも説得力がある。ましてや、普段、口数の少ないくろえが言うのだ。


    　落ち着き払った声で諭さとすように言われてしまえば、新之助は頷うなずくしかあるまい。ましろもうんうんと首しゆ肯こうする。納得顔の二人に気を良くしたのか、くろえは満足げに微笑ほほえんでから付け足した。


    「……知らぬが華はな、とも言う」


    「だめじゃねぇか！」


    「あんた、どっちの味方なの!?」


    　二人の怒号にくろえはさっとふくろうの背に隠れてしまった。くろえを背にかばいつつ、ふくろうはくつくつと笑いながらとりなす。


    「くろえちゃんの言ってることもあながち間違っちゃいやせんよ。世の中、知らなきゃ良かったってことなんざ嫌ってほどありやす。……それでも、知りたいと思うのは人の業ごうなんでしょうがね」


    「行く気が削そがれるようなこと言うなよ……」


    　新之助が苦笑しながら言う。けれど、ふくろうは笑っていない。


    　新之助は肌寒さを覚えた。それは秋の冷気のせいだけではあるまい。ふくろうの言葉にどこか冷たい響きを感じた。


    「ま、大事なのは知っちまったあとにどうするかってことです。運がいいことにあっしらは忘れることができる。嫌なことなんざ、飯食って酒でも飲んで寝ちまえば明日にゃ笑って過ごせますよ」


    　ふくろうは今度は笑って新しん之の助すけの肩を叩たたいた。ふくろうの笑顔にましろも陽気な声で合わせてくる。


    「そうそう、ましろなんてすぐに忘れちゃうよ！」


    「ましろは頭が可哀かわいそうなだけ……」


    　くろえが憐あわれんだ目でましろを見て言う。


    「にしゃーっ！　なんなのこの犬女っ！」


    　ましろが威い嚇かくすると、くろえは今度は新之助の背に隠れる。新之助はどうどうとましろを宥なだめながら、ふくろうとくろえをちらと見る。


    　新之助とて知らなければよかったと後悔することは多い。それでも、知ったおかげでこうして楽しい時間が過ごせるのも事実だ。だから、知ることは業ごうであったとしても罪ではあるまい。知った後の選択を誤らなければ後悔はしないはずだと、そう思う。


    



    　秋の山に暗い天幕が下りようとしていた。


    　枝から落ちた柿かきは潰つぶれて中身をさらけ出し、熟しきった実はぐずぐずに腐っている。日中であれば実りの季節を実感もできようが、夕映えの光の中ではぶら下がった生首のようにも見えて、どこか不気味だ。豊ほう穣じように喜びのさえずりをあげる小鳥の声も絶え、家路を急ぐ鴉からすのさみしげな鳴き声だけが響いていくる。


    　長時間、山道を歩くことは想像以上に体力を奪う。疲れと夕ゆう闇やみのせいで梢こずえのざわめきも化け生しようの呼び声のようだ。彼かは誰たれ時とき、とはよく言ったもので、薄暗がりの中では人の顔も判然としない。


    「参ったな……」


    　新之助は深く溜ため息いきを吐ついて呟つぶやいた。既に西の空には残光があるのみで、太陽は地平の向こうへ沈んでいる。だというのに、目的の秘湯はいっかな見つからない。この分では火でも焚たいて野宿する外ほかあるまい。新之助は三人へ向き直り、声をかけた。


    「さて、どうする？」


    　その問いに答えは返ってこない。くろえは目をとろとろとさせて眠たげに欠伸あくびをしている。ましろは疲れよりも飽きが来ている様子でこちらもくわぁっと大欠伸をかました。


    　新之助もこの二人にまともな発案は期待していない。だから、この問いは残りの一人に向けられたものだ。


    　当のふくろうは岩に腰掛けて煙管きせるをふかしていた。薄うす闇やみの中で、火種だけが赤々と光っている。すぱぁっと紫煙を吐き出して何事か思案している顔がうっすら浮かび上がって見える。


    　不意に新しん之の助すけと眼めが合うと、にっと笑う。


    「頑張ってもうちょい進んでみやせんか？」


    　その提案に新之助は怪け訝げんな顔をする。


    　人里離れた山中である。人家はおろか、あたりには人影もない。進んだ分だけ体力の無駄と思える。であれば、今日のところは早めに野宿の準備をして、明日、万全の状態で臨んだほうが良さそうなものだ。


    「進んでも大して変わらないんじゃないのか？」


    　新之助は鬱うつ蒼そうと茂った行く手を眺めて言う。晩秋の盛り、いくら葉が落ちたといっても禿はげ山やまではない。枯れ色ながら枝葉をつけている木々も多い。下へ手たに動けば迷い込むこともありそうだ。山の近くで育った新之助は、こういったときに闇やみ雲くもに歩く愚かさを熟知している。


    「ま、大船に乗ったつもりで任せてくださいよ」


    　ふくろうは片目をつぶって笑ってみせるが、そんな仕草をされるとなおさら胡う散さん臭い。けれども、新之助も野宿はしたくないので、泥船に乗ったつもりでふくろうに任せることにした。


    　この選択が吉と出るか凶と出るか、とまで考えてから、吉が出ることはないなとふくろうを見ながら新之助はしみじみ思う。


    　一里も進まないうちに前方に一軒のあばら家が見えてきた。屋根の藁わらは抜け落ち、土壁は崩れ落ちている。夜よ露つゆをしのげるか心配になるような小屋だ。強い風が吹きでもすれば、さぞよく飛ぶことだろう。


    　暗がりの中に建つ姿は朧おぼろげで、そこだけが浮かび上がって見える。


    「ほら、どうにかなったじゃないですか」


    　ふくろうはどうだと言わんばかりにあばら家を指さす。新之助も渋々頷うなずいた。


    「中がまともだといいんだけどな……」


    　見る限りでは人の気配は感じられない。住む人を失って久しいのだろう。無人の廃屋というのはそれだけで気味が悪い。新之助が一歩近づくたびに小屋の持つ雰囲気が重くなっていくようだ。まとわり付くような嫌な感覚のせいで、そばに立っているだけで怖おぞ気けが走る。


    　来訪者を待ちわびているような、否いな、待ち構えているような重苦しい沈黙。


    　新之助は我知らずそろりそろりと足音を殺している。人ひと気けなどないというのに、新之助の身体からだは気配を殺していた。近づいて戸に手をかける。


    「新之助さん、夜よ這ばいじゃあるめぇし、そんなにこそこそしないでくださいよ」


    　ふくろうに声をかけられて新之助の背中がびくっと跳ねる。一瞬で緊張の糸が断たれてしまった。反射的にふくろうに向かって怒号が飛ぶ。


    「いきなり声をかけるんじゃねぇ！」


    「そんなに驚くこたぁないでしょうに。どれ、あっしが代わりやしょうか」


    　ふくろうはぐいと新しん之の助すけを押しのけると戸の前に立った。新之助とは違って堂々たる態度である。


    「夜分、遅くに申しわけございやせん。あっしらは旅の者でございますが、生あい憎にくと道に迷っちまいやして。一晩の宿をお借りいたしたく」


    　とんとんと戸板を叩たたくとふくろうは畏かしこまった様子で口上を述べる。無人の家屋に向かって丁てい寧ねいなことだと新之助は呆あきれたが、ふととある既視感に襲われた。


    　自分はこの場面を知っている。旅人が道に迷って途方に暮れたところへ忽こつ然ぜんと現れたあばら家。一晩の宿を乞こう旅人。これはなんだったろうかと新之助が思いだそうとすると、からりと戸が開いた。無人のはずのあばら家から出てきたのは一人の老婆だった。


    「……お困りのようだね。こんなみすぼらしい小屋でよけりゃ、いくらでも泊まっていくがいいよ。いくらでもね……」


    　老婆は金属音のような甲かん高だかい声で笑いながら、新之助たちを迎え入れる。


    「運が良かったね！　お婆さんもいい人そうだし」


    　ましろが言うと、くろえはふるふると首を横に振って言い直した。


    「いい女」


    「おや、嬉うれしいことを言ってくれるねぇ。若い頃ころを思い出すわえ……。そういえば、あんたあたしの若い頃に似てるよ」


    　老婆は頬ほおを朱に染めてはしゃぐと、くろえの背をぽんと叩く。その老婆の喜びようは新之助の胃に予想外の痛手を与える。一瞬、胃液がせり上がってきた。くろえが後年、奇怪な老婆にならぬことを祈るばかりだ。


    　ましろとくろえは老婆に対して思うことは特にないのか、単純にその厚意を喜んでいる。素直に感謝すると遠慮なく上がり込んでくつろぎ始めた。


    　けれど、新之助は戸口に立ったまま、中へ進むことができない。


    　見た限り人の気配などしないはずだ。視みればわかる。老婆は人ではない。


    「何つっ立ってんです？」


    　ふくろうが居間から声をかけてくる。いたって自然にふるまうふくろうを見て新之助は短く溜ため息いきをつく。この男があの、人とは違う気配に気づいていないはずがない。それでも黙っているのだから、ふくろうには何か考えがあるのやもしれぬ。新之助は様子を見ることにした。


    　ましろもくろえもすっかり人心地ついてしまっている。今更新之助が否いなと言ったところで、ここで一晩明かすことは覆くつがえるまい。


    　新之助は諦あきらめて囲い炉ろ裏りのそばへと座った。しかし、警戒を緩めることはない。何か起こればすぐさま抜き打ちを仕掛けられるように、腰よう間かんの刀、冷れい泉ぜい新あら鷹たかを引き寄せる。鍛きたえ上げられた退魔の霊刀、並のあやかしであれば苦もなく切り伏せることができるだろう。


    　けれども、あやかしを前にしてなんの反応もしない相棒にいささかの不安が残る。先だっての山やま手て騒動の折には命を救ってくれたが、今回はうんともすんとも言わない。


    「今はまだだいじょうぶってことか……」


    　新しん之の助すけは新あら鷹たかを撫なでて呟つぶやいた。その背にしゃがれた声がかかる。


    「そこなお侍さん、風ふ呂ろを沸わかしたから入ってきちゃどうかね？」


    「へ？　あ、ああ……」


    　新之助は老婆にそう答えたものの、頭をよぎったのは釜かま茹ゆでの図だった。肉も筋もとろとろになるまで煮込まれる自分を想像すると、顔も険しくなる。だが、ふくろうもましろもくろえもいる中でまさか、いきなり自分が煮込まれることもあるまいと思い直す。


    「それじゃ、そうさしてもらおうか」


    　言いつつも刀を持ったまま立ち上がる。


    「ひひひっ、腰の物を預かろうか？　それじゃゆっくりくつろげないよ」


    「いや、刀は武士の魂であるゆえ」


    　新之助は断固とした口調で老婆の申し出を一いつ蹴しゆうする。この状況下でうかうか刀を渡すことなどできない。すると、老婆はそうかえ、とだけ言って引き下がった。


    「ましろもお風呂入りたいっ！」


    　ましろがさっと立ち上がると、なぜかくろえも無言で立ち上がる。また、愉快で不毛な争いが繰り広げられるのかと、ふくろうが楽しそうな顔をした。


    　しかし、その期待は老婆によって打ち砕かれてしまった。


    「おなごたちは台所じゃ。夕飯の手伝いをしてもらうよ。ひひっ」


    　ましろはきゃんきゃん騒いで抗議するが、老婆に首根っこを掴つかまれて子猫さながらに運ばれてしまう。その有無を言わさぬ態度に、くろえは逆らう愚を悟ると、短く溜ため息いきをついて無言で後に続く。


    　その姿を見送ってから、新之助はふと思う。はたして、あの二人に料理などできただろうか。女の子だからできて当然ということもないだろう。二人の浮世離れした性格を考えると、急に胸やけがしてきた。


    　少しでも汗を流して腹を空かせるべく、ひとっ風呂浴びてくることにした。


    



    　ぐらぐらと湯気が立ち上る大釜を見て、新之助の頭を「石川や浜の真砂まさごは尽くるとも」という歌がよぎる。かの大泥棒のように辞世の句を詠むのは御免被こうむりたい。


    　小屋の裏手にあったのは世に言う五ご右衛え門もん風ぶ呂ろであった。人が入れるほどの大釜に水を張り、下から火を焚く。当然、釜の下部は火が当たっているので大変熱い。故ゆえにすのこを浮かべ、それに乗って湯につかるのだ。


    　新之助は手早く着物を脱ぐと、荒っぽく湯をかぶってから釜に飛び込む。


    「ふあぁー」


    　思わず声が漏もれる。歩き疲れた身体からだに湯が沁しみ入るようだ。冬を目前にした肌寒い風が頬ほおを冷まし、その頬に温ぬくい湯をかぶると、えもいわれぬ心地になる。


    　ぱしゃりと水音を立てて新しん之の助すけは空を仰ぎ見る。冬も近いとあって山の空気は澄んできており、月も星も煌こう々こうとしていた。これがあばら家の裏庭でなく、広々とした温泉だったらさぞ気持ちが良かっただろう。


    　もう一度深く息を吐いて、身体を緩める。すると、背後から足音がした。そそと歩いているからふくろうではあるまい。


    　もしかして、ましろ、いや、くろえだろうか。そんなのは困ると、慌てながらぱしゃぱしゃと水音をたてるが、どうにも動きが取れない。


    　新之助はどぎまぎしながら後ろを振り返った。


    「湯加減はどうかえ、ひひっ」


    「……ちょうどいい」


    　別に期待していたわけではない。期待していたわけではないが、答える新之助の声こわ音ねは冷たい。老婆を見る目はもっと冷たい。


    「もっとぐらぐらと煮えていたほうがよさそうだねぇ」


    「いや、結構。お構い無用」


    　新之助の視線は新あら鷹たかの位置を確かめていた。すぐに手にとれる場所に置いてある。ここで何かされても応戦はできる。


    「そうかえ。まぁ、身体が柔らかくなるまでゆっくりつかるがええ」


    　老婆は新之助の意図を知ってか知らずか、ひひっとしゃがれた笑い声を残して去っていく。その笑い声で新之助の幸せな心地はいっぺんに去ってしまった。


    



    　風ふ呂ろからあがると身体の緊張が解けたのか、くーっと腹が鳴った。その音を聞くとさらに腹が空すくような感覚に襲われて、新之助は手早く服を着るとあばら家へ戻っていく。空腹によって研ぎ澄まされた新之助の嗅きゆう覚かくがほんのりと漂ってくる夕ゆう餉げの香りをとらえる。まずは合格点であろう。


    　新之助が戸を開けてみれば、そこに広がっていたのは予想を遥はるかに超えてまともな料理であった。


    　栗くりおこわに山菜の漬物、といったあたりはいかにも山中のあばら家であることを感じさせ、質素ながらも実にうまそうだ。特に栗おこわのほっこりとした栗の匂いが食欲をそそる。ただ残念なことに栗の黄色以外にあちこちに黒いおこげが見える。


    　近くに沢でもあるのか、岩魚いわな、山やま女め、虹にじ鱒ますといった川魚の塩焼きは皮がぱりっと焼きあがり実に香ばしい。そっと添えられた木の芽味み噌そもなかなかに心憎い。しかし、つまみ食いの被害にあったのか魚はあちこち身を毟むしられている。


    　極めつけは牡ぼ丹たん鍋なべだ。猪しし肉にくは分厚く切られ、ぐつぐつと良く煮込まれている。さぞ、うまみが出ていることであろう。しかし、主役の肉だけで構成されているのではなく、脇わきを彩る野菜にも趣向が凝らされている。飾り包丁を入れられた椎しい茸たけ、紅葉もみじの形に切られた人にん参じん、目にも鮮やかな水菜、それぞれ個性を主張する茸きのこの山々、と鍋の中では味と色彩の調和が図られている。ただ残念なことに、あちこちによくわからない食材が浮いており、危険な雰囲気が充満している。


    「牡丹か……。どうしたんだ、これ？　婆ばあさんがとってきたのか？」


    　新しん之の助すけはぷかぷか浮かぶ謎なぞの食材を完全に無視し、旨うまそうに煮込まれた肉を見て問いかける。いくら山の中とはいえ、そうそうお目にかかれるものではない。近くにマタギでもいなければ猪いのししなど簡単には討ちとれない。野生の獣けものは手て強ごわいのだ。


    　新之助の疑問に老婆は笑って答える。


    「そうじゃよ。こんな山ん中で人様にお出しできるものなんて猪くらいのものだでの」


    　ということは、新之助たちがここへ来てから、狩りに行ったのか。包丁を持って躍動する鬼の姿は目の前の老婆から簡単に想像できた。


    「へぇ……、すごいな。並の人間じゃ絶対無理だ。さすがは山やま姥んばってところか」


    　新之助は言葉に棘とげをつけて、老婆を見る。老婆のほうも新之助のほうをじっと見る。ひひっと笑ってそれ以上は何も言わずに奥へと消えていく。是ぜとも否ひとも言わなかった。


    「新之助さん、冷めちまいますよ」


    　居間のほうからふくろうが新之助を呼んだ。


    「ああ、今行くよ」


    　囲い炉ろ裏りにかけられた鍋からあがる湯気を見て、新之助は満足げに微笑ほほえむ。老婆は怪しいが、料理に不審なところはない。不審なのはましろとくろえの態度くらいのものだろう。


    　二人は先ほどから沙さ汰たを待つ咎とが人びとのようにそわそわと落ち着きがない。髪をいじったり袖そでを握ったりしているばかりでいっかな料理に手を伸ばそうとしない。健けん啖たん家かのましろにあるまじき姿だ。


    「なんだ、腹でも痛いのか？」


    　新之助の問いにましろは一瞬、むっとするが思い直したようにしずしずと首を横に振った。お腹なかが痛いわけではないらしい。


    　くろえを見ると、くろえは新之助の箸はしを凝視していた。新之助が箸を右にやれば右へ、左に振れば左へとくろえの首も一緒に動く。


    「なんなんだお前らは……」


    　新之助は不思議そうに二人を見つめる。


    「新之助さん、いいから食べてみてくださいよ」


    　ふくろうが新之助に勧めた。だが、この男はまだ一口たりとも食べてはいない。それなのに、先に新しん之の助すけに食えと言う。


    　誰だれ一人として手をつけない料理。料理が作られた場にいなかったのは新之助のみ。三人の普段と違う態度。ここにいない人物。これらのことから導き出される答えは一つ。


    「……あの婆ばあさん、毒でも盛ったのか？」


    　新之助は額ひたいに汗を浮かべながらおそるおそる箸はしを伸ばす。まさか、からめ手で来るとは予想していなかった。さしもの新之助といえど毒を盛られては手も足も出ない。


    　新之助の言葉にましろとくろえは顔を見合せて溜ため息いきをついた。


    「初めから期待はしてないけどね」


    「……朴ぼく念ねん仁じんの唐とう変へん木ぼく、あんぽんたんのおたんこなす」


    　くろえがしずしずとどこか可愛かわいらしい罵ば詈り雑ぞう言ごんを並べ立てる。だが、伏し目がちに口にされると、呪じゆ詛そを刻み込まれているようでとても恐ろしい。


    「なんだ。ましろとくろえが作ったのか？」


    「そうだよ！　お婆ちゃんに教わりながら作ったの。……味に自信はないけど」


    　本当に自信がないのか、ましろは伏し目がちに新之助を見る。


    「またまたご謙けん遜そん。よくできてるじゃないですか」


    　ふくろうは並んだ皿を見渡して励ますように言った。どれも小料理屋のような派手さや、手の込んだ趣向こそないが、そこが逆に山の恵みと手作りの温かみを感じさせる。綺き麗れいに入れられた飾り包丁や一口大に切り分けられた気配りのおかげで見た目もよい。


    「包丁が良かった」


    　くろえは褒ほめられて照れているのか、自分の腕でなく包丁のおかげだと謙虚なことを言う。


    「そうそう、おばあちゃんの包丁すごいんだよっ！　骨でも筋でもなんでもすぱっと切れるの！」


    　ましろは切れ味のよさを思い出したのか、えいやと大上段から空くうを切る仕草をしてみせる。少なくとも料理をしている仕草には見えないのが残念だ。


    「そんじゃ、新之助さん。お先にどうぞ」


    　ふくろうが先手を譲ゆずる。


    「えぇっ!?　俺おれから食べるの!?」


    「当たり前じゃないですか。ましろちゃんとくろえちゃんは新之助さんのために頑張ったんですからね。最初に食べるのは新之助さんじゃないと」


    　ちらと目をやると、ましろとくろえの指のあちこちに包帯が巻かれているのが見えた。相当苦戦を強しいられたらしい。そして、各料理の残念な箇所から予測される被害を計算した。


    「いただきます」


    　死にはしないだろうと結論付けると、ぎゅっと箸を握りなおして気合を入れる。二人が頑張って作ったのだ。ここで食べねば男が廃すたる。新之助は武士の一いち分ぶんを総動員すると料理を口へと放り込む。


    　一口、二口、三口。新しん之の助すけの箸はしが動くたびにましろが息を飲む。新之助の箸が止まるとくろえの息も止まる。


    　一通り食べて、新之助が箸を置いた。


    「……うまいじゃねぇか」


    「ほんとにっ!?」


    　ましろが弾はじけるような笑顔を浮かべる。くろえはふうっと安心したように溜ため息いきをついた。


    「そんじゃ、毒見も終わったところであっしもいただきやすかね」


    　ふくろうが待ちくたびれたように箸をとると、二人も食事を始める。四人でわいわい膳を囲んでいるとあっという間に料理を平らげてしまった。


    



    　食後は熱いお茶に限る。


    　新之助は手ずから入れた番茶をずずっと心静かにすすっていた。横で同じようにふくろうがくつろいでいる。


    　騒がしい二人の少女は風ふ呂ろに入るとかで連れ立って出て行ってしまった。


    「静かですねぇ」


    「だなー」


    　新之助が和なごんだ雰囲気で答えるが、ふくろうの言いたいことはやや違うらしい。


    「普通、女の子が風呂ってぇともっときゃっきゃと楽しげな声がするだろうに。胸の大きさ比べっことかやるんですよ。お約束でしょう？」


    「どこのお約束だ、それは」


    　納得いかない風のふくろうに、新之助は冷ややかに返す。


    　ふくろうは不満げにぶつくさと文句を言うことしきりだが、新之助はそれを鮮やかに無視する。話に乗ってこない新之助が不満なのか、ふくろうは退屈げに欠伸あくびをした。


    「はぁ、お茶飲むと近くていけねぇや。ちょいと厠かわやへ」


    「厠くらい黙って行けよ」


    　一人残されて、新之助はのんびりとした時間を満喫する。虫の音に耳を傾け、ひりひりするくらいに熱いお茶に舌した鼓つづみを打つ。


    　だが、その穏やかな時間はましろの大声で破られた。


    「ちょ、ちょっと！　くろえっ！　どこいくのっ!?」


    「んー？」


    　そのただならぬ声に新之助はお茶を飲みつつゆっくりと首を振り向かせる。


    　と、同時に扉がからりと開く。新之助はごふっとお茶を盛大に噴き出した。


    「服、忘れた」


    　平素と変わらぬくろえの涼しげな顔。違うのは湯上がりで一つに纏まとめ、上に結い上げられた濡ぬれた黒髪、ほんのりと赤みを増した肌と珠たまのような水滴が浮いた豊かな胸。


    　新しん之の助すけはだらだらと口からお茶を流しながら目の前の光景に唖あ然ぜんとした。


    「服、服」


    　言いながらくろえは部屋の中を歩き回る。そのたびに水滴が艶つややかな肌を流れ、薫くん香こうがほのかに香る。


    「ばかっ！　あんた何してんのっ!?」


    　慌てた声でましろがすぐに連れ戻しに来た。ことは迅速を要する。つまりは風ふ呂ろ場ばからの直行だ。


    　駆けるましろの髪は普段と違って下ろされていた。長く伸びた白髪と白い肌がやたらに眩まぶしい。新之助の存在に気づくと、顔を真っ赤にして手近にあった布をすばやく引っ掴つかんで、細い身体からだに巻きつける。


    「あっち向いてろっ！　この馬ば鹿か新之助っ！」


    　もう片方の手で転がっている漬物石を拾い上げると思いっきり投げてくる。普段なら難なくかわせようが、思考が停止していた新之助の顔面にぶち当たった。


    「お、俺おれは悪くない、だろ」


    　息も絶え絶えに言い訳すると、新之助はがくっと倒れた。

  


  [image: ]



  
    　ましろは新しん之の助すけが轟ごう沈ちんしたことを確認すると、荒い息を抑えてくろえの腕を引く。


    「この犬女っ！　あんた馬ば鹿かなの？」


    「何かおかしい？」


    「あんた、恥ずかしくないの？」


    「？　別に見せて恥ずかしいものじゃない。ましろと違って」


    　その言葉でましろの表情が凍いてついた。冷え冷えとした笑顔を浮かべてくろえの腕をより強く引いた。


    「ちょっとあっちでお話しようか……。常識ってやつを教えてあげる」


    　うふふっと笑う姿は戦っているときよりも恐ろしい。さすがのくろえも恐怖を感じたのか、むっと言葉を詰まらせると渋々とましろに従って部屋を出て行く。


    　嵐あらしのように過ぎ去って、部屋には再び静かな時間が流れる。


    　ふくろうが戻ってくると、中にはだくだくと血を流した新之助が横たわっている。


    「ははぁ、なんか面白いことがありやしたね」


    　気を失っている新之助を適当に揺すりながらそんな言葉をかけた。それで、どうにか新之助の意識も戻ってくる。


    「ううっ……」


    「どんないいことがあったんです？」


    　ふくろうがにたにたとした顔で尋ねてくるが、新之助はぼうっとした顔でふくろうの顔を見つめている。


    「お、覚えてねぇ……」


    　新之助は血が流れている額ひたいを押さえて呻うめく。ふくろうは首を捻ひねって少し考えるが、水で濡ぬれた床と漬物石を見ておおよその状況を察したのかははぁと声を出した。


    「なるほど、やっぱりお約束でしたか」


    　うんうんと頷うなずく姿を新之助は朦もう朧ろうとした意識で見ていた。


    



    　冬の訪れが近づけば夜は長くなる。お茶など飲みつつくつろいでいると、とろりとした眠気が襲ってきた。くろえなどうつらうつらと白しら河かわ夜よ船ふぬだ。新之助が意識を失っている間に相当体力を消耗したらしい。ましろはましろで新之助と眼めが合うたびに顔を朱に染めて目を逸そらす。一言も言わないのは疲れているからだろうか、と新之助が考えていると、不意に欠伸あくびが出てきた。どうやら、新之助も疲れているらしい。


    「おやおや、おねむの時間かい」


    　そこへ、老婆が折よくやってきた。新之助はぴくりと反応すると我知らず背筋を伸ばしていた。とりあえず刀に手をかけなかったのは上出来の部類に入るだろう。


    「さて、もう遅い。寝りゃ寝りゃ。おなごはこちら、殿方はこちらじゃ」


    　老婆はさっと膳を片付けると、寝床の支度を整えた。さすがに雑ざ魚こ寝ねをするわけにもいかず、二間を男女にそれぞれあてがう。新しん之の助すけとふくろうはこのまま、囲い炉ろ裏りのある部屋で一晩過ごすことになるようだ。


    「それじゃ、おやすみなさい」


    　ましろは新之助たちに言いながら、くろえの頭を叩たたいた。ぺちりといい音がすると、くろえはふらふらと立ち上がった。眠気で足元が危ういくろえをましろがぶつくさ文句を言いながら引っ張っていく。


    　それを見送ってから、新之助はふっと行あん灯どんの火を吹き消した。


    



    　ほうほうと夜の森から声がする。鳥が鳴くだけでなく、風で幹が揺れる音や、沢の密ひそやかな囁ささやきも耳に届く。町の中にいては決して聞くことのない夜の音だ。


    　新之助は闇やみの中で目を開いた。


    　夜の森が放つ音で目覚めたわけではない。得体の知れない不安感で目が覚めた。最悪の寝起きといっていい。妙な音がしなかっただろうかと新之助は耳を澄ませる。


    　ほうほうざざぁショキッ。


    　ほうほうざざぁヒヒッ。


    　異質な音だけが徐々に近づいてくる。新之助はぱっと布ふ団とんから跳ね起きると、壁際に身体からだを寄せた。


    　自然と舌打ちがこぼれた。相手は初めから寝込みを襲うつもりだったのだ。いったん警戒を緩めてしまったことを悔やんだ。


    　薄い板壁に耳を当て、距離を測る。さほど離れていないことを確認すると、呼吸を整えた。その間にも異質な音を発する存在は距離を詰めてきている。


    　ほうほうショキッショキッ。


    　ざざぁ、ヒヒヒヒッ。


    　悦楽にも似た笑い声は、金属音とともにどんどん甲かん高だかくなる。新之助の背筋を寒いものが走る。水に墨を垂らすように不安感が膨ふくれ上がっていく。


    　新之助は黒く塗りつぶされた部屋の中を見渡す。横ではふくろうが高いびきをかいているが、この暗くら闇やみでは顔も見えない。隣の部屋では二人がぐっすり寝ているのだろう。動く気配は感じられない。


    　草木も眠る丑うし三みつ時どき。新之助だけが起きている。


    　ショキッショキッと断続的に音がしている。もはや耳で聞いているのか、頭の中に直接響いているのか判然としない。


    　新之助は覚悟を決めて腰に手をやった。が、相棒の姿はそこにない。枕まくら元もとを探ってみたが新あら鷹たかにはぶつからない。


    　奪われたのだ、と気づくと冷や汗が流れた。どうするか考える暇ひまなどない。たとえ新あら鷹たかが鳴らずとも己おのれの直感が警鐘を鳴らしている。


    「こうなりゃ先手必勝だな……」


    　頼りのものがなくなると逆に肝が据わった。相手もまさか、新しん之の助すけが打って出てくるとは思うまい。油断しているところを狙ねらえば勝機はある。戦いの中で新鷹を奪い返す機会もあるはずだ。なければ、その機会を作り出せばいい。


    　新之助は覚悟を決めて立ち上がると戸板に手をかけた。


    　すると、ショキッという音が止やんだ。その瞬間にだっと飛び出す。


    　眼前に立つは夜や叉しやの如ごとき面相の怪異なる老婆。手に提げしは一振りの刀。しとどに濡ぬれた刀身が、月明かりでぬめった光を照り返している。


    「おや、起こしてしもうたか」


    　新之助の姿を認めて老婆はひひっと耳障りな声で笑う。


    　新之助は相手の隙すきを見み出いだすべく構えた。


    　だが、老婆は無防備にふらっとこちらへ向かって歩いてきた。


    「この刀、返すわい。もちっと丁てい寧ねいに研といでやらんと朽ちてまうぞ。もっとも、あたしにゃそのほうが都合がいいけどね、ひひっ」


    　言うなり新之助の手をとって刀を握らせる。老婆の行動が意外だったせいで新之助は身動きが取れなかった。


    　固まった新之助の横をするりと老婆が通り抜ける。慌てて新之助は刀を握って構えた。


    「あたしを斬きるかい？」


    　背を向けたまま、老婆が問うた。


    「あんた、何者だ……」


    「お察しの通りの山やま姥んばさ。ひひひっ」


    　愉快げに笑う老婆の声を聞いて、新之助は剣先を下げた。老婆の背には殺気というものがまるでないのだ。おかげで新之助の殺気も殺そがれてしまった。


    　老婆は自分が斬られることなどないと信じているのか、止まることなく進んで家の中へと消えていった。新之助は剣を納める。近くに転がっていた鞘さやに刀身を入れるとき、研ぎ澄まされた刃はが目に止まった。


    　彼女は斬られないと信じていたわけではないだろう。きっと、斬られても構わないと思っていたのだ。そのあり方がなぜか新之助には悲しく思えた。


    



    　部屋に戻ってから半はん刻ときほど横になってはみたものの、睡魔は襲ってきてはくれない。新之助はごろりと寝がえりを打った。


    「寝られやせんか」


    　いつのまに起きていたのか、ふくろうが声をかけてくる。


    「ん、まぁな」


    　新しん之の助すけはやや言葉を濁して答えた。さっきの老婆とのやり取りは説明したいものではない。その曖あい昧まいな返答をふくろうは曲解した。


    「ま、可愛かわいい女の子が一つ屋根の下で寝てりゃ寝付きも悪いってもんでしょうね」


    「そんなんじゃねぇ！」


    　反射的に大声が出てしまったが時分を考えなおして、新之助もふくろうも声を潜ひそめる。


    「それじゃ、ばぁさんのことですか」


    「そうだよ」


    　わかっているくせに、と新之助は苦々しく思う、きっとこの男はさっきのやり取りすらも承知なのだ。それなのにふざけて見せるのだから、性た質ちが悪い。


    「……年増好きにも程ってもんがありますぜ？」


    　新之助は手近にあった火ひ箸ばしを投げつける。闇やみの中でも見事標的に命中した。


    「あてっ！　冗談ですよっ！」


    「趣味の悪い冗談言うんじゃねぇ！」


    　憤ふん慨がいする新之助の様子が面白かったのか、ふくろうはひとしきりくつくつと笑った。笑ってから冗談の続きでも言うように軽い口調で言葉を紡つむぐ。


    「おかしな人ですねぇ。ましろちゃんもくろえちゃんも同じあやかしだってぇのに」


    「それとこれとは」


    「違いますか？　そりゃああんたがそうやって意味付けしてるからです。傍はたからしてみりゃ同じもんですがね」


    　ふくろうは新之助の言葉の先を奪うと、そう捲まくし立てた。


    　いつかもふくろうはそう言っていた。ましろは可愛い女の子に見えてもあやかしなのだと新之助に諭さとしたはずだ。闇の中でふくろうの視線を感じていると、そのとき保留にしていた答えを求められている気がした。


    　それでも、今の新之助に答えの持ち合わせはない。だから、一つの解答を持っているはずの男に問うてみた。いつも新之助が聞かれるばかりでは割りに合わない。


    「傍からとか普通はとかはわかったけど、お前はどう考えてるんだよ？」


    　新之助に問われたことが意外だったのか、ふくろうはしばらく考えるように間をおいた。


    「……あっしにしてみりゃ人もあやかしも同じ、なんですかね。……そういや、身内にあらずんば人じゃねぇなんて、そんなこと言ってる偉い家もありやしたね。もっともとうの昔に滅んじまいやしたが」


    　だが、新之助は不思議と得心がいった。この男がどこか超然としているのはそうした思想が根底にあるからなのかもしれない。拝み屋は人もあやかしも飯の種、そう考えると因果な商売だと思う。


    　ふくろうはふっと短く溜ため息いきをつくと、夢見るような口調で漏もらす。


    「あっしも新しん之の助すけさんみたいに考えられるといいんですがね」


    　ふくろうの言葉に新之助は怪け訝げんな顔をする。闇やみに目が慣れてきたのか、ふくろうは新之助の表情を読んで冗談交じりに言葉を足した。


    「あやかしを女の子として見るなんてぇお気楽なことやってみたいですよ、まったく」


    　新之助は薬や缶かんを手にとって振りかぶる。


    「冗談ですよっ！　ったく、気がみじけぇんだから」


    「お前がつまらんこと言うからだろうが」


    　新之助が憤然としていると、ふくろうはにやりと笑った。


    「そんじゃ、一つ面白い話を語りやしょうか」


    　その口上で新之助の脳裏には嫌な思い出が蘇よみがえる。


    「……また鰻うなぎが出るんじゃねぇだろうな」


    　新之助が以前のことを思い出してげんなりと言うと、ふくろうはしれっと返してくる。


    「出やしませんよ。今度は蜘く蛛もです」


    「どっこいどっこいじゃねぇか！」


    　むしろ、蜘蛛のほうが気持ち悪い。節くれだった八本の足を動かして、かさりかさりと動いて、ふわりと絡み付いてはなかなか取れない粘液の糸を吐き出す蟲むしに比べれば、鰻のほうがまだ可愛かわいいというものだ。


    「まぁまぁ、最後までお聞きなさいよ。変なのは出ませんから」


    　ふくろうはがさごそと袂たもとを探って火打ち石を取り出すと、かちかちと石を打って火種を作る。そこから煙管きせるに火を移すと、まずは一服、すーっと煙を吐いた。ほんの僅わずか、赤い光がふくろうの位置を知らせてくる。


    　ふうっと煙を一つ吐くとゆっくりと語りだした。


    「蜘蛛と一口に申しやしても、世に蜘蛛の種類は数多あまたある。家にいるちょこまかとしたのは家蜘蛛、花に隠れて獲物をとるのは花蜘蛛。蜘蛛てぇのは住んでる場所が頭に付くんですな。ま、中には足が長くて薄気味わりぃんだがどこか色っぽい絡新婦じよろうぐもなんてのもいやすがね。こいつらは大方蜘蛛の巣てぇのを張ってそこで獲物が罠わなにかかるのを待ってるもんです。絡新婦なんてのはよく言ったもんだ。悪い虫がとっかえひっかえよくかかる」


    　そこまで言ってふくろうはくくっと笑った。


    「他ほかにもね、土蜘蛛なんてのもいやすよ。地べた這はいずりまわって穴倉にもぐってる陰気で惨めな蜘蛛ですよ。だからでしょうかね、土蜘蛛なんてあやかしがいるなぁ」


    　ふくろうはそう前置くと、行あん燈どんに火を移した。


    「もう随分と昔のことですがね、ある旅のお侍さんがいやした。日が暮れたんで一晩の宿を乞こおうと村の家々を回るが、どこもうんと言いやがらねぇ。困ったところへ村はずれの廃寺へ行ってみろと勧められる。夜よ露つゆをしのげりゃかまわねぇとお侍はそこで一夜を明かすことにしやした。うつらうつらとした頃ころ、廃寺に一人の坊主が現れやした。これはおかしい、さては物ものの怪けか、油断すまじとお侍は寝たふりしてたんですな。すると、坊主は縄でもってお侍を絡からめ取ろうとする。それを見ていたお侍、えいやとばかりに斬きりつけた。すると、その坊主はだらだらと血を流して逃げ去った」


    　ふくろうはぽつりぽつりと話す。


    「翌朝、お侍が血の痕あとを追ってみるとそいつは寺の裏手にある岩屋まで続いておりました。狭い岩屋の中には身の丈たけ七尺はあろうかという大きな蜘く蛛もの屍しかばねがございやした。岩屋には他ほかにも人の骨がいくつもありやす。それを見てお侍はふと思いやした。これが世に言う土蜘蛛であるかと」


    　一気に語り終えるとふくろうはぺこりと頭を下げた。それに対して、新しん之の助すけはふうんと気のない返事をしただけだ。


    　この手の話はよく聞く。怪僧が美女であったり、岩屋が天井裏であったりと些さ細さいな違いはあれど話の骨こう子しは変わらない。取り立てて面白い話でもないのだ。


    　新之助の意図を見て取ったのかふくろうはにやっと笑った。


    「さて、今のが土蜘蛛ってんですが、はたしてそいつぁほんとに土蜘蛛だったんですかね？」


    「はぁ？」


    　自分で土蜘蛛の話をしておきながらわけのわからぬ謎なぞかけをしてくる。新之助が呆あきれたように声を漏もらすと、ふくろうは補うように話を続けた。


    「似たような話はたくさんありますが、どれもこれも土蜘蛛である必要なんてないんですよ。鬼蜘蛛でも化け蜘蛛でも人ひと喰くい蜘蛛でもよさそうなもんだが、どれも図ったように土蜘蛛と言いやがる。なんでだと思います？」


    　聞かれたところで新之助にはとんとわからない。それでも、わからないなりに、理屈をこねてみる。


    「別に大して意味なんてないんじゃないのか？　単なるお化け蜘蛛よりかは土蜘蛛っていったほうがそれっぽいってだけだろ。実際に土蜘蛛って虫がいるんだし、そのほうが現実味がある」


    　新之助の回答にふくろうはふむふむと頷うなずきながら聞き入る。新之助の答えに、あっているとも間違っているとも言わずに、煙管きせるに口をつけると、ふっと煙を吐いた。


    「昔、と言っても百年やそこらじゃきかないくらい遥はるか昔のことです。古こ事じ記きやら風ふ土ど記きやらにも書かれちゃいますが、土蜘蛛って呼ばれる化け物がいやした」


    　その言葉に新之助ははてなと首を傾かしげた。別に、昔に限らず、今だって土蜘蛛という名前のあやかしはいるはずだ。現に今さっきふくろうが語って聞かせたばかりだ。


    　新之助が口を挟もうとすると、ふくろうが手で制する。


    「でもね、そいつらはあやかしじゃねぇ。ましてや、虫でもねぇ。土つち蜘ぐ蛛もってな、二本の足で立って歩いて言葉を話す、あっしらと同じような姿の奴やつらだったんでさぁ」


    　二本の足で立ち、言葉を操り、人間と同じ姿をしている。では、それは人間なのではないのか。


    「おい、それって……」


    「ええ、そうですね。間違いなく人でしょうよ。でも、そいつらは化け物だったんです。少なくとも、土蜘蛛と呼んだ人にとっては……」


    　ふくろうは哀かなしげな顔で微笑する。


    「朝廷、要するに帝みかどのおわします時の政権ですがね、この国を治めようとしているときのことです。朝廷は自分たちがこの国を統一するもんだと思っているから、各地の豪族に従うように言いやすよ。でもね、土地をよこせ、俺おれに従えと言われて、はいそうですかと聞く奴ぁいません。当然、戦いくさになる。けど、人を殺して気分がいい奴なんざそうそういやせんよ。それは朝廷も戦わされる兵士だって同じだ。だったら、どうしやす？」


    　新しん之の助すけは少し考えてから答えた。


    「戦わないで済む方法を考える」


    「平和に生きてきたあんたならそう答えるでしょうね」


    　からかうようなふくろうの口調に新之助はむっとした。


    「悪かったな、甘ちゃんで」


    「いやいや、責めてるわけじゃねぇんです。あっしはそういう甘さも嫌いじゃないですよ。でもね、それじゃあどうしようもねぇ問題もあるんです。……人を斬きったあんたにならわかるんでしょうが」


    　何気なく口にしていながら、ふくろうの眼めは凍るほどに冷たかった。


    　大おお久く保ぼ新之助は人を手に掛けた。そこにどれほどもっともらしい理由があろうとも、その事実は変わらない。そのことから目を背そむけて甘い理想を語るなと、凍いてついた瞳ひとみが言っている。


    　新之助は答える言葉を失って黙り込んだ。ふくろうは新之助に答えを期待していたわけではないのか、気にせずに話を続ける。


    「そんなわけで、朝廷も考えやした。あいつらは人じゃない、化け物だ、土蜘蛛だってね。実際、その土蜘蛛って呼ばれた連中は都の人たちとは暮らしぶりが違ったそうです。背は低め、手足は長めで洞穴に住んでいたとか。田畑を耕すよりかは狩りのほうが得意だったみたいですね。逆に言やぁ、それくらいしか違いがなかった。でもね、そんな些さ細さいな違いでも、化け物呼ばわりするには充分だ。化け物なら殺しちまっても構わない」


    　自分たちと違うなら殺してもいい。それだけのことで、人は人を殺せるのだ。怨えん恨こんも憎悪もない。そこにあるのは言い訳じみた大義名分だけだ。


    　朝廷は彼らをあやかしと定義することで差別し、討伐の理由としたのだ。そして、土蜘蛛は滅びる。人々の記憶に、そして記録には土つち蜘ぐ蛛もと呼ばれる化け物を滅ぼした英雄譚たんが残っていくだけだ。歴史とはすなわち勝者の記録である。


    「別にほんとに化け物だったわけじゃねぇ。でも、大事なのは真実じゃなくて事実なんです。土蜘蛛って呼ばれる化け物がいる、その事実だけは土蜘蛛が消えた今でも消えやしねぇ。土蜘蛛ってあやかしはね、そうやって生まれたんですよ」


    　歴史から消されても妖よう怪かいとしての伝承、姿が生き延びて今日の土蜘蛛になっている。「存在の力」は時にそうして歴史や真相を捻ねじ曲げる。


    　新しん之の助すけはあやかしという存在の曖あい昧まいさ、物悲しさを感じた。人を襲う化け物として定義されたからこそ生まれてしまった。定義をしたのは人間だというのに。


    「なんだか、悲しいな」


    「ま、全部のあやかしがそうってわけじゃねぇですがね。そういうのもいるってことです」


    　ふくろうは目を細めて微笑ほほえんで、間まを作る。その間は新之助に考える時間を与えているようだった。


    「なるほど、ね」


    　新之助は身近にいるあやかしの存在に思いをはせる。それはあの山やま姥んばも例外ではない。


    　土蜘蛛は「悪の妖怪」と定義付けられたことで、本当にそういった存在にされてしまった。実際はただ彼らの領土なり民なりを守ろうとした普通の人たちだったかもしれないにも拘かかわらず、である。


    　では、山姥はどうだろうか。


    　本当はただ親切に旅人を泊めてやっただけの老婆だったのかもしれない。けれど、そんな話が語り継がれるはずもない。ただ親切な老婆がいた、だけではお話として残らないので、面白おかしく脚色されて存在が歪ゆがめられた可能性はある。人里離れて暮らしているだけで、常人とは違う。その些さ細さいな違いだけでも恐怖心を芽生えさせるのには充分だ。


    　怪しげな老婆の物語はいつしか真相を離れて一人歩きし、山姥の定義を完成させる。そうなれば、山姥というあやかしは存在できてしまう。そのことに思い至ったとき、なぜふくろうがそんな話をしたのか、わかった気がした。


    「すっかり、夜も更けやした。ここらでお開き、寝るといたしやしょう」


    　言うと、ふくろうは行あん燈どんの火を吹き消す。すっと幕が下りたように闇やみが垂れ込めた。あたりには静かな夜の空気が戻っている。


    　新之助は暗転した部屋の中で、幾分すっきりとした気持で寝転がる。そこへ水を差すようにふくろうが言った。


    「今度部屋から出るときは静かにお願いしやすよ。夜よ這ばいってなぁ、こそこそやってこそ楽しいもんだ」


    　新之助は忠告通り静かに身を起こすと、今度こそ命中させるべく薬や缶かんを放り投げた。


    



    　小鳥のさえずりが木々の間で交わされる。チチ、と高らかな声は晴天にふさわしく、気持ちの良い朝だった。


    　からりと開けた戸から吹き込んだ肌寒い風に新しん之の助すけは一瞬身を竦すくませた。大地が陽ひで温められるまでには、まだ時間がかかりそうだ。


    　新之助は戸口で見送りに立つ老婆を振り返る。昨夜のことを気にしているのか新之助へはあまり近づいては来ない。その分、ましろやくろえに多く話しかけている。


    「山やま人びとの湯へ行くんじゃったな。そしたら、その先を右へ折れてまっすぐ進むがよいわ。そこから入れるかどうかはあんたら次第」


    「ましろたち次第ってどういうこと？」


    「さてね。それは行ったらわかることよ」


    　老婆はひひっと悪戯いたずらめいた笑えみを浮かべる。


    「ま、何はともあれ、行って見ましょうや。入れればそれでよし、入れなくてもそれはそれでよしですよ」


    　ふくろうは下げ駄たの鼻緒を確かめながら暢のん気きなことを言う。


    「よくわかんないけど、ま、いっか。それじゃあね、おばあちゃん」


    「道中気をつけてな」


    　老婆の声に送られてましろとくろえは戸口から出る。新之助もそれに続いて一歩外へ出る。踏み出してから、くるりと振り返ると頭をがしがしと掻かきながら照れくさそうに言った。


    「婆ばあさん、いろいろと悪かったな。せっかくよくしてくれたのに」


    　新之助の言葉に老婆は目を丸くした。


    「……気にせんでもええが。達者でな」


    「ああ、婆さんも。それじゃ、行くわ。……ありがとな」


    　新之助は老婆に礼を言うとすっと歩き出した。数歩先では、ましろが大きく手を振り、くろえも胸の辺りに手を上げてふるふると小さく振っていた。


    「おばあちゃん、またねっ！」


    「また、いつか」


    　老婆も目を細めて応こたえる。


    　その一部始終を見届けてふくろうは立ち上がると、同じように歩き出す。


    　その背中に老婆が言葉をかけた。


    「ほんにいい子じゃ。今日びなかなかおらんぞえ。優しい、いや、甘いのかの。生き死にを懸かけた世界に生きるのは辛つらかろうて。だのに、あんたはあの子を死地へ追いやるのかえ。この呪のろい憑つき」


    　ふくろうはそれを聞くと立ち止まって、不敵に笑う。そして、振り返らずに言葉を返した。


    「どうしてわかりやした？」


    「あんたは死の匂においが強すぎるのさ。彼ひ岸がんと此し岸がんの間に立ってるあたしの目はごまかせない。どれだけ身分や役職を騙かたっても本質までは偽いつわれないよ。あんたたちはいつもそうさ。今度はどいつと殺し合うんだい？　その大おお戦いくさに何も知らない子供を巻き込むのはいけすかないね」


    「ご忠告痛みいりやす。でもね、勘違いしちゃいけねぇ。力のある奴やつぁいつだって、運命ってやつがほっといちゃくれねぇんです。望むと望まざるとに拘かかわらず。分かれ道を過ぎちまえばもう戻れねぇ。それが正しい道かどうかわからなくてもね」


    「だったら、その正しい道を教えてやるのが、もっと強い奴のすることじゃないのかえ」


    　老婆の問いに、ふくろうは意地悪な顔をした。


    「さてね、そこまで面倒見切れやせんよ。骨ぐらいは拾ってやりますけど。結局ね、お天てん道とう様のあたる道を歩くか、冥めい府ふ魔ま道どうを彷徨さまようかはあの人しだいなのさ」


    　ふくろうは少し先を歩き始めた一人の少年の背を見つめる。彼が歩むなだらかな下り坂のその先は、生い茂る下草に隠れて見通すことができなかった。
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    弐　隠れ里　Utopia


    



    　山の天気は変わりやすい。


    　朝こそ抜けるような青空だったが、いつのまにやら雲が垂れ込め始めていた。時折、ふっと陽ひがかげると、森の中は急に闇やみが濃くなる。


    　あばら家を出てからじきに数すう刻こく。新しん之の助すけたちは休み休みしながらも足を進めていた。老婆に道を聞いたおかげでさしたる障害もなく、旅程は順調そのものだ。そうなると不思議なもので足も軽く、辺りの景色を眺める余裕まで出てくる。


    　枯れ蔦つたの絡からんだ杉の大木やら、高みに毬まりを実らせた栗くりの木やらを見ながら、落ち葉を踏み鳴らして歩く。


    　だが、ふとくろえが足を止めた。


    　遥はるか先を眺め、僅わずかに顔をしかめる。表情に乏しいながらも嫌悪感を示しているのがわかる。


    「……不快」


    　ぽつりと呟つぶやくと、つられて皆が足を止める。


    「どうした？」


    　新之助がくろえに問いかける。ましろは何か感づいたのか、すんすんと鼻を鳴らしてからくろえと同様に顔をしかめた。


    「……うわぁ。ちょっとこの先は行かないほうがいいかも」


    「なんだってんだよ？」


    　ましろの答えは要領を得ず、新之助は首を傾かしげる。二人が足を止めた理由を探ろうと辺りを見回してみるが、それでも異変は見つからない。もう少し詳しいことを聞こうかと新之助は二人を振り返った。しかし、ましろが返すよりもくろえが答えるよりも早く、ふくろうが口を開く。


    「新之助さん、どうやらこっから先は物もの見み遊ゆ山さんってわけにゃ行かないようです。覚悟だけはしといたほうがいい」


    　ふくろうのいたく真ま面じ目めな口調に新之助は緊張を走らせる。神経を研とぎ澄ませ、五感はもちろん直感をも総動員した。


    　周囲を警戒しながら進んでいくと、すんっと嫌な臭においを嗅かいだ気がした。否いな、嗅きゆう覚かくだけが反応したわけではないだろう。雑多な匂においがひしめく森の中で、何か特定の臭いを嗅ぎ分けられるほど新之助の嗅覚は優れてはいない。


    　それでも、新之助はこの臭いに、この感覚に覚えがある。不治の病人、手負いの獣けもの、そして、激闘のさなか、自らが発したあの臭い。それらに共通して付きまとうのはただ一つ、死の面影だ。


    　息が詰まるようなあの独特の雰囲気を、人は死臭と呼ぶ。


    　近づくたびに濃くなる死臭に新之助は思わず顔を覆った。ここから先に酸さん鼻び極まる光景が広がっているであろうことは容易に想像がつく。隊商が狼おおかみや野盗に皆殺しにされでもしたのかもしれない。できることなら見たくはない。


    　だが、目の前にあったのは想像とは違ったものだった。


    　進んだ先には不思議な光景があった。奇妙な果くだ物ものがいくつも枝に揺れ、風に煽あおられるたびに新鮮な果汁を辺りに撒まき散らす。実は赤黒く弾はじけんばかりによく熟れていた。その果肉を鴉からすが嬉うれしそうに啄ついばんでいる。


    　否いな、果実ではない。


    　それには顔があった。目は虚うつろに開かれ、口元からは涎よだれまみれの舌がだらしなく飛び出ている。手足は奇怪に捻ねじれたものも断ち切られたものもある。


    「見せしめか……。趣味の悪わりぃことしやがる」


    　ふくろうが漏もらすが、新しん之の助すけはそれよりも眼前の光景を理解しようと必死だった。木に吊つられた死体、血ち溜だまりを吸う木の根、屍し肉にくを貪むさぼる鴉。


    「これはなんなんだよ？　わけがわからねぇよ」


    　新之助は胃の腑ふを押し上げてくるような強い吐き気を抑えながら、かわりに吐き捨てるように言った。


    「新之助、あそこっ！　人がいるっ！」


    　軽い放心状態にあった新之助はましろの言葉に反応するのに、少し時間がかかった。鈍った思考をすぐに切り替える。


    　死体しかない現場に人がいるとすれば、それは下手人か生き残りと相場が決まっている。そのどちらであっても状況把握の一助となろう。とにかく理解を超えたこの状況を脱出するためには動くしかなかった。


    　ましろの指差した方向へ駆けていくと、その場にいたのは数十人の男、そして、その側そばに呆ぼう然ぜんと座り込む一人の少女だった。


    　新之助が彼らを見つけると、相手もこちらを認めたようですっと動く。男たちは黒に染め上げられた揃そろいの衣装に、奇妙な文様の面をつけていた。面の意匠は皆同じだが、一人だけ朱色で彩られた面をしている者がいる。


    　おそらくはこの者が頭目なのだろう。異様な集団の中で一際異彩を放っている頭目は僅わずかにくぐもった声で新之助へ問いかけた。体格と声から察するに男であるとみて間違いない。


    「旅の者、黙ってここを去ればよし、去らねば命の保証はない」


    　その傲ごう岸がんともいえる態度にも新之助はまったく臆おくさない。むしろ、挑戦的な言葉に奮い立ち、性根が据すわった。それは下手人が確かに存在することで、混乱していた状況から脱したことによる余裕とも言えるだろう。おかげで平素に比べてよく舌が回る。


    「まぁ、待てよ。いきなりそれじゃ藪やぶから棒ってもんだぜ。まず、おたくらが何者なのか教えちゃくれないか。ついでに、何をしてんのかも、な。まさか、大の男が寄って集たかって、その女の子をかどわかそうってんじゃないだろ？」


    　新しん之の助すけのからかうような口調に面の男は重々しい声で返した。


    「貴殿らには関係ない。即刻退ひかねば交戦も辞さぬぞ」


    　男の返答に新之助は皮肉げに笑った。


    「理由もなしに、はいそうですかってわけにゃいかねぇな。話聞かせてもらってから考えることにするぜ。その子が何かしたのかよ？」


    　男は覆面を少し揺らした。おそらく溜ため息いきをついたのだろう。呆あきれ気味ながらもちゃんと質問には答えてきた。


    「……これからするのだ。それは禍わざわいの種だ」


    　新之助は言葉の続きを待った。だが、男はそれ以上の説明をする気はないのか、押し黙ってしまった。


    「……そんじゃ、もう一つ。あれをやったのはお前らか？」


    　あれ、で通じたのか、男は即答した。


    「ふむ。相違ない。我々の所業だ」


    　さらりと言ってのける男を軽く睨にらみつけると、新之助の手は腰の刀へ伸びている。


    「最後の質問だ。あそこまでするんだ。自分がああされる覚悟もできてるな？」


    　その言葉に男は感慨深げに間まをとると、ゆっくりと開戦を告げた。


    「ふむ。……是ぜ非ひもない」
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    　言うや、男は弾はじかれたようにその場を飛び退のく。


    　もといた場所には白刃が伸びていた。新しん之の助すけの渾こん身しんの抜き打ちをかわすと、男はそのまま、間合いの外まで下がった。


    　――できる。


    　新之助はにやりと笑った。強敵に出会えた喜びは剣客として自然な感情だ。だが、それよりも気が高ぶっているのは血の臭においに酔ったからか、少女の危急で義ぎ憤ふんに駆られたか。その辺りは新之助には判然としない。


    　男がすっと手を挙げる。すると、周囲に控えていた黒い男たちがさっと動き、少女を取り囲もうとする。五十人は下らないだろう。黒い人だかりの動きを察知して、新之助もとっさに声をかけた。


    「ましろ、くろえっ！」


    「了解っ！」


    　ましろはすぐに新之助の意図を悟ったのか、少女のもとへと一気に駆け出す。それに遅れをとらじとくろえも男たち目掛けて猛然と襲いかかる。


    　くろえの双そう拳けんはぼやけて見える。


    　振りぬく速度は人の目が追えるものではないのだ。必然、瞳ひとみには残像が焼き付くだけである。だが、それだけではない。拳に纏まとった空間の歪わい曲きよくは光すらも捻ねじ曲げる。


    　生身が触れれば血肉が弾ける。皮は内へ、肉は外へ。骨は軋きしみ、血は溢あふれる。男の一人が声もあげずに倒れた。


    　一人がやられると、男たちは波が引いたように数歩下がる。それから、陣形を組み直して、三人一組でくろえを囲んだ。そのさらに外周にはまた三人一組、そのさらに外側にまた一組。


    「むっ……」


    　くろえは不機嫌な表情を浮かべて、目の前の男を殴り倒した。だが、倒すそばから外にいる男が入ってくる。手数を増やして応戦するが次第に苦しくなってきたのか、くろえは口を尖とがらせて文句を言う。


    「ちょっと……しつこい」


    　怒気もあらわに横の男に一ひと蹴けりくれてやるが、食らった男はたじろぎもせずに刃やいばを突き入れてくる。そこへ、彼方かなたから聞き覚えのない風切り音が耳に届いた。とっさに上体を捻ひねってかわす。


    　ぴしっと布の裂さける音がした。見ればくろえの肩口は露あらわになって、白い肌には一筋の血が滲にじんでいる。身体からだを逸そらしていなければ喉のど元もとを穿うがたれていただろう。


    「……危なかった」


    　くろえは周囲からの攻撃を適当に受け流しながら、遥はるか遠くの虚こ空くうを睨にらみつける。


    　周囲の人間は囮おとりだ。真の狙ねらいは遠距離からの狙そ撃げき。それも、ただの弾丸ではない。犬神の肌を食い破る銀の銃弾が常に狙ねらっている。


    　だが、くろえに知られた以上、これは決め手になりえない。くろえの並外れた聴覚を以もつてすれば弾丸の軌道を察知することは難しいことではない。常に気を配っていればかわすことはできる。


    　しかし、くろえも決め手にかける。空間の歪わい曲きよくを押し広げれば包囲から逃れることはできる。問題はそのために溜ためを必要とすることだ。僅わずかに生まれる隙すきを見逃してくれるほど敵は弱くない。しばし、思案をしていると、大きな怒号が飛んできた。


    「ちょっと！　くろえっ！　何もたもたやってんのっ！　早くこっちまで来なさいよっ！」


    　声のしたほうへ目を向けると、ましろも同様の囲い込み戦法に苦戦を強しいられている。


    　少女を背にかばいながら戦っているわりに、手傷一つ負っていないのには驚くのを通り越して呆あきれてしまう。あの小さな身体からだには戦うための勘や素養がぎっしりと詰まっているようだ。


    　それでも、確実に疲労は溜まっているようで、時折、深く息を吐く。その呼吸を読んで相手も仕掛けてくる。


    　敵の姿を遠目に見て、くろえはぞっとした。


    　どこから湧わいて出てくるのか、敵の数が減っていない。ましろに吹き飛ばされても再び立ち上がり、戦列に復帰してくるのだ。立ち上がれるほどに浅い傷ではないにも拘かかわらず、である。


    　くろえは自分の周りを囲んでいる連中に視線を移す。見れば、流血している者、骨が覗のぞいている者、臓ぞう腑ふがはみ出た者が亡者のように起き上がっては襲い掛かってくる。


    　彼らは間違いなく生身の人間であるのに。


    　どれだけ蹴け散ちらしても起き上がってくる姿は、死などまったく恐れていないようだった。何が彼らをそこまで駆り立てるのかわからない。そのことが余計に怖い。


    　死を辞さない兵を相手にするのは損だ。後のことなどまるで考えていないから常に全力で仕掛けてくる。体勢を崩してでも強烈な一撃を入れれば銃弾が飛んでくる。体力を温存しながら戦ってもいずれこちらが力尽きる。


    　さりとて、もはや抜け出すことも叶かなわぬ。


    　困り果てたくろえの視線は一人の少年に向けられた。


    



    　くろえに向けられていた銃口からすっと煙が立ち昇る。


    　射手はすぐさま銃弾を込めなおそうと準備をする。弾丸はどんぐりのように先が尖とがった銀製。よく使われる火縄銃の鉛球とは形からして違っていた。


    　よく見れば、銃自体も火縄銃とは異なる形状をしている。射手は銃身の後ろから銃弾と火薬を詰めた。


    　見るものが見れば、それは夷い狄てきが使っている最新の銃だと気づいただろう。先込め式で丸い銃弾の火縄銃とは、命中精度も破壊力も装そう填てん速度もまるで違う。殺すことを第一に考えられた選択だ。


    　素早く装そう填てんを終えて、腹ばいになると、再びくろえに狙ねらいを定める。あとは機を図って引金を引くだけだ。


    　そこへ頭上から声がかかった。


    「困るんですよねぇ。勝手にこういうことされると」


    　射手が、声の主を見上げようと頭を動かしたが、首をがっと掴つかまれてしまった。


    「おたくらは、来てから日が浅いんでわからないんでしょうけどね。あっしは毎日綱渡りするような気持ちでやってるんだ。それをぶち壊しにされちゃたまんないんですよ」


    　徐々に首が締め上げられていく。朦もう朧ろうとした意識の中に声だけが響いてくる。


    「人の仕事の邪魔する奴やつは首を折られて死んじまえってことです」


    　ぐりっという音が身体からだの中から聞こえてきた、射手の身体は何も感じないまま、生きることをやめていた。


    



    　はじめの抜き打ちをかけてから、新しん之の助すけは身じろぎもしなかった。泰然と構える男の姿には隙すきなどどこにも見当たらない。腕をだらりと下げて突っ立っているだけなのに、身体中に覇気が漲みなぎっていた。


    　新之助の得意とする居合いは常に虚をつく。座した状態からの抜刀、相手が撃った隙を付いての抜刀、先の先をとるか、後の先をとるかが基本である。ゆえに、相手に待ち構えられるとどうしても撃ちづらくなる。


    　となれば、隙を作り出すほかない。新之助はじりっと右に移動する。位置関係をずらせば、相手も距離を保とうと動くはずだ。


    　しかし、男はその場に岩のように留とどまっていた。新之助がどれだけ左右にじりじりと動いても決して揺るがない。


    「気が急せいているな」


    　男はちらりとも視線を動かさずに言った。視線は常に新之助に注がれていながら、戦場一帯を見渡している。


    「それはお互い様じゃねぇのか？　あんたのお仲間もずいぶんとやられてるみたいだぜ」


    　新之助もまた、戦場の空気を肌で感じていた。視覚に頼らずとも、勝手に情報は入ってくる。あとはそれを基もとに頭の中で再現すれば大抵のことは把握できる。修羅場を経験してきたことで新之助の勘は飛躍的に上がっている。


    　男は新之助の言葉を文字通り捉とらえたのか、真ま面じ目め腐って注釈を入れる。


    「あれは痛みを感じぬようになっている。それと、あれは仲間ではない。道具だ」


    　その言葉に新之助はふんと鼻を鳴らす。


    「気にいらねぇな。痛みを感じないなんざ、まともなやりかたじゃねぇし、人間を道具呼ばわりするのもまともじゃねぇ」


    「我らにまともさを期待していたのか。それは失礼した」


    　男はいたって慇いん懃ぎんな口調で答える。その余裕が憎たらしく、新しん之の助すけは相手をきっと睨にらみつける。だが、すぐに冷静さを取り戻したのか、片かた頬ほほを吊つり上げて皮肉な笑顔を作る。


    「まぁ、なんだっていいさ。種明かしをしちまった以上、お前らの負けは決まったようなもんだ。奥の手ってのは最後までとっとくもんだぜ」


    　新之助の言葉に、男は構えをとかずにほんの一瞬だけ、虚こ空くうを見る。おそらくは狙そ撃げき手しゆのいる方角だろう。


    「勝利を確信するにはまだ早すぎる。決め手にかけるのは貴殿らも同じことよ」


    「かもな」


    　新之助はあっさりと認めた。だが、その瞳ひとみが既すでに勝ちを宣言している。


    　今、この場にはあの男がいない。もっとも頼りになるあの男がいないのだ。真実、切り札にして奥の手であるふくろうはいつのまにか戦場から姿を消していた。


    　ならば、彼かの者は見えぬ戦場へと赴おもむいたのだろう。


    　男は新之助の言葉をどうとったのか、不意に構えを変えた。だらりと下げられていた腕を胸の前で畳む。すると、法ほう衣えのような袖そで口ぐちがはらりと風になびいた。


    　雌し雄ゆうを決するときが来たのを新之助は悟る。


    　新之助は左足を僅わずかに下げて、右肩を突き出して上体をやや前のめりにした、変則的な構えをとる。相手の歩幅と腕の長さをすぐさま目算すると、絶好の間合いへ入るべくじりと動いた。


    　その瞬間に、男の身体からだが躍動する。猛獣のごとき、荒々しき突進。砂煙を上げながら襲い掛かってくる。


    　刹せつ那な、新之助は左足を大きく送り出して、身を低くする。上から猛襲してくる男に対して、新之助は下から滑り込んだ形をとった。右肩に充分作った溜ためを一気に解き放つと、脇わきに構えていたはずの剣けん尖さきが突如として下段から現れ、男の胸元を刎はねる。


    　その動きは神出鬼没。視界から掻かき消えるとともに、予期せぬところから現れる剣、名を大おお崎さき夢む想そう流りゆう、五の太た刀ち・野の槌づちという。


    　これこそは新之助にとっての奥の手。自身の戦いを完かん遂すいするべく繰り出した大技だった。


    　ざくりと手に肉を断つ感触を覚えた。どれだけ時が経たとうとどれほど人を斬きろうと決して慣れることはないであろう感触に、新之助は確かな勝利を感じる。


    　だが、同時に左肩に鋭い痛みが走った。その痛みが勝利の余韻に浸らせることなく、新之助を再び立ち上がらせる。


    　男と新之助の距離は開き、互いに向き合っている。


    「ふむ」


    　男は胸元に手を当て、ぐっしょりと紅あかく染まった自分の手を見る。割り開かれた肉は血が滴したたって生々しい。だというのに、平然と立っている。痛みを感じないのはこの男も同様であるようだった。


    　新しん之の助すけは左肩にちらと目をやった。つっと血が流れ出ている。


    　男が何をしたのか、まるで見えなかった。野の槌づちを使っていなければ相手の攻撃は確実に新之助の命を奪っていただろう。奥の手を出していなかったのは相手も同じだったのだ。


    　そして、男の奥の手を見切れなかった以上、新之助は敗北する外ほかない。既に野槌の存在は知られてしまった。ずきと左肩が痛むたびに、新之助の背筋に冷たい汗が流れる。


    　男が傷から目を離し、新之助をひたと見つめる。


    「貴殿らは我らの想像を超えていた。これ以上の交戦は任務の遂行に支障をきたす」


    　予想だにしない言葉に新之助は思わず問い返す。


    「どういう意味だ？」


    「今日のところは分けておくということだ。我らはこれより退却する」


    　言うや否いなや、男はさっと手を挙げてその場を飛びのく。重傷を負っているとは到底思えない俊敏な動きだった。それに従うように黒服の一団も波が引くかのごとく消えていた。


    　素早い行動に新之助は一瞬呆ぼう然ぜんとする。すぐに追おうとしたが既すでにかなりの距離が開いてしまっている。何より、追いついたところで勝てる気がしなかった。


    　不確定要素が入るとすぐに退却したあたり、相手は相当のやり手だ。確実性を何よりも重んじているのだ。再び見まみえるときは新之助を確実に葬ほうむるときだろう。


    「やれやれ、厄介な連中に関かかわっちまいやしたね」


    　立ち尽くしていた新之助の背中に声がかかる。見ればふくろうが頭を掻かきながらけだるそうに溜ため息いきをついていた。


    　新之助はそれに応こたえず、ぎりっと唇くちびるを噛かみ締めた。


    



    　少女はぼうっと膝ひざを抱えて座っていた。その横にはましろが座り込んで優しく肩を抱いている。


    　年の頃ころは十やそこら。肩まで伸びた赤銅色の髪が特徴的な、どこか物悲しい雰囲気の女の子だった。


    　整った顔にも粗末な衣服にも血の汚れはない。見た限りでは怪け我がはないようだ。


    　そのことに安心して新之助は少女に声をかけようとする。あの惨劇の中で生き残っていてくれたというだけで愛いとしさに似たものがこみ上げてきた。


    「ちょいと待っておくんなさい」


    　ふくろうが新之助の足を止めた。新之助は首だけをふくろうのほうに向ける。


    「なんだよ？」


    「あんた、どうするつもりです？」


    　具体的な内容を一切省はぶいた質問に新しん之の助すけは首を傾かしげながらも答える。


    「どうするって……。このままほうっておくわけにもいかないだろ」


    「何な故ぜです？」


    「何故ってお前……」


    　新之助は思わず溜ため息いきが出そうになる。このふくろうという男は、いつも謎なぞかけのようなことばかりを言ってくる。だが、ふくろうの目を見た瞬間、新之助は溜息を飲み込んだ。


    「なるほど、確かにあの子はかわいそうな子かもしれません。でもね、親無しの子供なんて世の中にゃ腐るほどいます。それをあんたいちいち助けるんですか？」


    「……そういう問題じゃないだろ」


    　ふくろうの眼光に負けぬよう、新之助も目に力を宿して答える。けれど、それをあざ笑うかのようにふくろうはくくっと籠こもった笑い声をあげた。


    「優しい優しい新之助さんは目の前の人を全部助けたくなっちまうんでしょう。でもね、世の中全部を助けるなんて神様だってできやしねぇんだ」


    　ことさら冷ややかなふくろうの言葉に、新之助は思わず言葉を失う。


    「そんなことは、わかってるよ」


    「今はそれでいいかもしれねぇ。でも、いつか、あんた選ぶことになりやすぜ。目の前の人を切り捨ててでもやらなきゃならねぇことが、世の中にはある」


    　世界は常に選択を強しいる。それが必ずしも正義や倫理で動くものではないことを、新之助は理解している。万人に与えられる救世などない。あるのは無慈悲な選択だけだ。


    　けれど、新之助は知っている。差し伸べられる手の尊とうとさを、助けてもらったときの嬉うれしさを。自分の人生に関かかわってくれる人がいる喜びを知っている。


    「なぁ、だいじょぶか？」


    　話しかけられて少女は僅わずかに首を動かして新之助のほうを見る。その目は予想よりも遥はるかに澄んでいて、この荒すさんだ光景などまるで映していないかのように美しかった。


    「お前、この辺の子供か？　旅の途中か？　父ちゃんや母ちゃんはあの中にいるのか？」


    　少女は答えない。新之助の言葉に反応はしているのだから、聞こえてはいるのだろうが決して言葉を返すことはない。


    「新之助、そんないっぺんにしゃべっても答えられないよ」


    　ましろがやんわりとたしなめると、新之助は頭をかりっと掻かいて、幾分困った顔つきになる。元来、新之助は子供の相手をしたことがない。どう接すればよいのか皆目見当もつかないのだ。


    「ねぇ、おうちがどこかわかるかな？」


    　新之助の代わりにましろが優しく少女に問いかける。柔らかい笑えみには親しみと愛情が籠こもっていた。


    　少女はましろをじいっと見つめているが、それでも声は出てこない。ましろは少女の言葉を待ってはみたが、時間が経たつごとに笑顔が引きつってくる。


    「し、新しん之の助すけ。どうしたらいいと思う？」


    　無む垢くな瞳ひとみに見つめられてましろは狼ろう狽ばいしながら新之助に助けを求める。聞かれたところで新之助に妙案などあるはずがない。


    「わ、わからん。どうする？」


    　困った挙句、新之助はくろえのほうを見る。


    　すると、実に意外なことに、くろえはずいと前に歩み出て少女の前に座り込んだ。その自信ありげな表情が実に頼もしい。


    「…………」


    「…………」


    　互いにしばし見つめ合うくろえと少女。黙り込んで向き合う姿はどこか通じるものがあるようにも見える。


    「………」


    「………参りました」


    　くろえは少女に向かってぺこっと頭を下げると、おずおずと引き下がってくる。肩を落として去っていくくろえを少女はきょとんとした表情で眺めている。


    「なんだったんだ今のは……」


    　新之助が素直な感想を口にすると、くろえは申し訳なさそうな顔になる。


    「相手を理解するには相手の目線に立つことが大事。……無理だったけど」


    　彼女なりによく考えて健闘はしたようだ。


    　結局、三人は一人の男に視線を注いでしまう。人付き合いの不得手な新之助と世間知らずのましろとくろえでは、こういうときに頼りにできるのは一人しかいない。


    　ふくろうは盛大な溜ため息いきをついた。さっきまで奮戦していた侍の姿はどこにも見受けられず、呆あきれている。新之助は居心地の悪さから苦笑いを作ってしまう。


    「ったく……。ちょいと失礼しやすよ」


    　言いながら新之助を押しのけて、ふくろうは少女の前に片かた膝ひざをついた。それから、少女の耳元に何事かささやく。


    　瞬間、少女の瞳が大きく見開かれ、はっとふくろうの顔を見た。


    　今までとは明らかに違う反応に新之助は期待した。しかし、少女は言葉を発することはなく、ただふくろうを見つめている。


    「やっぱりか……」


    　ふくろうは顎あごに手をやって思案顔になる。


    　考え事をしているふくろうの肩を、新しん之の助すけが遠慮気味にちょんちょんとつつく。


    「何かわかったのか？」


    「あ、いえ……。なんと言いますか、あんまりひどい目に遭うとまれに言葉を失っちまうことがあるんですよ。それかな、と思いやして」


    　ふくろうは振り返ると頬ほおを掻かきながら言った。


    　新之助はさもありなんと頷うなずく。少女が目まの当たりにした光景は凄せい惨さんそのものだ。幼い心にどれほどの傷を抱えたのか想像もつかない。とあれば、語るべき言葉を失うのは当然のことと思えた。


    「まぁ、なんとなくだいたいわかったけど……。これからどうするの？」


    　ましろは本当にわかっているのかどうか怪しいものだが、言っていることは至極まともだ。少女が声を出さない理由には一応の納得がいったが、今後どう行動するべきかについては答えが出ていない。


    「そうだな……。普通に考えれば街に戻るのが順当だろうな」


    　事態が急転した今となっては温泉どころではない。新之助は常識的な回答を導き出す。少女の身み許もとを捜そうにもこんな山の中でできることはない。だったら、情報が多く集まる場所へと出て行くのが正解だろう。


    　それに、と新之助は思いをめぐらす。


    　この少女はあの黒服の一団に狙ねらわれていたのだ。そして、禍わざわいの種とも呼ばれていた。そちらの方面から何か手がかりが掴つかめるかもしれない。そのためには彼らが何者であったのかも探る必要がある。


    　ずきりと左肩が痛んだ。


    　探れば必ずあの男と再び相あい見まみえることになる。そうなったとき、勝てるかどうかは正直に言ってわからない。むしろ、勝算はかなり低いだろう。


    　新之助は自分の末路を想像しかけて慌てて頭を振った。


    「とりあえず、山を降りよう」


    　新之助は全員の顔を見て仕切りなおすように言った。ましろとくろえは温泉に未練があるのか少し残念そうな顔をしたが、すぐに頷く。ふくろうは特に異存はないのかさして反応はない。


    　新之助が少女に手を差し伸べた。


    「そういうわけで、お前さんの家を探すためにちょっと移動するぜ。立てるか？」


    　少女は新之助の顔を見、次に手を見る。だが、その手をとることはせずに自らの足でふらと立ち上がった。


    　新之助は意表をつかれたが、さらに驚いたことに少女はふらりとそのままどこかへ向けて歩き出した。


    「お、おいっ！　どこ行くんだ!?」


    　新しん之の助すけは慌あわてて声をかけるが、少女は振り返ることもせずにそのまま歩き続ける。


    「ついていってみやしょう。何かあるのかもしれねぇ」


    「そ、そうだな」


    　現状何もわからない今、少女が自ら行動を起こすことは最大の手がかりになりうる。新之助はふくろうの提案に頷うなずくと、少女のあとを追う。


    　ふくろうは数歩遅れてついていく。


    「さて、吉と出るか凶と出るか」


    　呟つぶやいてから言い直す。


    「いやいや、それこそ鬼が出るか蛇じやが出るかってとこですかね」


    　ふくろうが一人くすっと笑った。それを聞いた者は誰だれもおらず、その表情を見た者も誰もいなかった。


    



    　少女の歩く速度は身の丈たけに合わず速い。歩幅は小さいというのに新之助の遥はるか先を歩いている。単純に足を繰り出しているわけではなく、僅わずかなへこみや小さな起伏、滑る苔こけなど山道の構成を確かに捉とらえているからこそあの速度を出せるのだろう。山道に慣れた者だけができることだ。


    　新之助は少女に追いつこうと早足で歩く。小柄な少女は時折、緑に隠れてしまうので走り回らなければならないこともある。


    「あの子一体何者なんだろうなぁ」


    　新之助は前を歩く少女の姿を目で追いつつ、呟いた。


    　少なくともそこらにいる子供たちとは違う。赤銅色の髪を街中で見かけたことはないし、少女の纏まとう服も世間の流行とは趣おもむきを異にしている。口をきかないことでなおさらに神秘的に感じられるのかもしれない。


    　少女は森の中を苦もなく歩く。大きな岩や倒れた巨木、無数の沢など格段に行程は厳しくなっているにもかかわらず、速度が落ちることはない。


    　しばらく進むと、木々の生い茂る小道に出た。


    　獣けもの道みちよりかは幾分、整備され歩きやすくなっている。下草が払われ地面がならされている。おそらく、樵きこりたちが切り倒した木を運ぶために使う杣そま道みちというものであろう。今までの厳しい道のりからすれば随分と楽な一本道のようだった。


    　上空は木々でおおわれているため、新之助は自然と下を向いて道なりに進むことになる。


    　ふと、顔をあげると、少女の姿が消えていた。


    「あ、あれ!?」


    　新之助は慌てて、前へと走るが、それでも見当たらない。今度は後ろを振り返り、ましろたちを見るがやはりいない。ずっと一本道だったというのに少女はどこにもいないのだ。


    「いけね、見失った……」


    　新しん之の助すけが茫ぼう然ぜんと呟つぶやく。すると、ふくろうがくつくつ笑いながら新之助の右肩をちょいと叩たたいた。


    「右です」


    　叩かれた側に首をひねると、一か所だけ、木と木の間が僅わずかに開いた場所がある。木この下した闇やみでよくは見えないが、こちらにも小さな道があるようだった。


    「下へ手たに整備された道があるんで、一本道だと思っちまうんですね。そのうえ、上を覆う木のせいで、下の道しか目にいれてねぇ。おかげで誰だれもこの横道の存在には気づかないんでしょうね」


    　ふくろうが横道へと進みながら言った。新之助も感心しながら草をよりわけ、枝を払ってあとに続く。


    　小道の脇わきでは少女が岩にちょこんと座っていた。どうやら待ってくれていたらしい。全員が来たことを目で確認すると立ち上がり、ついっと道の先を指さした。


    「こんなところに人里が……」


    　新之助の眼前には侘わびしいながらも家屋が立ち並んでいる。贔屓ひいき目めに見ても栄えているとは言えないが、それでもこんな山奥に集落があるだけで奇跡的なことに思えた。


    「隠れ里ってやつでしょう。わけあって街にゃ住めない人々はこうやって山に入るもんです。落ち武者だとか、忍びの者だとか、山やま人びとだとかね」


    　ふくろうが何気なく言った最後の言葉に新之助は反応する。


    「山人だって？」


    「ええ、新之助さんたちは山人がなんなのかわからないで目指してたみたいですが、山人ってぇのは文字通り山の人、もっと言やぁ山だけにいる人です。都で暮らす人たちとはどうしたって交われなくなるようなできごとが随分と昔、あったんでしょうね。そんな人たちが山へ入ったんです。その末まつ裔えいってとこですかね」


    「そんなに昔からか？」


    「ええ。昔といっても百年やそこらじゃきかないくらい遥はるか昔、ですがね」


    　ふくろうは片目を閉じてにっと笑うと、どこかで聞き覚えのある言葉を口にした。それは確か昨晩に語った土つち蜘ぐ蛛もの話ではなかったか。


    「追われたのは土蜘蛛だけじゃないってことですよ」


    　言うとふくろうは少女の後に続いて里へと入っていく。新之助は感慨深げに里を見渡すとそれに続いた。


    



    　山人の里、と大おお仰ぎような名で呼んではみたものの、その実情は寒村といっていいだろう。藁わらぶき屋根の掘っ立て小屋に炭焼き小屋、天幕が並ぶ、さしたる特徴もない辺境の村だ。


    　一軒だけ大きな館やかたがあるのも辺境の村と変わらない。おそらくは名主、庄屋など村の長おさの屋敷に違いない。


    　村むら人びとはちらほらと見当たるが、新しん之の助すけたちの姿を見つけるとすぐにどこかへ消えてしまう。その排他的な空気に少し気味の悪いものを感じながら、新之助らは一番大きな屋敷へ向かう。


    　だが、屋敷の前へ出ると脇わきからぞろぞろと屈強な男たちがやってきた。彼らは屋敷の前に陣取るだけでなく、新之助たちをぐるりと取り囲んだ。


    　その中でひときわ体格のいい男が大声を張り上げる。


    「お前たち、何用でここまで来た。ここは俗世とは離れた場所。お前たちが入ってよい場所ではない。即刻お引き取り願おう」


    　その声こわ音ねには有無を言わさぬ迫力がある。


    「いや、俺おれたちはこの子を」


    　新之助が戸惑いながら少女を見ると、村人は口々にすくね様、すくね様だとささやく。


    「お前たち、そこの御仁とどういう関係だ」


    　男は肩の筋肉を盛り上げて腰に差さった山やま刀がたなに手をかける。木の幹も猪いのししの骨も叩たたき斬きるだろう無骨な鉄くろがねは、男の視線と同様ぎらりと光る。


    　どういう関係、と問われても新之助にはうまく答えられない。


    「いや、この子が襲われていて、だな」


    「その御仁の周りには護衛の者がいる。そんなことは起こりえない」


    「いや、だから、そいつらがやられちまっててな」


    　新之助が言うと、男は神妙な顔になった。


    「確かに、護衛に付けた同はら胞からから連絡が途絶えている。……知っていることを洗いざらい話してもらうぞ」


    　男が眼めで合図すると、後ろにいた男が新之助の肩を掴つかもうとする。新之助はそれを察知すると反射的に動いていた。


    　肩に伸ばされた手を掴むとくるりと身体からだを反転させながら腕を下に引き、相手の腕を逆に絞る。関節が嫌な方向に曲がり、きりきりと骨の軋きしむ音がした。


    「ぬぅっ……」


    　相手が苦く悶もんの表情を浮かべるのを見て新之助はぱっと手を放す。


    「あ、いけね。ついやっちまった」


    　新之助は頭をぽりぽりと掻かきながら苦笑いを浮かべる。別に戦意があってやった行為ではない。長年の修行によって勝手に身に付いていた防衛本能が発揮されただけだ。


    　だが、相手はそう取ってくれなかったらしい。一斉に山刀を引き抜くと、新之助を睨にらみつけた。山刀は珍しいことに両もろ刃はの剣だった。片方は切れ味が鋭そうだが、もう片方は刃やいばというよりも斧おのや鉈なたのように無骨な輝きを放っている。斬きりつけるよりは叩たたき切るような使い方をするのだろう。


    　幾本もの刃やいばが煌きらめき、まさに一触即発の空気が流れている。


    「いや、わざとじゃないんだって。ちょっと話を聞いてくれよっ！」


    　新しん之の助すけはさすがに焦あせってわめくが、男たちは誰だれ一人として聞いていない。じりっと一歩ずつ包囲の輪を狭せばめてくる。


    　新之助は困ってましろとくろえを見るが、二人ともやる気まんまんでこきこきと拳こぶしを鳴らしていたりする。先の戦いでは思うように戦えなかったのが気に入らないのか、今度は全力を出してやると言わんばかりだ。


    　二人はあてにならないことを再確認してふくろうを見るが、ふくろうは新之助と目が合うと苦笑して首を振る。どうやら話し合いは不可能なようだ。


    　新之助も覚悟して、どうやって手加減しようか考えていたときだ。


    「やめておきなよ」


    　鈴が鳴るような軽やかな声がした。


    　見れば屋敷から一人の少年が出てきている。柔にゆう和わな笑顔でこちらへ歩んでくる。中性的な顔立ちは可愛かわいらしく整っていて、白い肌は陶器のようにつややかだ。脇わきに手た挟ばさんだ笛が山村にはえらくなじまない。


    「客人、これはわれらの問題。余計な口出しはしないでいただこう」
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    　男は客人と呼んだ割りにぞんざいな態度で返す。それにむっとしたのかその少年は刺とげ々とげしい言葉でやり返した。


    「あのさぁ、見てわかんないかな？　君たちが敵かなうような相手じゃないよ、彼らは。相手の実力を考えないで飛び出すなんて猪いのししの食べすぎじゃないの？　頭の中まで牡ぼ丹たん肉なんて笑えないからやめてよね」


    　綺き麗れいな顔しながらよくもまぁぽんぽんと飛び出てくるものだと新しん之の助すけが感心していると、その少年の後ろから、威い厳げんある白しら髪が交じりの初老の男性が出てきた。


    「客人の言う通りだ。者ども、退ひけ」


    「しかし……」


    　男たちは簡単には引き下がらない。新之助たちに警戒の目を向けながら包囲は保ったままだ。


    「よいから退け。お前たちが勝てる相手ではない」


    「さっすが村むら長おさ、話がわかるよね」


    　くすくすと笑う姿は花がほころぶようで一瞬、新之助は見とれた。


    　さすがに二度も退けと言われれば男たちもさがる以外にない。しぶしぶながら包囲を解くと一人、また一人とその場から離れていく。


    「ご面倒をおかけした」


    　村長は静かに頭を下げる。それに合わせて新之助も慌あわてて頭を下げた。


    　「どうやらすくねが世話になったらしい。聞きたいこともある。少し上がっていかんか」


    　村長は屋敷へと手招く。新之助たちも断る理由はないので、お言葉に甘えることにした。


    　屋敷に向かって歩くと先ほどの少年が寄ってきた。


    「さっきは助かった。ありがとう」


    　新之助が礼を述べると、相手は笑って返す。


    「ああ、別に君のためじゃないから。刀振り回して悦に入ってる馬ば鹿か馬ば鹿かしい姿を見たくなかっただけだよ」


    「そ、そうかよ……」


    　新之助も同じく刀を振り回す人間としてはなんだか腹の立つ言い草ではあるが、そんなに爽さわやかな笑顔で言われてしまっては返す言葉がない。


    「君変わってるよねぇ。可愛かわいい子猫ちゃんに犬のお姉さんを連れてるなんて」


    　さらりと言われた言葉に新之助は身を固くする。


    「お前、一体……」


    「人に名前を聞くときはまず、自分から。最近の武もの士のふは礼儀を知らないね」


    　その妖よう艶えんな笑顔が今は不吉なものに映る。新之助は警戒しながらも、名乗った。


    「俺おれは大おお久く保ぼ新之助。こっちはましろとくろえ」


    　くろえは紹介されると、うんとだけ頷うなずく。ましろはと言えば深刻な顔で新しん之の助すけに耳打ちしてくる。


    「新之助、大変」


    「どうした？」


    「ましろ、あいつ嫌いかもっ！　子猫ちゃんって言われてぞわーってしたよっ！　ぞわーって！」


    　新之助はましろの苦情を適当に聞き流しつつ、紹介を続ける。


    「んで、そこにいる胡う散さん臭くさいのが拝み屋ふくろう」


    「……拝み屋ふくろう、か。じゃあ、ぼくは拝み屋うぐいすってことにしておこうかな」


    「明らかに偽名じゃねぇか！」


    　しれっと適当な名を騙かたるうぐいすは悪びれる様子もない。


    「本名なんて名乗るわけないじゃん。君、頭悪いの？　教養ないの？　腕さえ確かなら名前一つでも呪のろいはかけられるんだよ。名前はそのものの本質を表わすんだ。それを知る者なら簡単に名前は明かさないものさ。ねぇ、ふくろうさん？」


    　うぐいすはふくろうににこやかな笑えみを向けた。新之助はふくろうに問いかける。


    「そうなのか？」


    「ええ、まぁ」


    　ふくろうが若干言葉を濁にごしながらも肯定する。ということは、ふくろうという名前も偽名なのだろう。


    「まったく、胡散臭いのが増えちまったぜ……」


    　新之助が溜ため息いき交じりに言うと、それを聞き咎とがめたうぐいすが、じろりと冷たい視線を向けてくる。


    「自分を客観視できないっていうのは愚かだよね。胡散臭い連中の中心にいる君こそが一番胡散臭いのに」


    　新之助は反論しようとしたが、その前に不思議と納得してしまって言葉が出てこない。その様子を見て、ふくろうが楽しげに笑う。


    「おやおや、可愛かわいい顔して手厳しいですねぇ」


    　その言葉が癇かんに障ったのか、うぐいすはきっと睨にらみつける。


    「可愛いとか言うのやめてよね。気色悪い。君らと違って男といちゃいちゃする趣味はないんだよ」


    「そんな趣味はねぇよっ！」


    　新之助が即座に否定すると、ふくろうも力強く同調する。


    「そうです。新之助さんは女の子大好きなんですから」


    「間違ってねぇけど言い方には気をつけろよ？」


    　ぴくりと眉まゆ根ねを動かして新しん之の助すけはやんわりと釘くぎを刺した。柔らかいのは口調だけで、手はしっかと柄つかを握っている。


    「……自分たちを客観視できないっていうのは愚かだよね」


    　二人のいちゃいちゃしているかのようなやり取りを見ながら、うぐいすはふっと首を振って呟つぶやいた。


    



    　その家屋は屋敷と呼ぶにはあまりにささやかに過ぎ、館やかたと呼ぶには慎ましやかに過ぎる。みすぼらしくない程度には侘わびた建物が村むら長おさの家だった。造りも簡単で、その気になればいつでも解体してまた同じように組み立てられるだろう。


    　新之助たちは戸板で区切られた一室へと通された。囲い炉ろ裏りも欄らん間まも床の間もない簡素な内装の部屋だ。板張りの床は歩くたびにきゅっと音を立てる。これでは冬の寒さはさぞ堪こたえるに違いない。今も隙すき間ま風かぜがひゅいっと吹いて新之助の首筋を撫なでている。


    　しかし、村長は身震いの一つもせずに腕を組んだまま、黙って目を瞑つぶっている。その姿は風雪にじっと耐える石像に似ている。


    「それで……客人は何を見、何を聞いたのだ？」


    　村長は静かに口を開く。地の底を這はうような低い声はまるで本当に石像がしゃべっているようだった。


    「俺おれたちが見たのは……」


    　新之助は言葉に詰まる。あの惨状を口にするのは憚はばかられた。言葉にしようとすれば嫌でも脳裏に浮かんでくる。不快感がぐっと新之助の胃を締めつけてきた。


    　村むら長おさは促うながすように軽く咳せき払ばらいをするが、新之助は答えずにちらと少女のほうを見た。


    　惨劇の場に居合わせた人間の前で話しても良いものか悩む。当人が受けた衝撃は新之助よりも遥はるかに強いだろう。新之助は少女の小さな身体からだと精神がこれ以上苛さいなまれるのは嫌だった。


    「ははっ」


    　うぐいすが不意に笑った。真意を計りかねて新之助が見ると、うぐいすは楽しげな笑顔を向けてきた。


    「沈黙は時に何よりも雄弁だよね。要するにさ、言葉にできないくらい酷ひどい有様だったんでしょ？」


    　吊つるされた肉塊、地面に貼はりついた血ち溜だまり、啄ついばまれる変色した臓ぞう腑ふ。どれだけ言葉を尽くしてもあの地獄を表現するには足りないだろう。だからこそ、黙す以外になかった。うぐいすの正せい鵠こくを射た発言に新之助の顔が強こわ張ばった。


    「そうか。皆死に絶えたか……」


    　村長は新之助の表情から察して、一言漏もらして虚こ空くうを見る。絶望しているわけではなく、視線の先には在りし日の同はら胞からの姿が映っているのかもしれない。だが、その感情も長くは続かない。すぐに新しん之の助すけへと目を戻した。


    「して、相手は？」


    　瞳ひとみに宿るのは落胆ではない。復ふく讐しゆうの念でもない。村むら長おさの表情は水みな面ものように静かで落ち着いていた。


    「黒服の集団だった。それも……、かなり手て強ごわい。統率が取れている上に死を恐れない、厄やつ介かいな連中だ」


    　新之助は無意識に左肩の傷に手を当てていた。自然、言葉にも実感が籠こもる。


    「ふうん、ぼくがやり合ったのと同じ連中みたいだね」


    「お前も襲われたのか？」


    　うぐいすはこくっと頷うなずいて村長のほうを見た。


    「そこの客人は同はら胞からの最期を看み取とった者。受けた恩に報むくいるためにご逗とう留りゆう願っている」


    　村長は恩と言いながらも、その口調に感謝の念は薄いようだ。ただ礼儀としてやっているように新之助は感じられた。


    　だが、山中に生きる者が排他的になるのは仕方がないことだろう。ましてや、慶事を伝える使者としてではなく、不幸を知らせる者が来たのだ。歓迎しようという気は薄くなる。


    「まぁ、結果として殺しただけで、彼らの目的はこの山やま人びとの里だったみたいだけどね。詳しい位置までは彼らも把握していないみたい」


    　うぐいすは自分が見てきた状況を簡単に分析する。そして、その意見とは新之助もおおむね同じ印象だ。彼らは虐殺を楽しんでいたわけではなく、きわめて事務的に殺していた。死体を吊つるしたのも、示威行為であり、同時に撒まき餌えでもあったろう。計算ずくの殺害は目的ではなく、単なる手段でしかない。


    　だが、一点、腑ふに落ちない部分がある。


    「俺おれたちが奴やつらに出くわしたとき、周りはひどい有様だった。ほんと、思い出したくないくらいにな……。でも、その中で無傷で生き残った子がいる。俺にはそれがわからねぇ」


    　新之助は言いながら、自分の言葉に嘘うそがあることに気がついていた。


    　本当は分かっている。なぜ、少女が無傷で生き残ったか、なぜ彼らが少女を殺さなかったのか。


    　答えは簡単だ。少女こそがすべての鍵かぎであるからに外ほかならない。奴らの目的は村に到達することではない。村にいる少女こそが目的なのだ。


    　新之助は村長をひたと見る。その瞳ひとみの色だけで何を言いたいのかはっきりとわかる。少女は何者かと、言外に問うた。


    　しばしの沈黙が流れ、風がかたかたと板戸を打つ音だけがする。村長が根負けしたように深く溜ため息いきをついた。


    「あれは、すくねは生まれながらのカンナギなのだ」


    　耳慣れない言葉に新しん之の助すけが首を捻ひねる。ましろとくろえも同じ仕草で首を捻る。三人揃そろって小首を傾かしげているとうぐいすが溜ため息いき交じりに苦笑した。


    「これだから学のない奴やつは……」


    　ふくろうも苦笑いしながら簡単に説明する。


    「カンナギってのは、神の声を聞き、またその依より代しろとなる存在のことを言うんですよ」


    「巫み女こさんみたいなもんか？」


    「少し違いますかね。神に仕えているわけじゃなくて、神の代弁者であり、神の容いれ物でもある」


    　ふくろうの言葉にまたしても三人そろって首が傾ぐ。それを見てふくろうは面倒くさくなったのか、説明しても無駄だと思ったのか投げやりに言った。


    「ま、だいたいあってます」


    　ともかく、少女・すくねが特別な存在であり、それがために狙ねらわれたのは明白なようだ。


    　稀け有うな能力は常に災厄を孕はらんでいる。それは、常人には聴こえぬ声を聴く力や、常人には視みえぬものを視る力に限った話ではない。


    　新之助はすくねに同情しながら言う。


    「非ひ道どい話だ。そのうえ、あんな場面を見せつけられて……。そりゃ言葉も失うよな」


    　村むら長おさは新之助の呟つぶやきを怪け訝げんな顔つきで聞いている。


    「すくねはもともとしゃべらぬ子だ。カンナギは軽々しくしゃべらん」


    「そうなのか？　そりゃ大変だな」


    　新之助の言葉に村長は平らかな声で答える。


    「どうということもない。それが運命であるなら従うだけだ」


    　村長の答えに新之助は僅わずかに違和感を覚える。確かに、受け入れるという姿勢は高潔ではあるのだろう。だが、新之助はどこか釈然としない。


    「受け入れる、か」


    「そうだ。ありのままを受け入れる。。……滅ぶと言うなら、それもまた運命か」


    　村長の静かな声こわ音ねはどこか実感を欠いていて、曖あい昧まい模も糊ことしている。


    「村長はそれでいいかもしれないけどさ、ぼくはそうもいかないんだよね。ここでむざむざ殺される気なんて毛頭ないし。あの人たちの目的がその女の子だって言うなら、差し出すなり戦うなりするしかないんじゃないの？」


    　うぐいすが痺しびれを切らしたように、すくねを指差して言う。すると、村長はすっと目を細めてうぐいすを見据えた。


    「我らにとってすくねの護持は絶対だ。すくねが奪われる危険を冒おかす選択肢はありえない」


    　断固とした口調で村長は続けた。


    「いよいよとなればここを捨て新たに山へと入るだけのこと。客人、申し訳ないがこれは我らの問題。口出しは無用」


    　その言葉を予期していたのか、うぐいすは大おお仰ぎように肩を竦すくめて首を振った。これ以上話しても無駄だと言わんばかりに溜ため息いきをつく。


    　自分たちの問題だと言われてしまえば、新しん之の助すけたちにもうぐいすにもできることはない。偶然、行き逢あっただけの仲なのだ。頼まれてもいないのに首を突っ込むほどおせっかいでもない。彼らは再び山野を巡るのだろう。ならば、新之助たちも日常へと回帰するだけのことだ。山やま人びとは山へ、里人は里へと戻る。


    　不意に、ましろがちょいちょいと新之助の背をつついた。


    「ねぇねぇ、新之助。ましろたちはどうする？」


    「まぁ、すくねは無事送り届けたし……」


    　偶然災さい禍かに見舞われた少女は、もと居た村へと戻った。だったら、これ以上新之助が関かかわる事柄はない。


    　だが、目は自然と少女へ向かう。あの不気味な集団がこのまま引き下がるとは思えない。傍かたわらに侍はべる村むら長おさが、まるで姫君を守る老兵に見えた。そして、既に村は黒ずくめの死で囲まれている。忍び寄る黒い影に浮かび上がる面と、老兵と姫君を待つ悲劇が新之助の頭をよぎる。それを見透かしたように、うぐいすがくすりと笑った。


    「じゃあ、みんな死ぬね。君たちもあの連中とやり合ったんでしょ？　もう遅いよ。関わった者たちはすべて殺される。そのための連中だろ。あの集団は。大義も正義もない。目的のためならいくらでも殺し、それを見た者、知る者すべてを殺す。どこまでも追ってくるよ」


    「なんでそんなことがわかるんだよ」


    「君たちだってあの戦い方を見ただろ。奴やつらには人の命なんてなんでもない。自分たちの障害となるものはためらわず殺す。徹底的に、合理的にね。僕がどうしてこんな貧乏ったらしい寒村に留とどまってると思う？　闇やみ討うちで死にたくないからさ。今は、下へ手たに動かないほうが安全なのさ。まあ、それが運命だから、なんて言って何もしなければ、ここの安全も時間の問題だけどね」


    　うぐいすは言いながら村長をちろりとねめつける。口には出さねども、それは山人が遠からず滅びると遠まわしに言っているのだ。


    　新之助の見るところ、うぐいすはそこいらの素人しろうとではない。身のこなしもしなやかだし、肝も据わっている。それなりの修羅場を潜くぐり抜けてきた説得力があった。


    　確かに、あの不気味な集団が、このまま新之助たちを放っておいてくれるとも思えない。


    「厄やつ介かいな連中ですよ、あれは」


    　ふくろうの呟つぶやきにくろえがこくっと頷うなずく。


    「どっちにしろ戦うしかないみたいだな」


    　新之助は溜息をついてから、諦あきらめたように新あら鷹たかを引き抜くと、目め釘くぎを確かめる。


    　力ある者は望むと望まざるとにかかわらず、常に戦乱を呼び寄せる。


    　その姿をふくろうが静かに見守っていた。

  



  [image: ]



  
    参　穏形奉行　hide-and-seek


    



    　山から吹き下ろす風は湿気を山の向こうへ置いてくるのか、冬が近づくにつれて、乾き始める。空気は澄んでいて、天は高い。この数日でまた冬が近づいたようだった。


    　新しん之の助すけが山やま人びとの里と宿場町とを行ったり来たりするようになって幾日が経たった。


    　里を出てしばらくすると、いつのまにか張り付くような視線を感じる。ふとした瞬間に背後に気配を感じる。うぐいすの言っていたように、確実に尾行されている。おかげでひどく落ち着かない日々を過ごしていた。


    　彼らを撒まくのは結構骨が折れる。山人だけが知る抜け道をあれこれ駆使してどうにか気づかれぬように戻っているのだ。


    　そんな危険を冒おかしてまで新之助らが宿場町と里を往復するのは、奴やつらの正体を探るためだった。現状では、彼らがなぜすくねを狙ねらうのかが判然としない。彼らが何者か、どういった背景を持つ集団なのかがわかれば対策の立てようもある。逆に言えば、何もわからぬ状態では手の打ちようがない。


    　裏通りに入り口を持つ酒屋からふくろうが出てきた。外で待っていた新之助と目が合うと黙って首を振る。


    　どうやら今日も空振りに終わりそうだ。


    　情報を集め始めて数日が経たつが、相手の正体は杳ようとして見えてこない。黒服の集団など傍はた目めには目立つ存在だが、どこを叩たたいてみても埃ほこり一つ塵ちり一つ出てこないのだ。


    　新之助は足を休めるべく、脇わきにあった茶ちや店みせの縁台に腰かける。それに、ふくろう、ましろ、くろえと続き、四人でお茶の一杯も飲みながら、情報を確認していく。


    「やっぱり表立っては動いてないですね」


    「仕方ないかもな。常識が通用するような連中とも思えないし」


    　新之助は、ここにはいない綺き麗れいな顔をした少年の言葉を思い出す。


    　うぐいす曰いわく、大規模な人員を大がかりな作戦に投入するならばそれなりの基盤が必要だというのだ。その基盤とは好き勝手やってももみ消せるだけの人脈であり、大胆な行動を可能にする資金源、そして、指示を出す上位の存在のことだ。


    「あったま悪いなぁ～、人と金の動きをみればおおよそのことはわかるんだよ？」


    　ましろがぴしっと指を立てて、うぐいすの真ま似ねをしてみせる。生意気そうな仕草がやけに似ていてくろえが感心したような眼で見る。


    「まったく、頭悪いのはどっちだよ。てんであたりゃしねぇじゃねぇか」


    　新之助が不機嫌さを露あらわに、ダンっと湯ゆ呑のみを置く。ふくろうがそれを横目にぷかと煙を吐いた。


    「いや、間違っちゃいないと思いやすぜ。ひとつの部隊を動かすのにゃ金も物資も必要だ。問題はそれが見えるか見えないかです。そして、見えないとすれば隠してる奴がいるってことでしょうよ」


    　人を動かすには様々な数字が付いて回る。頭数、手間賃、時間、行程、果ては昼飯の米の一升二升に至るまで、数字で表わすことができる。むしろ、数字によって管理されない仕事など仕事と呼ぶことはできないのだ。そうした側面を追っていくことで一つの組織の実情を垣かい間ま見みることは不可能ではない。


    　そして、それが見えては困るから隠いん蔽ぺいしている存在がいる。


    「背後に何かいるってことか？」


    　新しん之の助すけの問いにふくろうが無言で頷うなずく。


    　敵は単なる暴漢の集団ではない。武装し、系統だった指揮のもとに動く歴れつきとした軍隊だ。それも、陽ひの当たる世界ではなく、闇やみに潜む影の部隊。であれば、それを手足のように動かしている者はなおいっそう暗い深しん淵えんにいるのではないか。新之助は姿の見えない敵を想像して身を固くする。


    　しかし、奴やつらの姿が見えない以上、背後にあたりそうなものから探っていくしかない。大本から糸を手た繰ぐり寄せるようにいずれ奴らにも行き着くことができる。


    「とりあえず、そっちから探っていくしかないか」


    「でも、大変そう……」


    　ましろがため息交じりに呟つぶやく。


    　それには新之助も同意せざるを得ない。時間の猶予がどれほどあるのか見当もつかないのだ。まごまごしているうちに里が全滅してもおかしくない。今は山やま人びとの協力があるから敵の襲撃を受けずに済んでいるようなものだ。


    　敵からしても山人に繋つながる新之助たちは大事な手がかり、簡単には襲ってこられない。せいぜい監視をつけるのが関の山だ。


    　しかし、里が見つかってしまえば新之助たちはお役御免、さっさと始末されてしまうだろう。あまり余裕のある状況ではない。


    　それでも、どうにかしなければならない。相手が増員をかけて人海戦術で山を探れば見つけ出されてしまう。それをされないのは彼らが人目に付くのを避けているからだろう。自分たちの痕こん跡せきを消して動いているのがその証あかしだ。だが、虱しらみ潰つぶしに探っていけばいずれは里へと行きついてしまう。


    　そして、頭数でいえば、新之助たちのほうが圧倒的に足りていない。実情、自由に動けるのは新之助、ふくろう、ましろ、くろえの四人だけ。うぐいすも動けるだろうが、あの少年には圧倒的にやる気が足りていない。


    　どうするか、と新之助が考えているとふと妙案が浮かんだ。


    「待てよ。あいつらが人目を避けてるなら、無理やりにでも引きずり出してやればいいんだ」


    「どういうことです？」


    　ふくろうがずいと身を乗り出して耳を傾ける。


    「お上かみに訴え出ればいいんだよ。山やま人びとがわけわからん連中に襲われてるんで助けてやってくださいってな」


    　新しん之の助すけの発案は単純そのもので、要するに幕府に介入させようということだ。そうすれば、山人の保護が行われ、当面、襲われる心配はない。また、幕府の捜査能力を使って敵の姿、背後関係を探り出すこともできる。敵の正体を掴つかみ、しかるべき処置がとられれば新之助たちの身の安全も確保することができる。その策が当たれば八方丸く収めることができるのだ。


    　だが、ふくろうの表情は苦い。ぽりっと頬ほおを掻かきながら言いづらそうに口を開く。


    「そいつぁ…」


    「無理な相談だと思うぞ」


    　突然、後ろから声をかけられた。驚いて新之助が振り向くと、すらりとした長身痩そう躯くに涼しげな切れ長の瞳ひとみ。男がすっと動くと、髪を縛っている鈴がりんと鳴る。


    「あんたいつかの色男……」


    　男の特徴的な髪飾りを見ながら新之助は記憶を手た繰ぐる。数日前に峠でくろえに声をかけていた男だ。


    「どちらさんです？」


    　ふくろうが胡う散さん臭くさいものを見る目で男を見た。


    「やぁ、また会ったな。黒髪の乙女」


    　だが、男は鮮やかなまでに新之助とふくろうを無視するとくろえに声をかける。


    「やや、今日は白髪の乙女も一緒か。可愛かわいらしいお嬢さんだな」


    　ましろの存在に気づくと男は嬉うれしそうな表情を浮かべた。それを見てましろはすすっと下がって逃げようとしたが、男は気にせずに二人の横に座ろうとする。


    　だが、ちきっと独特の金属音がしてさすがに自重した。


    　見れば新之助が不機嫌そうな顔で刀の鯉こい口ぐちを切っている。


    「冗談が通じないとは。いやはや若い若い」


    　男は鷹おう揚ように笑って、仕方なく新之助の向かいに座った。


    「ふん、あんたがどうしてここにいるんだよ？」


    　ちろっと新之助が冷たい眼まな差ざしを向けると、男は新之助には目もくれずに手近にあった団だん子ごへと勝手に手を伸ばす。もちもちと食べながら答えた。


    「なに、街で美少女たちがなんぞ尋ね歩いていると小耳に挟んでな。遊び人の平へいさんとまで呼ばれる私が困っている美少女を放っておくわけにはいかんだろう？」


    　男の言うことももっともな話で、ましろやくろえが街をそぞろ歩いていれば人目を引く。この遊び人でなくとも声をかけてくる者がいておかしくない。


    「それより、お前さんたち、妙な話をしていたな。お上に山人を助けてもらおうとは」


    　男がくすっと笑う姿に新之助は食ってかかる。


    「何がおかしい」


    「おかしいさ。お前さんは家族が虐しいたげられていたら助けるだろう。それじゃあ、虐いじめられている亀かめを見つけたら助けるかね？」


    「はぁ？」


    　男の謎なぞかけに新しん之の助すけは呆ほうけた表情で返す。その筋書きは浦うら島しま太た郎ろうではなかったかと新之助が思い至り、口を開こうとすると、男が先んじて言った。


    「竜りゆう宮ぐうなんてわけのわからないところへ連れ去られ、千年の時を流される危険を知ってなお、助けようとするかね？」


    　その瞳ひとみにさっきまでのからかいの色はない。男はいたって真ま面じ目めに聞いているのだ。それをふくろうは興味深そうに眺めている。


    「なんの話だよ？」


    「これはそういう話なのだよ、少年。幕府にとって山やま人びとは亀と同じ。いや、煮ても焼いても食えない分、亀より性た質ちが悪いかもしれんな」


    　男の謎めいた言葉に新之助は一瞬、混乱する。それはましろも同様で視線がふくろうへと動いて説明を求めていた。


    「ふくろう、なんのことかさっぱりなんだけど……」


    「山人と里さと人びとの最大の違いは幕府の支配下にあるかどうかです。幕府にとって里人は税を納めてくれる大事な存在だ。言ってみりゃ身内で財産。だから、守るってことです」


    　ふくろうは煙管きせるに煙草を詰めながら簡単に説明した。


    　その単純な図式はましろにも理解できたようでうんうんと頷うなずく。頷いてからはっと気づく。


    「ってことは、山人は守ってもらえない？」


    　ふくろうは黙って頷いた。


    　為い政せい者しやにとって納税者は絶対に必要な存在である。税を納める者がいなければ国の財政は立ち行かない。だからこそ、彼らを守るために国は最低限の保障をする。その保障は住む土地を与えることであり、生命の安全を図ることであり、生きるのに不自由しない程度の環境を約束することだ。


    　民は国に税を納め、国は民を守る義務を持つという契約関係が成り立っている。逆に言えば、税を納めない者は民と認められず、保障を与える必要もない。


    「馬ば鹿かなこと言ってんじゃねぇ。同じ人間だぜ？　同じ土地に生きて、同じように暮らしている、同じ人間なのに、どうしてそんな違いをつけられなくちゃいけねぇんだよ」


    「同じじゃねぇんですよ。幕府にとっちゃ山人はあやかしだ。人じゃねぇんですよ」


    　ふくろうが煙管にすっと口をつけて平然と言った。その落ち着いた態度に新之助はついかっとなる。


    「何言ってんだよ。どう見たって人間じゃねぇか。あやかしかどうかなんて俺が視みれば一発でわかる。間違いなく、あの人たちは人間だ」


    「大事なのは真実じゃねぇ。あの人たちがあやかしだと思われてるって事実です。幸か不幸かあんたはその眼めのおかげで本当のことがわかるでしょう。でも、多くの人はそうじゃねぇ。山やま人びとってあやかしは人々の意識の中に生まれちまってるんです」


    　ふくろうがひたと見据えると新しん之の助すけは言葉に詰まる。そんなのは認めないと喉のど元もとまで出かかっているが、まっすぐに見つめられるとそれが出てこない。


    「残念だが、その男の言う通りだ。付近の住民も山人をあやかしだと思っている。頭の固い幕府の連中だったらなおさらだな。人として扱われていないのさ。ま、ここのお代官様はなかなかできた人でな、彼らを人として接しようと試みてはいる。頭もいいが、顔もいい。心映えは美しくて、腕も立つという結構な代官だぞ」


    　男は愉快気に笑って代官を褒ほめそやす。


    「だが、幕府の連中は間違っても救おうなどとはせぬさ。もっとも今の幕府では戦う力もろくにないから救うに救えぬと思うがな」


    　男はふっと嘲あざけるかのような笑えみを浮かべた。


    　事実、日に日に幕府の力は弱体化していた。戦乱の世から遠く離れ平穏の日々に慣れきってしまっている。あの黒服の集団と並の侍が戦ったところで、刀を差した屍しかばねの山が累るい々るいと築かれるだけだろう。


    　その弱体化は武士に限ったことではない。遊び人に侮あなどられるまでに幕府の権威が低下しているのだ。


    　そのことを実感して、新之助はお上かみに頼るという選択肢を捨てた。


    「やっぱり地道に探していくしかねぇのか」


    「そう、それだ。お前さんたちはいったい何を探しているんだ？　なんならこの小粋なお兄さんが知恵を貸そうじゃないか」


    　遊び人の平へいさんを自称した男はずいと身を乗り出して尋ねる。


    　新之助はことの経緯を簡単に説明する。この男、遊び人を自称するだけあって顔は広そうだ。何か伝つ手てを持っているかもしれないと若干の期待をする。


    　だが、男は話を聞くと黙り込んでしまった。


    「ふむ……」


    　さっきまでの軽いノリはどこへやら、懐ふところに手をやって考え込む。


    「信じがたいな」


    　ぽつりと漏もらした男の呟つぶやきをくろえが聞き咎とがめる。


    「うそじゃない……」


    　くろえは不機嫌そうに口を尖とがらせる。とはいえ、簡単に信じられる話ではない。あやかしだ山人だなんて言葉が出てくれば普通は騙かたりだと思うだろう。


    　男はくろえに微笑ほほえみかけて優しい声こわ音ねで話す。


    「いやいや、お前さんがたの話を疑っているわけじゃない。本当のことなのだろうさ。でも、本当のことだからこそ信じがたいことになる」


    「どういう意味だ？」


    　新しん之の助すけが真意を問うと、男は急に険しい顔になった。


    「お前さんの言う黒服の集団、そいつは公こう儀ぎ隠おん密みつ妖よう異い改あらためという連中だ」


    　その言葉に新之助は顔色を変えた。ふくろうも一瞬、ちらと男のほうを見る。


    「公儀って……」


    「うむ。幕府直属の組織ということだな。奴やつらは幕府に仇あだなすあやかしや、妖異の術を扱う者を人知れず処理するのが役目」


    　男は処理という言葉を使ったが、その言葉は機械的な分、一層冷酷な印象を抱いだかせる。畢ひつ竟きよう、死を振ふる舞まうということに外ほかならない。


    「じゃあ、幕府が敵ってこと？」


    「山やま人びとを根絶やしにするつもりなのかよ、幕府は」


    　ましろが眼めを丸くして男を見た、新之助はぎゅっと拳こぶしを握り締めている。


    「そういうことだけするって組織じゃないですよ」


    　力のこもった新之助の肩にふくろうの声がかかる。


    「ふくろう、何か知ってるのか？」


    「……いえね、拝み屋なんてやってますとそうした連中の噂うわさは聞くもんでさぁ。もちろん、時に殺しもしやすが人によっちゃ殺さねぇこともあるんだそうで」


    　ふくろうの言葉に男は頷うなずいて言葉を接ついでいく。


    「ふむ。確かに同じ組織だからと言って一枚岩ということもあるまい。時に意見が割れることも充分にあるだろうな」


    「仰おつしやる通りで。たくさんの人間が集まる組織で派閥争いが起こるのは必ひつ定じよう。だから、今回も幕府の意志なのか、それとも一部の人間の暴走なのかはちょっと判断がつきやせんね。第一、幕府が山人を消そうってんならとっくの昔にやってるはずですし」


    　それを聞いて新之助はほっと胸をなでおろす。少なくとも幕府との全面抗争の可能性は幾分か減った。武士としての身分がある以上、幕府に弓引くなどぞっとしない話だ。


    　とりあえず、相手の正体がわかったことで対策の立てようもある。その後ろに幕府の意志が絡からんでいるかどうかは彼らと接触したときに探りを入れれば済む話だ。


    　自分の中で方針を固めると、新之助はさっと立ちあがって笑って見せた。


    「いろいろと聞かせてくれてありがとよ。助かったぜ」


    「それは重ちよう畳じよう」


    　男はまだこの店にとどまるつもりなのか、座ったままずっとお茶をすすって微笑んだ。その笑顔に見送られて新しん之の助すけが一歩踏み出す。


    　が、思い出したようにくるっと振り返った。


    「あ、もう一つ聞いていいか？」


    　男は目だけで言葉を促した。


    「お前、何者だ？」


    　新之助の眼光は射抜くように鋭い。そこには有無を言わさぬ迫力があった。


    　男は知りすぎている。公こう儀ぎ隠おん密みつ妖よう異い改あらためなど一般人が知っていていい領域を超えている。


    　男の遊び人という仮面の下に何が隠されているのか、見極めようと新之助の眼めはさらに力を増す。その視線を受けて、男は居住まいを正した。


    「そういえば、ちゃんと名乗っていなかったな。私は大おお塚つか平へい八はち郎ろう。またの名を遊び人の平へいさん。当地を治める代官だ。歓迎しよう。凄すご腕うでの剣客殿」


    　その笑った顔の中で、細められた眼だけが鋭い。その怜れい悧りな視線こそは彼が代官たる証左だった。


    



    　大塚は慣れた様子で茶屋の奥へと入っていく。徳とつ利くりと猪ちよ口こを台所から失敬してくると手て酌じやくで注いで一気に呷あおった。


    　その姿を見て、新之助は一言言ってやろうかと口を開くが、さすがに相手の身分を考えて口を噤つぐむ。不満げながらも畏かしこまった態度を見て、大おお塚つかは鷹おう揚ように笑った。
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    「ははは、別に畏まらんでもいい。私は上下関係というのが大嫌いでな。尊敬してもいない奴やつにおべんちゃら使うのも気に入らんし、肩書きを人に押し付けるのも好かんのだ。今まで通り、遊び人と思うてくれ」


    　大塚は偉くご機嫌でさらに一杯口へと運んだ。


    「さて、何から話そうか」


    　そう大塚は切り出したが、酒で一層舌が滑らかになったのか新しん之の助すけの言葉を待たずにしゃべり出す。


    「そうだな。公こう儀ぎ隠おん密みつが何な故ぜいるのかについてまず話そうか。彼らの思想を理解せねば行動を理解するのは難しかろう」


    　勝手に話を決められてしまったが、新之助もそこには口を挟まない。彼らが何な故ぜあんな暴挙に出るのかその理由はわからないのだ。ここは素直に聞いておいても損はないだろう。


    　皆が黙っているのを了解ととって大塚は口を開く。


    「何故、幕府がわざわざ公儀隠密なんぞを組織していると思う？」


    　その問いに新之助以下三名揃そろって首を振った。中でもましろの首の振り方はもはや堂に入っている。


    「さて、ここからは歴史のお勉強だ」


    　大塚はさも楽しげに笑って言う。だが、ましろは勉強と聞くや否いなや、えへへーと苦笑いを浮かべてくろえの陰に隠れた。それを気にも留めずに大塚はまるで寺子屋のお師匠さんのように語りかけてくる。


    「幕府というのは昔から新しいものや怪しいものが大嫌いでな。そんなものを見ると取り締まりたくなってしまうんだな」


    　拍子抜けするくらい簡単な言葉で大塚は話を始めた。


    　幕府はその成立当初から新奇なるものに対して強烈な憎悪を抱いだいていた。彼らは常にあらゆるものを管理することを望んでいた。一例を挙げれば鎖国はその典型だろう。海外からの新しくも怪しい風が入り込むことを極端に嫌った。その神経質な部分は造船技術にまでも及ぶ。乱世の折には世界にも見劣りしない造船技術を持っていながら、幕府成立以降は大船の建造を禁止し、大きさ、造りにも厳しい規制を課した。もはや病的といっていい。


    「天下を統一してなお、何をそこまで恐れるのかと不思議だがな。その管理したがる病やまいはあやかしにも及んでいる。江え戸どなんざ、まさにそうらしいな。そのあたりはそちらの修しゆ験げん者じや殿のほうが詳しいのではないかな？」


    　大塚はふくろうの格好から修験者と判断したのか話を振る。すると、ふくろうは盛大に溜ため息いきをついてから実に面倒くさそうに説明を始めた。


    「江戸ってのは呪じゆ術じゆつ的に見れば完かん璧ぺきに造営された街なんです。陰おん陽みよう道どうやら風水やらいろいろあるんですがね」


    　江え戸どをとりまく霊的環境は、幕府成立初期から整えられ始める。着手したのはもちろん初代将軍だ。彼が百万都市に施ほどこした呪じゆ術じゆつ的意味合いはさまざまにあるが、その最も根幹になるのは陰おん陽みよう道どうと風水思想だった。この二つを都市計画に取り入れることは、別に彼の新奇な発案ではない。京きようの都は江戸よりも遥はるか昔に取り入れて設計されている。むしろ、千年を超えてなお、帝みかどならびに朝廷が健在だという実績に基づいて取り入れたと考えたほうが自然だ。


    　江戸における風水思想は四神相応の都市設計に顕著に現れている。四神とは読んで字の如ごとく、四つの神、すなわち青せい龍りゆう、白びやつ虎こ、朱す雀ざく、玄げん武ぶだ。それぞれに東西南北の方位が割り当てられ、江戸城を守護している。だが、単純に割り振ればおしまいというものではない。それぞれの神の依より代しろとして、または触媒としてこれらに形を与えなければならない。逆に考えれば形に意味を与えているとも言えるだろう。どちらであるにせよ、東の水の流れ――青龍には川を、西の道――白虎には街道を、南の水みず溜たまり――朱雀には江戸湾、北の玄武には山――台地が見立てられた。その中心に位置する江戸城はまさに陰陽道における理想的な場所だった。


    　ただ、彼かの大御所がどこまであやかしに対して信仰を持っていたかはわからない。現実的思考の塊かたまりであり、常に努力と計算、そして忍耐を忘れなかった男だ。むしろ、あやかしの存在を否定、どころか憎悪する側の人間であっただろう。


    　それなのに、彼が江戸を霊的に設計したのはなぜだろうか。その理由は、天下三百諸侯を従える将軍をしてなお恐れさせる存在がいるということに外ほかならない。


    「ま、川や湾ってのは天然の要害だ。至極現実的な造営でもあったんでしょうがね。西国に不安のあった幕府にとっちゃ東海道の守りは死活問題。西にゃいろいろと因縁があんですよ、幕府ってやつは」


    　話し始めたらのってきたのか、ふくろうはお茶で喉のどを潤うるおすとまた話し始める。ましろはこっくりこっくりと舟をこぎ始めていた。


    「幕府が管理したいのはその因縁ってやつですよ。あやかしや神や仏、それに連なる者を幕府は恐れてる。幕府、いや、源げん氏じと言い換えてもいい。あのお方らが本当に源氏の血を引いているかは怪しいもんですが、そう名乗った以上、決して逃れられない因縁がありやす」


    　ふくろうが底冷えのするような微笑を浮かべた。その凄すご味みに新しん之の助すけは思わず息をのんだ。


    「因縁、か」


    　新之助の呟つぶやきにふくろうは補足を加える。


    「ええ。その因縁に結び付くあやかしがいるんですよ。だから、まとめて管理するんです」


    「正確にはあやかしだけではないな。あやかしを使役する者、利用する者。あやかしとともにある者も同様だな。わけのわからぬ存在は消す、ということだ」


    　大塚が何気なく口にした、その言葉に新之助はぴくっと身体からだが一瞬強こわ張ばる。あやかしとともにあり、人と違う能力を持つ者に思い当たる節があった。それは誰だれあろう大おお久く保ぼ新之助その人のことであった。


    「それはちょいと違いやすぜ。誰だれでも彼でもってぇわけじゃねぇでしょう。お上かみに楯たて突つく奴やつって条件があるはずだ。そうじゃねぇと、あっしみたいな拝み屋は命がいくらあっても足りねぇや」


    　ふくろうがおどけながら言った。大おお塚つかはさらに続ける。


    「まぁ、今回の件で言えば、山やま人びとというのは漂泊の民として実社会に不安を与える存在であり、また、一種のあやかしともみなされている。海外にも不安を抱える今となっては無視もできぬのだろうさ」


    「だからって、みすみすやられるわけにはいかねぇさ……」


    　新しん之の助すけがぐっと拳こぶしを握り締める。それを見て大塚は少しばかり間まを置いて、新之助の決意を計るように言った。


    「武士であるお前さんが幕府と事を構えるというのが、どういうことかわかっているか？」


    　厳密に言えば、新之助は将軍の直接の配下ではない。あくまでも、山やま手て藩はんに仕える侍だ。恩義があるわけではない。


    　だが、この国における最大勢力を持つ組織を相手に一個人が逆らうというのは愚の骨頂だ。表立って行えば、簡単に首が飛ぶ。今回に限って言えば、幕府も表おもて沙ざ汰たにはしないだろう。だが、その先にどんな結末が待っているのかはわからない。ここを切り抜けたとしても、目をつけられてなんらかの処罰が下るかもしれない。その恐怖、不安といったものは重々しく新之助に伸のしかかってくる。


    　新之助がぐっと拳を握り締める。


    「だからって、みすみすやられるわけにはいかねぇのさ……。俺も山人も」


    「……相手は手て強ごわいぞ。もともと公こう儀ぎ隠おん密みつは忍びの者で構成されていたらしい」


    「忍び……」


    　新之助の頭にはおぼろげながら黒服に覆面をした屈強な忍びの姿が思い浮かぶ。だが、その影がゆらりとしてはあの面の男の姿が浮かんできてかき消してしまう。


    「戦乱の世こそ活躍すれど、その後の平穏な日々には無用の長物。外げ法ほうの者を有効活用したのが始まりと聞く」


    　忍び、と一口に言ってもその種類は多岐に渡る。伊い賀が者もの、甲こう賀が者もの、戸と隠がくし、軒のき猿ざる、さらには関東に土着していた血族集団・風ふう魔まなど名の知れたところだけでもかなりの数が挙げられる。


    　しかし、実際は名も出身もわからぬ、それこそ得体の知れぬ忍びの者が数限りなく存在した。それは例えば旅の行者であったり、琵び琶わ法ほう師しであったり、歩き巫み女こであったり、行商人であったり、巡礼者であったりもした。とにかく、何処いずこかから情報を持ってきては持ち去っていく得体の知れない者たちは忍びであったのだ。


    　そうした者たちの中には変わった力を持つ者も多くいた。逆説的に言えばそうした力を持ったが故ゆえに流れ者になったとも言えよう。生きる術すべの一つとして間かん諜ちようの類たぐいをしていたにすぎない。


    　一種の異邦人であった彼らにすれば、世間で言う仁義も忠孝も関かかわり合いのないことだった。だからこそ、金を多く積まれたほうに寝返りもするし、気分一つで裏切ることもできた。このあたりの印象が後世で忍びの評価を下げているのかもしれない。


    　むしろ、伊い賀がや甲こう賀がのように組織として機能していた集団のほうが裏切りや寝返りは少なかったというのが真実だろう。


    「ちょっと、待った。あいつら、忍びなのか？　どうも、こう違和感があるんだが」


    　新しん之の助すけが頭をがしがし掻かきながら口を挟んだ。


    　彼らの姿と忍びの印象が新之助の中でうまく重なってくれないのだ。


    　本来的な忍びの目的は諜ちよう報ほう活動だ。副次的な要素として外げ法ほうの技を持つ部分があり、その部分を評価されて公こう儀ぎ隠おん密みつとなった。そこまではいい。新之助も納得はできる。


    　だが、問題はそのあと、その本質的な部分と食い違う彼らの行動に違和感を覚える。


    　彼らは何をしたか。殺さつ戮りく、虐殺、破壊。


    　それらは忍びの行動原理に則していない。忍びにとって第一義となるのはまず生き残ることだ。生きて戻らねば手に入れた情報を雇い主に届けることができない。それゆえに浅ましいほどに生へ執着する。だが、彼らは違った。死を恐れず、殺すことをためらわない。その差異は決定的に二者を分かつものだ。


    　大おお塚つかはふうんと感心したように新之助のほうを見る。


    「なかなか鋭いな。お前さんの言うように、今の公儀隠密は忍びの集団とは言えない。何な故ぜだかわかるかい？」


    「さて、な」


    　新之助は両手を上げて降参だと示す。それに大塚はこともなげに答えを教えた。


    「簡単なことだ。幕府の組織になったからさ」


    　言われたところで新之助の反応は変わらない。はてと首を傾かしげる。


    「それまで生きるか死ぬかの暮らしをし、日々技を磨いてきた連中だが、幕府に組み込まれたことで、その仕組みも受け入れた。要するに、禄ろくをもらうことに慣れてしまったんだな」


    　家を継ぐことは、同時にその家に割り当てられた役職、禄も引き継ぐことになる。平穏な時代においては、その仕組みが特に破は綻たんすることはない。戦乱も動乱もないのだ。英雄的な人物も必要でなければ万ばん兵ぺいを率いる猛将も必要ではない。むしろ、粛しゆく々しゆくと雑事をこなし続ける能のう吏りこそが必要だった。


    　そして、幸運なことにこうした雑事をこなすのに肝要なのは慣れだ。算術や筆記が性に合わぬとしても、慣れてしまえばそのうちにできるものである。慣れでできる仕事とは誰だれにでもできる仕事であり、そこでは個人の思想も資質も要らない。一芸に秀ひいでた人材や万能である人物より、汎はん用ような人材を大量に抱かかえたほうが組織としてはありがたいことなのだ。最大の権力を持つ者の下に無数の働き蟻ありを抱えることで、幕府は安定した権力機構を作り上げた。


    　だが、安定とはいわば閉へい塞そくであり、停滞であり、完結である。変化を生まない世界はそこで終わってしまう。


    　永えい劫ごうに平和な世界であったならばそれでも良かったかもしれない。だが、公こう儀ぎ隠おん密みつは違う。常に血に塗まみれ、刃やいばを手にする闇やみに凝こごった世界で生きる者たちだ。そんな彼らに安定した生活を与えれば、牙きばは徐々に鈍くなる。それは野生の獣を飼いならしていくうちに家畜となるのに似ていた。


    「人でないところに意味があったのに、自ら人としての意味を与えてしまったのさ。こうなってしまっては、人でないものと戦わせるわけにはいかない。忍びをもとにした公儀隠密は見事に形けい骸がい化したわけだ。だがそれでも戦う道具は必要だ」


    　自前の組織内で戦う力がない場合、どうするか。答えは至極単純でその戦力を外に求める。ようするに外注するのである。


    「そこで、外から異能の者をかき集めたのが、今の公儀隠密だ。拝み屋に神主、坊主、得体の知れぬ者でも力があれば使っているらしい。このご時世だ。不満は言ってられないのだろうさ。それに、飼うことで管理もできる。あやかしや得体の知れない者どもと互いに殺し合って弱体化してくれば御の字。まったく自分たちの保身に対してだけはよく頭が回る」


    　大おお塚つかは嘆くように言った。そして、大塚の言うことは真実なのだろうと新しん之の助すけは思った。


    　今や、この国は平穏ではない。四方取り囲む海には夷い狄てきの船が無数に浮かび、虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっている。内側に眼めを向ければ、長年の世襲政治と平和呆ぼけで屋台骨がぐらついている始末。この上、あやかしが跋ばつ扈こするようになれば人心は乱れ、情勢は不安定になることだろう。


    　妖よう異いの類たぐいは世の乱れの象徴だ。時代の節目ごとに怪談が流は行やる。人々がぼんやりとした不安を抱えるたびにあやかしはそれを養分とするかのように浮世に姿を現す。その不安の種を取り去るために手段を選んではいられないのだ。


    「なるほどな」


    　新之助は腕を組んで、これまでの話を振り返っていた。公儀隠密の成り立ちと現状についてはある程度把握できたはずだ。だが、これは根本的な疑問の解決にはなっていない。現在、直面している敵について特定できたことは少ない。


    「外から集められた異能の者たち、って言ったな。そいつらのこと、もっと詳しくわかんないのか？」


    　その問いかけに、大塚は首を振る。


    「無理だな。幕府のお偉方も把握していないことだ。公儀隠密を統括している人間を籠ろう絡らくすればどうにかわかるかもしれんが、江え戸どとは幾分距離がある。今すぐにというわけにはいかんよ」


    「へっ。正体もわからねぇ輩やからを自分の家にほいほいあげちまうんだから豪胆な人たちですよね。そいつらが牙きばを剥むいたらどうなさるおつもりなんだか」


    　ふくろうが皮肉がかった声であざ笑う。


    「貧すれば鈍する、とまでは言わないが、藁わらにもすがる思いなんだろう。もっとも一部の異能の者が反乱したくらいで瓦が解かいするほど弱くもなかろうがな」


    　大おお塚つかが取り繕つくうように言った。しかし、拝み屋や代官にここまで言われてしまう時点で、今の幕府の求心力が下がっているのが窺うかがえる。


    「じゃあ、やっぱり自分たちで探るしかないのか」


    　新しん之の助すけは溜ため息いきをつく。無駄足ではなかったものの、彼らの正体についてはいまだもって闇やみの中だ。


    「待て待て。そう役立たずのように言ってくれるな。この小粋なお兄さんが知恵を貸すといっただろう。私も一緒に考えてやる」


    　大塚はどこか拗すねた様子で言った。その姿に新之助は思わず笑ってしまった。


    「あんた、いい人だな」


    「それを言うなら、いい男、いや、男に言われても嬉うれしくないな」


    　大塚はにやっと笑い返して、話を元に戻す。


    「それで、お前さんがたの探ってる連中はどんな奴やつらなんだ？」


    　話が単純な方向に戻ってきたからか、ましろはいつのまにかしっかりと起きていて、大塚の質問に答える。


    「黒装束に覆面、みんな同じような格好してるかな……。あと、倒しても倒しても立ち上がってくるの」


    　ましろの言葉に大塚はほうと頷うなずいて問う。


    「それは人か？」


    「人。それだけは間違いない」


    　くろえが真剣な表情で答えた。実際に相対したくろえは確信を持っている。肉を抉えぐられようが臓ぞう腑ふを零こぼそうが立ち上がってきた彼らとの戦いはまるで悪い夢のようだったが、それでも彼らは間違いなく人間だった。


    「痛みを感じないんだそうだ」


    　新之助が補うように言うと、大塚は一瞬身体からだをのけぞらせて驚く。だが、すぐに何事か考え始めた。


    　痛みとは要するに死を避けるために身体が鳴らす警鐘である。損傷の具合を伝え、それ以上の活動をしないようにする抑止装置でもある。それが働かなければ物理的に可能な限りは身体が動く。


    「お前さんがた、阿あ片へんって知ってるか？」


    　大塚の問いかけにましろはふるふると首を横に振ってから不安げに問う。


    「それって難しい話？」


    　ましろの言葉に大おお塚つかは苦笑してしまう。


    「さほど難解ではないよ。阿あ片へんは芥け子しの実から作られる薬の一種だが、こいつがとんだ薬でな。飲むと幻覚を見る。その上、中毒になると、この薬が欲しくて欲しくてたまらなくなる。他ほかのことはどうでもよくなってしまうほどに、な。この恐ろしい薬にはもう一つ効用があってな、それが痛みに鈍くなることらしい」


    「それじゃ……」


    「ああ、おそらくはそうしたものを使っているんじゃないのか？」


    　しっかし、と大塚はあきれたように付け足した。


    「そんな連中とやりあってよく無事だったな。怪け我がとかはないのか。どれ、お兄さんに見せてごらんなさい」


    　大塚はましろとくろえのほうに向き直ると、実に楽しそうな顔をする。その後ろですっと衣きぬ擦ずれの音がして、大塚は反射的に振り向いた。


    　すると、不機嫌そうな新しん之の助すけの顔がある。


    「……お前さんか。男の裸なぞ見ても面白くともなんともないんだが」


    「馬ば鹿か野郎っ！　俺おれだって見せたかねぇよっ！」


    　憤ふん慨がいする新之助の左肩には一筋の傷がある。鋭く切り裂さかれた傷口は鎖骨から肩甲骨の曲面に沿ってついていた。


    「ご覧の通り、刀傷じゃねぇ」


    　新之助の言うように、それは刀剣によって負った傷ではない。基本的に斬ざん撃げきは直線的な軌道を描く。また、正面に位置どっての戦いであったため、攻撃の方向も自然と限定される。したがって、肩口から鎖骨までの傷はできても、それが肌をなめるようにして肩甲骨まで届くということはありえない。肩ごと両断するような直線ならありえるが、肌の上を滑っていくような浅い傷はつきようがない。


    「ふぅん。それじゃ、お前さんは何で斬きられたんだ？」


    「……それがわからねぇんだ。まるで見えなかったもんでな」


    　新之助は恥じるように言うと顔を逸そらす。剣をもって生き、それ以外にさしてとりえのない自分が不覚を取ったことが悔しくて仕方がない。それを慰なぐさめるようにふくろうが言葉をかけた。


    「まぁまぁ、新之助さんほどのお人が見えなかったんだ。それじゃ、答えは決まってますよ」


    「どういう意味だよ？」


    「初めから見えない武器ってことです」


    「はぁ？」


    　新之助は呆ほうけた表情で答えたが、大塚はそれを聞いてはたと膝ひざを打つ。


    「暗器かっ！」


    「ご名答」


    　暗器は人目に触れぬように巧妙に隠された隠し武器だ。その使用目的は人によって様々ではあるが、相手の虚をつくために使うことが多い。そして、最も使われる局面は暗殺である。


    「外から来て、麻薬と暗器を使う、忍びと似て非なる人々、ね」


    　ふくろうが独ひとり言のように呟つぶやく。新しん之の助すけの耳に届いたのはそこまでで、そこから先は聞こえなかった。


    「少しはお役に立てたかな？」


    　大おお塚つかが一息つくように徳とつ利くりを傾けながら尋ねてくる。


    　まだ不確定なことが多すぎるし、何かが解決したわけでもない。だが、新之助は確かな手ごたえを感じた。


    　少なくとも、相手がまるで正体不明の集団ではなく、公こう儀ぎ隠おん密みつ妖よう異い改あらためという名前だと知ったことで恐怖感は薄らいだ。相手の強さの秘密もおぼろげながら掴つかんだ。


    　次は不覚を取るまいと新之助は強く誓う。


    　いつのまにか、離れ始めた日常へと戻るために戦うのだ。血と臓物に塗まみれた怨えん嗟さの螺ら旋せんを砕き、元いた世界へと回帰する。視みるが故ゆえに浮世と隔へだたりを持った少年は、その溝を埋めるために刀を取る。


    「ああ、助かった。でも、あんた、代官なんだろ？　だったら、幕府側の人間だ。なのに、公儀隠密のことをぺらぺらしゃべっちまっていいのか？」


    「構わんよ」


    　大塚はけろりとした顔で即答した。


    「私の仕事はこの地に住む人々が心安く暮らせるようにすることだ。山やま人びとといえどこの地に住まう者。その生活を脅おびやかす者は誰だれであろうと闘うさ」


    　にっと眩まぶしいくらいにまっすぐな微笑を浮かべる。


    「守るべきものくらい自分で決めるさ。お上かみの命めいか民の命いのちか、同じ命ならどちらを守るかなんぞ悩むまでもないな」


    　その言葉にくろえがうんと頷うなずいた。


    「やっぱり、いい人だ」


    「なに、そこの少年ほどお人よしではないさ」


    　大塚は新之助を指差して笑った。
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    肆　両面価値　ambivalence


    



    　がさっと枝を掻かき分けて大木のうろを通り抜ける。晩秋の山は枯れ色に包まれている。


    　新しん之の助すけの脇わきを、頬ほおを膨ふくらませた栗り鼠すがちょろちょろと駆け抜けていく。冬が間近に差し迫り、山はひとときの眠りの準備に追われているようだった。


    　どこか忙せわしない雰囲気の山中を新之助たちは歩く。


    　昨晩、宿場町で一泊してから大おお塚つかと待ち合わせて山やま人びとの里へと向かうことにした。


    　先頭にましろ、しんがりをくろえが務め、常に警戒を怠おこたらない。いつ襲われるとも限らないのだ。


    　何より尾行されて里の入り口を特定されることはなんとしても避けなければならない。


    　そのために山人しか知らぬ迂う回かい路ろや抜け道を駆使して相手を出し抜く。当然整地されたような道はどこにもない。


    　複雑にからんだ太い木の根や降り積もった落ち葉に足を取られることもしばしばだ。


    　大塚はかなわんたまらんとぶつくさ文句を言いながらもしっかりとついてくる。それでも慣れぬ山道にさすがに堪こたえたのか足は鈍りはじめている。


    　新之助はふくろうと視線を交わすと立ち止まった。


    「少し休みやしょうか」


    　その言葉を合図にして全員が足を止める。火照ほてった体に吹き付ける風が心地いい。山頂にぶつかった空気の流れがそのまま山肌を伝って下りてきているらしかった。


    　その風は、新之助たちのそばを通り過ぎると、側面の崖がけに沿って駆け抜けていった。今は涼しいくらいで済んでいるが、強く吹き付けた日には、ここを歩く者は崖下へとまっさかさまに落ちていくことだろう。その様子を想像して、大塚はぶるっと背中を震わせた。


    　大塚につられたのか、新之助も崖下に目をやった。それから、周囲を警戒するように声をひそめて尋ねる。


    「ましろ、くろえ。どうだ？」


    　二人は眼めを閉じて、耳をそばだてる。ゆっくりと辺りの気配をさぐってから、ぴんと耳が跳ねた。


    「うん、だいじょぶみたい」


    「こっちも異状なし」


    　念のため信之介も前後左右を確かめる。


    　ふと、気配を感じて、じっと目を凝こらすと木の上では木こ霊だまがくすくす笑い合っていた。特に悪さをするでなく、新之助たちが物珍しくて笑っているだけのようだ。ほのぼのとした笑えみがこぼれるたびにざざっと梢こずえが揺れる。


    　えらく平和な光景だ。この様子だと周りに敵意あるものはいないと見える。


    「よし。じゃあ行くか」


    　そう言って新之助は崖へと一歩踏み出した。弾みで蹴けられた小石がかつかつと音を立てて奈落の底へ消えていく。


    「行くってどこにだ？」


    「まぁ見てろって」


    　言って新しん之の助すけは切り立った崖がけを一気に滑り下りる。ところどころにある出っ張りにつぎつぎ飛び移って無事着地した。


    　その光景を大おお塚つかは唖あ然ぜんとして見ていた。


    「おいおい、私は軽かる業わざ師しじゃないんだぞ！　こんなのは無理だ！」


    「だいじょぶだいじょぶ。順序よく思いっきりいけば」


    「ためらうと落ちて死ぬ」


    　大塚は美少女二人の存在を思い出すとげふんと咳せき払ばらいをしてからそっと髪を撫なで付ける。おそるおそる踏み出して、崖下を俯ふ瞰かんする。この高さから落ちると、打ち所が悪ければ死んでしまうに違いない。


    　逆に言えば、普通に落ちる分にはおそらく命だけは助かるはずだ。そこまで考えてから大塚は腹を括くくった。


    「な、なかなか面白そうではないか！　……ええいっ！　ままよっ！」


    　大塚は口の中で念仏を唱となえると、一息に跳んだ。


    「よっ！　はっ！　うりゃっ！」


    　大塚の跳躍は新之助に比べればいくらか不ぶ恰かつ好こうだがおおむね順調だ。新之助が踏んだ場所をなぞるようにして一歩ずつ地面に近づいていく。


    　その奮闘ぶりにましろとくろえが感嘆の声を上げて、ぱちぱちと手を叩たたく。


    「おお、すごいすごい」


    「なかなか、やる」


    　二人の声が耳に届くと、大塚の緊張が途切れたのか、ついっと足を滑らせた。誰だれもが息を呑のんだ。


    　だが大塚はだんっと両の足でなんとか地面を踏んだ。じーんとした痛みが足から頭へ突き抜けていく。そのまましばらく動きが止まっていた。


    　目には涙がたまり、今にもこぼれそうだ。それでも、大塚はふっと笑ってから大見得を切った。


    「これは楽しい遊びを見つけた。また、いつかやってみたいものだな。……しばらくはごめんだが」


    「はははっ！　恰好つけるためなら命も張りやすか。見上げた根性だなぁ。やっぱり男はこうでないと」


    　崖の上から身軽にふくろうが下りてきて笑う。その後ろではましろとくろえがひょいひょい、いとも簡単に下りてきている。


    　それを見て、大おお塚つかが呆あきれたように漏もらした。


    「お前さんがたはいったい何者なんだ？　まったく得体が知れないな」


    　なんの気なしに口にされた言葉に新しん之の助すけは一瞬どきりとする。自分があやかしを連れ、あやかしを視みることを知ったらこの男はどう思うのか、そればかりが気になった。


    「まったく興味深い。面白いな、お前さんがたは」


    　大塚はからから笑って痺しびれる足を踏み出した。予想しなかった反応に新之助はぽかんとする。気味悪がられることも怪しまれることもなく、ただ面白いと言われてしまった。


    　歩く大塚の背を見ていると、ふいに肩を叩たたかれた。


    「世の中にゃいろんな人がいやすよ。それさえわかってりゃあ、新之助さん、あんたも浮世で生きていけるんだ」


    「そう、なのかな」


    　世間の嫌なことばかり意識して生きてきたせいで、新之助の視線はいつも内へ内へと向かっていたらしい。おかげで、広い世間を知ることができなかった。けれど、これからはきっと違う。


    　そう信じて、新之助も歩き出す。


    



    　大塚は奥深い山道に入るとにわかに口数が少なくなった。疲れもあるのだろうが、それよりも山という存在そのものに畏い敬けいの念を抱いだいたようだった。眼前に伸びた杉の巨木の力強さに見入り、遥はるか高みへと続く山肌に見み惚とれている。


    　こんなに身近にありながら、里に住む者はしばしば山の存在を忘れかける。こうして踏み入る機会はさほど多くない。いつのまにか、里で生きるのが当たり前になっているのだ。数多くの恩恵を受けながら、日常の中でそれを思い出すことは少ない。そうして過ごしていくうちにいつしか、山やま人びとという人間の存在を忘れ、記憶の残ざん滓しにあった不思議な人々はあやかしへと姿を変える。


    　だからこそ、自分はこの地へ足を踏み入れたのだと大塚は里への入り口に立って考える。


    「しかし、山人の里なんてたいそうな名前の割りに結構簡単に入れるのだな。もっとややこしいことになっているかと思ったが」


    　大塚が新之助に続いて小道に入ってから、なんの変哲もない細い轍わだちを踏みしめて感想を漏らす。


    「そこですよ、その思い込みが肝きもなんです。山人なんて怪しげな連中のことだから、里の入り口にも幻術くらいしかけてると考えちまう。そうすりゃ、自然と幻術を探ろうと躍起になって他ほかがお留守になるってなもんです」


    　ふくろうの言葉を聞いて大塚は頷うなずいた。


    「なるほどな。山人をあやかしだと決めてかかっているうちは、山人の里へたどり着けないのか。先入観を抱いだいていては見えるものも見えなくなる」


    　見るとは曇り無き眼めで対象をとらえることだ。そこには余計な情報も半端な考察も必要ない。ただ見ればいいのだ。


    　そして、それが一番難しい。既すでに人間は様々な記号で対象を識別することに慣れてしまった。実際にこの目で見ずとも、与えられた情報だけで対象のことを認識できてしまえる。あやかし、と言われれば自分が見たことがなくとも、なんとはなしに想像がついてしまう。そうして作り上げられた偶像が実像とかけ離れていたとしても、その記号は語り継がれるたびに息づいていくのだ。


    　大おお塚つかだってそうした記号に翻ほん弄ろうされている。まるで、代官なんて柄ではないが、そう呼ばれそう扱われてしまう。自身が代官でなくとも脈々と受け継がれた記号によって現在の自分が規定されている。


    　そんなことを考えていると、大塚は無意識に髪に結ゆわえ付けられた鈴をりんと鳴らしていた。縛り付けられている鈴はころころと嘲あざ笑わらうように鳴り続けている。


    



    　里は数日前よりもやや荒廃しているように新しん之の助すけの目には映った。


    　重苦しい空気が流れている。それは緊張や憔しよう悴すいというよりも絶望に近い。先せんだって新之助たちが入ってきたときと違い、大塚という異分子が入ってきても、村人の動きは緩かん慢まんで遠巻きに見つめるだけだ。


    　単純に覇気がないというよりは、人数が少しばかり減ったようだ。もともと人が少ない中で二、三人いなくなるとその違いは如実に感じられる。敵に見つかって討たれたか、それとも恐怖に駆られ逃げ出したか。理由はわからないが、いずれにせよ、この調子で事態が進めば、村が滅ぶまでにあまり時間はないだろう。


    　村はゆるやかに死へ向かっていた。


    　だが、平素と変わらず元気な者もいる。その人物は村むら長おさの館やかたから出てくると、新之助たちを見つけて歩いてくる。


    「なんだ。生きて戻ってきたんだ。何か収穫はあった？　まさか手ぶらで帰ってきたんじゃないよね？」


    　うぐいすの憎たらしい物言いに新之助は溜ため息いきをつく。


    「自分は何もしてねぇのに口の減らねぇ野郎だな。お土産みやげくらい用意してるさ」


    　新之助がくいと指差したほうには大塚がいる。


    「また、変なのを拾ってきたねぇ。そういうのを集めるのが趣味なの？」


    「変なのとは随分なご挨あい拶さつだな」


    　うぐいすの言葉に大塚は憤ふん慨がいする。拾ってきたという部分には特に異論はないらしい。


    「村長は奥にいるのか？」


    「ああ、相変わらず石みたいに黙りこくっているよ。あの女の子も一緒さ。あそこにいると言葉を忘れそうになるよ」


    　うぐいすは髪をかき上げて呆あきれ顔で言った。その言葉から察するに、村のほうで何かしらの進展があった様子はない。現状維持、いや、むしろ悪化していくのを静観していただけなのだろう。


    　新しん之の助すけたちはことを前に進めるべく、大おお塚つかをともなって館やかたへと入っていく。うぐいすもその後ろへ続いた。


    　中にはひんやりとした空気が流れていた。外との気温差があるわけではない。ただ、異常なほどに静かな空間はそれだけで冷え冷えとしている。


    　もう一枚、戸板を開けると、瞑めい目もくしている村むら長おさがいた。その横にはちょこんとすくねが座っている。


    　大塚はすくねを見ると、ごちそうを前にした腹ぺこ狼おおかみのように瞳ひとみが輝いた。自然と、すくねに向かって声をかけようとする。が、わき腹に新之助の肘ひじ鉄てつを喰くらい、きゅうと呻うめいて沈黙した。


    　新之助は大塚を黙らせると、二人の正面にどかっと座る。すると、村長は片かた眼めだけを開いて、新之助をじろっと見据えた。


    「客人。何か掴つかんだのかね？」


    「ああ、とりあえず敵の正体には近づけたみたいだ」


    「お聞かせ願おうか」


    　村長は胸の前で組んでいた腕を解ほどいて、耳を傾ける。


    「相手は公こう儀ぎ隠おん密みつ妖よう異い改あらため。……幕府だ」


    　それを聞いて、村長は一度だけ頷うなずいた。驚くでなし、騒ぐでなし、たった一言、うむと言ったきりまた黙り込む。


    「知ってたのか？」


    　村長の落ち着き払った態度を見て逆に新之助が尋ねる。


    「知らずとも、ある程度の予想はつく。山やま人びとは常に権力ある者に追われるが運命。今の世で我らを追いたがるは幕府くらいのものだろう。知りたかったのはそこから先。幕府のどういった連中が仕掛けてくるのか、それが重要なのだ」


    「そうか。直接襲ってきた連中は暗殺を生なり業わいにしてるらしいぜ。薬で痛みを感じなくした暗器使いの集団ってところか」


    　あやかしを、あやかしに連なる者を粛しゆく清せいする組織について、新之助が知りえたことを話す。


    　忍びと似て非なる、決して表おもて沙ざ汰たにはできない連中の話を聞くと、うぐいすがひゅうっと口笛を吹いた。


    「へぇ、『山の主あるじ』か。いつのまにやらこっちへ渡ってきてたんだ。平和な時代に食い詰めて幕府に飼われてるのかな？　それとも、先の世を見越して仕事をしにきたのかな？」


    　うぐいすは知恵の輪でも解くようにあれこれ可能性を想像して楽しんでいる。


    「山の…なんつった？」


    　悦に入ってるところを新しん之の助すけに邪魔されて、うぐいすは一瞬むっとする。それからこれでもかといわんぐらいにわざとらしく盛大に溜ため息いきをついた。


    「何？　君知らないわけ？　これだけ手がかりが出てきてるのに？　薬と暗器、異邦人、もう決まりじゃん。見聞録読んだことないの？　ないよね。これだから学の無い奴やつは嫌だよ、会話もろくにできないんだもん」


    「あーあ、はいはい、無学ですいませんね。それでなんなんだよ、早く言えよ」


    　新之助は学問はからきしなので、無知無学を責め立てられても痛くも痒かゆくもない。要するに開き直っているだけだ。


    　うぐいすはひとしきり嫌味を言って気が済んだのか、ようやく『山の主あるじ』について教えてくれる気になったようだ。


    「『山の主』、『山の老人』とも呼ばれるけど、このあたりは見聞録を訳した人間の趣味の誤差ってところかもね。どっちの呼び名でも指す者は変わらない。大陸の暗殺集団のことさ。麻薬で骨抜きにして言うことを聞かせ、痛みを感じない暗殺者に仕立て上げるんだそうだよ。要人の暗殺を繰り返したとかって伝説まであるんだ」


    「お前、そんなのよく知ってるな……」


    　博識というよりは完全な無駄知識に新之助は尊敬どころか呆あきれてしまう。うぐいすはふふんと得意げに笑った。


    「君は知らないと思うけど、世の中には書物という便利なものがあるのさ。これがあると、離れた場所、離れた時間のこともわかるんだよ」


    　言わずもがなのことを言われて新之助はむっとする。いくら新之助が学問嫌いでも、書物の存在くらいは知っている。知っているし、見たことも聞いたこともあるが、読んだことはあまりない。


    「ま、書物に書いてあることがすべて真実とは限りませんがね」


    　黙ってうぐいすのご高説を拝聴していたふくろうがぼそっと口を挟んだ。そのどこか皮肉がかった物言いにうぐいすは鼻で笑って言い返す。


    「別に真実なんてどうでもいいのさ。少なくともそう書かれているってことは、そう認識されているってことでしょ？　その事実が重要なんだよ」


    　それを聞いて、新之助がはてと首をひねる。その台詞せりふには覚えがある。


    「ああ、存在の力か。ふくろうと同じこと言うなぁ」


    「なんだって？　どうして君たちみたいな下げ賤せんの者が存在の力のことを知ってるのさ？　君たち、変だとは思ってたけどいったい何者なわけ？」


    　うぐいすはそれまで浮かべていた冷笑を消して、真剣な顔つきで問い詰めた。


    　その剣幕に圧おされて新しん之の助すけは思わず黙る。すると、うぐいすは新之助を無視して、ふくろうに目を向けた。ふくろうはにっと笑って、視線を受けると互いに睨にらみ合う形になる。部屋の空気が張り詰めた。


    　そこへ、少々間の抜けた声が割って入る。


    「まぁ、待て待て。今は彼らが何者かということよりも、恐ろしい相手に如い何かに応じるかのほうが大事ではないのか？」


    「ふん、そんなことはわかってるさ。……それより、君こそ何者なわけ？」


    　うぐいすが大おお塚つかをちろりと見る。その冷たい視線をまったく意に介さず、大塚はやたら陽気な笑顔で答えた。


    「うむ、よくぞ聞いてくれた。一向に紹介してもらえぬから暗に帰れということなのかと不安に思ったぞ」


    「なんならすぐにぶぶ漬け出すけど？」


    「ぶぶ？　まぁ、いい。私は大塚平へい八はち郎ろう、当地を治める代官だよ」


    　代官という言葉にうぐいすよりも村むら長おさが反応した。


    「代官だと？」


    　その瞳ひとみには今までと違い、はっきりとした感情が宿っていた。決して心を許すまじという明らかな拒絶に、大塚は思わずたじろいだ。


    「そう警戒してくれるな。私は幕府に任じられて代官なんぞやってるが、別に幕府の味方というわけじゃあない。もらった禄ろく分ぶんの仕事はしても、それ以上のことはせんと心に決めているのだ」


    　幕府の人間が聞けば激怒して首を討たれるようなことを、この不良代官は平気で口にする。それでも、村長がやすやすと心を開くようなことはない。何も言わずに、先ほどと変わらぬ目でじっと大塚をねめつける。


    「参ったな、これは」


    　大塚が苦りきった表情で新之助たちを振り返る。すると、くろえとましろがそっと助け船を出した。


    「この人はいい人」


    「そうそう、山やま人びとの力になりたいんだよ。あと、幕府の偉い人が大嫌いなんだって」


    　村長は二人の少女に言われて、少しばかり態度を軟化させた。相変わらず、身構えてはいるが、話だけは聞くつもりになったようだ。


    「代官が、なんの用だ？」


    「うむ、簡単に言うとだな、お前さんがたを助けて、私も嬉うれしくなってしまう方法を思いついたんで、協力してもらいたいんだがな」


    　大おお塚つかの言葉に村むら長おさは、片かた眉まゆをぴくりと吊つり上げる。


    「助ける？　お気持ちはありがたいが、いらん世話だ。人の手を借りてまで運命に逆らうつもりはない」


    　その断固とした口調に新しん之の助すけはさらに違和感を覚えた。潔いさぎよいまでに運命というものを受け入れる姿に、例えようのない不快さが混じっている。その正体が掴つかめずにもやもやしていると、大塚はそれを吹き飛ばすように笑った。


    「まぁまぁ。もしかしたら、私が口出しするのも運命とやらかもしれないじゃないか。もう少し話を聞かんかね？」


    　その言い分はまるっきりの詭き弁べんだが、村長に反論する暇ひまも与えずに続きをしゃべり出す。


    「お前さんがたにはほんの少し税を納めてもらう。ああ、高い額を要求しているわけじゃない。形だけでいいのだ。税を納めているという名目が欲しいだけなんでな。すると、お前さんがたは、税を納める立派な民として扱うことになるわけだ。いくら幕府が馬ば鹿かの巣そう窟くつでも、さすがに無む辜この民を殺したりはできない。奴やつらは渋々刀を納めて、めでたしめでたし。どうだ？」


    　大塚は至極簡単に説明した。ましろはやっとその図式を理解したのか、ふむふむとしきりに頷うなずいている。


    　肝心の村長はといえば、少しばかり考えていたが、すっと大塚の目を見て口を開く。


    「悪いが、それはできない。我らは山やま人びと、自由の民。誰だれの下にもつかず、誰の上にも立たない。誰も守らず、誰にも守られない」


    　ゆっくりと、低く響く声で村長は言った。それを聞いて、新之助は初めて知った。自由であるということは、あらゆるものの庇ひ護ごを受けないということであるのだ。生きるも死ぬも己の責任ですることだ。自らの命について、誰の指図も受ける必要はない。


    「そうか……」


    　大塚は少々顔を曇らせて小さく呟つぶやいた。話が振り出しに戻ったことで、場の雰囲気は陰いん鬱うつなものになる。


    　その中で、くすっと笑い声が聞こえた。


    「駄目だね、全然駄目だ。代官も村長も、てんでわかってない」


    　言いながら、くくっと嘲ちよう笑しようを続けるうぐいすに新之助が問う。


    「何がわかってないんだ？」


    「あのね、ここで大事なのは山人なんかじゃないんだよ。怪しげな流浪の民なんてその辺にもいるんだから。幕府の目的は山人そのものじゃなくて、山人の持ってるものなんでしょ？　だったら、それについて考えなきゃいけないんだよ」


    　それ、と言ってうぐいすは一人の少女を指差す。そして、にやりと笑うと、ゆっくり溜ためをつくった。


    「……カンナギって言ったよね？　なんの神様？」


    　うぐいすの言葉に初めて村むら長おさがあからさまな動揺を見せた。口を開いて、あ、あ、と小さく呻うめく。今の今まで隠してきたことを急に暴あばかれたように落ち着きがない。


    　村長の異常な反応に新しん之の助すけは少し焦った。今のやり取りの意味がさっぱりわからない。無意識にふくろうのほうを見て説明を求めていた。


    「山やま人びとは朝廷の人たちとは文化が違うんで追われやした。文化ってのはね、習慣とか生活だけじゃねぇ。例えば、神様が違うことも当然ありやす。あっしらの知ってる神様じゃなく、とんでもない化け物を拝んでる可能性もあるでしょうよ」


    　山人と争っていた朝廷が、神を崇あがめると言うのなら、山人が奉まつるものは決して神ではありえない。


    　たとえ、神であったとしても、それが神として扱われることは断じてありえない。神仏は正しきものの後背にこそ配され、仇きゆう敵てきの背後に憑つくのは妖よう異いの類たぐいでなくてはならないのだ。たった一つの真実ではなく、勝者の事実だけが歴史には刻まれ、意味づけが行われる。


    「じゃあ、山人の言う、神っていうのは……」


    　新之助が村長とすくねを交互に見つめる。そして、すくねを見ていたのは新之助だけではない。うぐいすもまた、すくねを視界に捉とらえていた。


    「すくね、か。ま、名前って言うのはその者の本質を表わすものだしね。そういう意味じゃ、正しい名づけだと思うよ」


    　うぐいすがしゃべるたびに、村長は目を伏せていく。その仕草はまるで訊じん問もんを受ける咎とが人びとのようだ。


    「リョウメンスクナのカンナギとしてはね」


    　うぐいすが勝ち誇ったような顔で言うと、一瞬沈黙が訪れる。誰だれもが、今の話を整理しようと考えていた。


    「なんだ、そのリョウメンスクナというのは？」


    　その微妙な空気の中で、大おお塚つかがトンとわからぬと言った表情で聞く。と、意外なことにくろえが答えた。


    「二に面めん四よん臂ぴの大鬼神。力が強くて動きが速い」


    「顔が二つに腕四本……。大鬼神ということは神なのか？」


    　大塚の素直な感想に、うぐいすが珍しく同意した。


    「その通りさ。そこらのあやかしとは格が違う存在だよ。今でこそ、あやかしとされているけど、本来的には神なんだ。潜在能力としては化猫や犬神よりも高い」


    「むっ……。そんなのやってみないとわからないのに」


    　ましろが口を尖とがらせてぶーたれるが、すぐさまうぐいすにやり返される。


    「ふん、よく言うよ。すっかり零れい落らくしてるくせに。やかましい子猫ととぼけた駄犬じゃ話にならないね。もともとは神だったのにすっかり落ちぶれちゃって」


    「もとが神だぁ？　こいつらがぁ？」


    　新しん之の助すけがましろたちを見比べてから、そっとうぐいすに耳打ちする。


    「そうだよ、この国じゃ廃すたれたけど、海を渡れば信仰してるところはまだあるんじゃないかな？　そんなあやふやな存在と比べて、リョウメンスクナは未いまだに神としての側面をしっかり保ってる。単純な力比べをしたらまず勝てないね」


    　ましろ、くろえをはるかに凌しのぐ力を持つという存在に新之助は若干の恐怖を抱いだいた。正直に言って、ましろやくろえと本気でやりあったら勝てる自信がない。なんといっても新之助は人間なのだ。並のあやかしには対応できてもそこが限界だと自分で思っている。


    「相当やばいな、そりゃ……」


    「まぁね。敵に回したくはないよ。でも、逆に言えば、味方につければこれほど便利なものもない」


    　うぐいすは、さっきからずっと黙り込んでいる村むら長おさを見た。


    「そんなすごいものを使わない手はないよ。これさえあれば、滅びる心配もない。リョウメンスクナを覚かく醒せいさせて使役すれば公こう儀ぎ隠おん密みつどころか、幕府そのものだって倒せる」


    「おいおい。幕府を倒すなんてそこまでやる必要はないだろう。無用な混乱を招くだけだ。それに、私の職がなくなってしまうじゃないか」


    　大おお塚つかはこの期ごに及んでえらく現実的なことを口にした。


    「いちいち細かいなぁ。何もできないくせに口だけは挟むんだから。要は相手にしちゃいけないと思わせればいいんだよ。試しに町の一つや二つ焼き払ってやればいい。圧倒的な力の差を見せつけて、今後侵攻も干渉もしないようにしっかりと約やく定じようを交わすのさ。簡単でしょ？　もう逃げずに済むしリョウメンスクナも傷つけられないよ」


    　うぐいすは村長を焚たきつけるように言うと、頭の中に絵図面を引く。その計画が気に入ったのか楽しそうに微笑ほほえんだ。


    　それは、リョウメンスクナを兵器転用しての武装蜂ほう起きの後、神域であると強調して不可侵不干渉の約束を取り付け、一定の自治を認めさせるという暴力を背景に伴う交渉だった。


    　言ってみれば、幕府からの独立である。この体裁がとられることで、山やま人びとの言う自由も保障される。実現できればなんの問題もない、現時点では最良の選択と言えた。


    　だが、大塚は異を唱える。


    「神、か……。にわかには信じがたいが、そいつが使えるとしよう。それでどうする？　独立する気か？　そんなのは無理だ。幕府が許すはずがない」


    「別に幕府に許してもらう必要なんてないね。あいつらだって、許しを得て政まつりごとをしているだけだ。だったら、同じことをすればいい。原則論としては同じことが可能だよ」


    　うぐいすがつまらなそうに言うと、大塚はうぐいすをまじまじと見つめる。


    「朝廷のことを言っているのか？　驚いた。そんなことを知っている人間がこの辺りにいるとはな……」


    「なんの話だ？」


    「難しい話？」


    　二人のやり取りについていけなくなった新しん之の助すけとましろが、ちょいちょいとふくろうの袖そでを引いて解説をねだる。


    「幕府っていうのは将軍が開くんですが、将軍は任じられてなるもんなんです。つまり、許しを得てやってるんだから、その許可を出してる人がいることになりますよね。だから、その人と話して、将軍と対等の位になっちまえば幕府も文句は言えないってことです。うぐいすさんの言ってることはあながち間違いじゃないですよ」


    　言ってから、わざわざ小声で付け足した。


    「ま、許しを得たところで、幕府に握りつぶされてお終しまいでしょうから現実味は薄いですがね」


    「それはどうかな。幕府に不満を持ってる連中を傘さん下かに組み入れれば余裕だと思うけど」


    　ふくろうの呟つぶやきをうぐいすは聞きとがめて、反論した。そこへ、今度は大おお塚つかが難色を示す。


    「いやいや、そもそも帝みかどに許しを得るなど無理だろう」


    「そんなことないさ。帝に近づくのなんて簡単だよ」


    　うぐいすはまるで友達に頼みごとをするかのような気楽さで言った。それにふくろうが首しゆ肯こうした。


    「そうですね。公く卿げはカルタ貼はりの内職くらいしかしてないから、みんな暇ひまですし。金を握らせて便べん宜ぎを図ってもらえれば案外いけると思いやすよ」


    　さらりと公卿を馬ば鹿かにしてくつくつとふくろうが笑う。うぐいすはそれを無視して、村むら長おさに話しかけた。


    「どうする？　その子を使えばいくらでもやりようはあるけど」


    　長い長い沈黙を破って村長は震える口でぽつりと話す。


    「それは……それは、だめだ。リョウメンスクナノカミは我らにとって最後の希望。万が一にも失うわけにはいかない。顕けん現げんさせては何が起こるかわからないのだ。秘することはできても、御ぎよすることは、できん」


    　対照的にうぐいすの声こわ音ねには絶対の自信が籠こもっている。


    「御するのはぼくがやる。大鬼神といっても根幹は八や百お万よろずの神だ。力こそ桁けた違ちがいだけど、あやかしを御するのと変わらない。それなら、術すべはあるよ」


    「そうではないっ！　そういうことではないのだっ！」


    　村長が声を荒らげた。それは怒りではなく、泣き喚わめくのに近い。技術の問題ではなく、心情の問題なのだ。長い漂泊の中で、たった一つの拠より所だったものを失う恐れを抱いだいているのが悲ひ愴そうなまでに伝わってくる。


    　その態度がうぐいすの神経を逆さか撫なでする。


    「じゃあ、どうするのさ？　村が滅ぶのは時間の問題。そうなれば、大事な大事なリョウメンスクナも奪われるんだよ？」


    「村を捨てる。また、流れるだけだ。我らはそうして生きてきた。そういう運命ならば受け入れるだけだ……」


    　村むら長おさの言葉を聞いてうぐいすは思い切り床を殴なぐりつける。


    「そう。だったら、勝手に滅びなよ。ぼくはもう知らない。別に君たちを助けるためにここに来たわけじゃないしね」


    　吐き捨てるように言うと、うぐいすは乱暴に戸を開いて出て行った。


    　これで座はお開き。他ほかに話すべきことなど何もない。大おお塚つかも立ち上がると、部屋をあとにする。ふと、まぶしさで眼めが眩くらんだ。


    　空が赤い。夕映えが西方を朱に染め上げて一日の終わりを彩っている。消え入るこの僅わずかな時間は太陽がもっとも赤く輝く瞬間だ。


    　その光を美しいと思うのは、やがて消え去る儚はかなさのせいなのか、それとも、また明日も日が昇るという安心感からなのか、大塚にはわからない。


    「よぉ、とんだ無駄足になっちまったな」


    　ぼうっと立っていると、新しん之の助すけが声をかけてきた。


    「なに、わかってもらえるまで話すさ。それよりもな、少年。あのうぐいすという少年、気をつけたほうがいいぞ」


    「ああ、すごい機嫌悪かったな。この分じゃまた嫌味を言われそうだ」


    　新之助が肩を竦すくめて面倒そうに言った。この少年の場違いな心配がおかしくなって大塚はふっと微笑ほほえんだ。


    「そういうことではない。お前さんがたの命に関かかわる事態になると言ってるんだよ」


    　大塚が言った言葉に新之助の表情が引き締まる。


    「おかしいとは思わないか。『山の主あるじ』など知ってるんだぞ。見聞録と言っていたが、あれは西洋の書物だ。一介の拝み屋が眼めにできるものではない。私だって読んだことはないんだ。それに、朝廷と幕府の関係もおおむね把握している」


    　うぐいすの言っていたことはどれもこれも凡人が決して知りえないことばかりだ。それどころか、幕府の人間でもどれほどの者が知っているかは怪しい。


    　知識とは力だ。世を正しく知り、理解することは、世を制する力となる。また、膨ぼう大だいな知識を持っているということは、それだけの知識を蓄えうるだけの地位や権力を持っていることの証明でもある。


    「そのうえ、お前さんがたのことを下げ賤せんの者ときたもんだ。よほど高貴な御ご仁しんらしい。それこそ『山の主』の主かもしれんぞ。ゆめゆめ油断せぬようにな」


    　大塚はあまり深刻な雰囲気にならないようにおどけて言う。


    「……ああ」


    　新しん之の助すけはそう言ったものの、どこか釈然としない表情だ。その態度を不思議に思い、大おお塚つかがどうかしたのかと視線だけで問う。


    　すると、新之助は頬ほおを掻かきながら照れくさそうに答える。


    「いや、なに。俺のすぐ側そばにも似たような奴やつがいるんだよ、やたらとなんでも知ってる奴。得体が知れないけど、でも、たぶん裏切ったりはしないんだ、そいつは」


    「それを聞いて、考えが変わったよ」


    　大塚は朗ほがらかに笑って、新之助の横を通り過ぎてゆく。そのとき、ぽそっと小さく聞こえない声で呟つぶやいた。


    「どうやら、疑うべき者が二人に増えたようだ」


    



    　山の夜はことのほか恐ろしい。


    　それは闇やみの中に息づく者の存在を強く感じるからだろうか。獣が立てる物音、蝙こう蝠もりの羽音、草木の寝息。それらが重なり合って妙に落ち着かない気分にさせる。一つの音が気になると、さらに他ほかの音も気になる、といった具合に徐々に眠りからは遠ざかって行ってしまう。


    　ざわざわと心が波立つのを感じて、新之助は戸板を開け放った。


    　外を見やると、そこかしこの闇に雑多なあやかしがいる。どれも悪意は感じない。今までなら感じなかった小さな存在にまで気がつくようになっていた。それだけ、神経が高ぶっているのかもしれないと思い、新之助は空を見上げた。星を見ていれば、そのうちに心が落ち着くだろう。


    　冬が近づくと空気が澄む。空に近い山であればなおさらのことだ。


    　星の動きで人の世を占う方法があるという。であるならば、星は先の世すべてを見通しているのだろうか。これから先に起こることも知っているのだろうか。


    　新之助は星を睨にらみつける。なんでもお見通しだと高みから見下ろしてくるのが気に入らない。


    　空に気を取られていると、かさっと音がした。


    「新之助」


    　耳に柔らかな声がした。はっと我に返って周囲を見渡すが、あるのはただ闇ばかり。明るい星を見ていたせいですぐには目が慣れない。


    「新之助」


    　また名を呼ばれた。聞き覚えのない声に新之助の身体からだは身構えている。けれど、嫌な気分がしないのはその声こわ音ねがどこか哀かなしげだからかもしれない。


    「誰だれだ……」


    　闇に向かって新之助は問いかける。辺りをぐるりと見渡してみるが、誰もいない。


    「ここじゃ」


    　声のした方向をさっと見た。さっきまでそこには誰だれもいなかったはずなのに、白い人影があった。


    　暗くら闇やみに順応した眼めでその影を見つめる。


    「……すくね、か？」


    　白い影の少女はくすりと笑って頷うなずいた。その仕草がやけに艶なまめかしく、あのあどけない少女の姿と重ならない。


    「お前、声が……」


    　新しん之の助すけはすくねの声を初めて聞いて驚きの声を上げる。今の今までしゃべらなかった少女がはっきりと言葉を口にしている。


    「すくねは軽々しくしゃべらぬだけ、と村むら長おさが言ってなかったかえ？」


    「それにしたって、えらく違うな」


    　姿かたちは変わらないが、纏まとう雰囲気ははっきりと別人だ。新之助のいぶかしむ視線を受けて、すくねが答える。


    「リョウメンスクナだからの。あのすくねは一面に過ぎぬ。リョウメンスクナが今こん代だいに持った新しい形かた代しろ。新しん形ぎようたるすくね」


    　両面のさす意味は一つの体に宿る二つの人格。しゃべらぬすくねはそのうちの一つだ。


    「わらわは神代より存在する源流たるすくね。一族代々のカンナギに宿ってこれまで生き延びたのだ」


    　二つの人格を持つ人間を間近に見て、新之助は少し恐ろしくなった。


    　これは別に新之助だけが恐れることではないだろう。突然、人が変わったようになるのを見れば怖くなる。古今東西、そうした者はいて、場所によっては狐きつね憑つきや悪魔憑きと呼ばれ忌み嫌われてきた。だが、すくねの変化はそうした邪悪さを感じさせない。


    「神かみ憑がかり……」


    　こうした現象をそう呼ぶのだと、新之助は思い出した。相手が神だと思ってしまうと、自然と畏おそれが出てくる。信心の薄い新之助でもさすがに表情がひきつった。


    　その固まった表情を見て、すくねはうふっと笑う。


    「おや、こちらのすくねは嫌いかえ？」


    　すくねは赤色の髪をすっと指で梳すきながら言った。はらりと流れる髪と艶つやっぽく流された視線のせいで新之助の鼓動は若干速くなる。


    　思わず新之助が目を逸そらすと。すくねはまた笑う。


    「なかなか愛うい奴やつじゃな」


    「そ、そんなことより、こんな時間にどうしたんだよ？」


    「……新之助、今すぐ江え戸どへ戻ったほうがいい。でないと、後悔することになる」


    　すくねは新しん之の助すけの反応をうかがうように間まをおいた。


    「お主は今、分岐点にいる。今ならまだ引き返せるぞ。だが、これ以上深入りすれば血で血を洗う修しゆ羅らの道を進むことになる」


    「なんでそんなことがわかるんだ？」


    「わらわはすくねぞ。後世を視みるなど造作もない。もっともすべてを見通せるわけではないがな。それでも、お主の行く末は視える。今のままでは命を落とす。そのことは自分でもわかっておるだろう？」


    　このまま戦いの日々に身を置き続ければ待っているのは死だけだ。


    　そのことは新之助自身、痛いほどよくわかっている。相手が常人ならいざ知らず、あやかしや暗殺者相手では通用しない。新之助が相手にできるのは人、それも常識の範囲内の相手だけだ。


    　敵が剣客ならば、新之助はおいそれとは負けはしない。よほどの達人相手でも太た刀ち打うちできる。だが、大鬼神や暗殺者を前にしてどれほど戦えるかは疑問だ。


    　例えば、かつて新之助が葬ほうむった日ひ暮ぐれ上うえ郷さと。彼は犬神の力を使いながらも、剣によって、同じ大おお崎さき夢む想そう流りゆうで新之助と死合った。であればこそ、勝機があったのだ。


    　先せんだっての、山の主あるじとの戦いは勝つことができなかった。相手の手も見えなかった。引き分けたとは言うものの、あのまま続けていればどちらが生き残ったかは明白だ。
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    　要するに、今の大おお久く保ぼ新しん之の助すけは弱すぎる。新之助が通用するのは表の世界でだけ。裏の世界へ足を踏み入れれば、深い闇やみにとらわれてしまえば、すぐに骸むくろへと姿を変える。


    「……わかってるさ。別に、俺おれは命のやり取りをする世界に生きるつもりはないんだ。ただせめて人並みに生きたいだけだ。だから、日常に帰るため戦うのさ」


    　大久保新之助が望むのは屍し山ざん血けつ河がの無む間げん地じ獄ごくではない。欠伸あくびが出るくらい退屈でどこまでいっても平穏な暮らしがしたいのだ。それは、あやかしを視みるせいで忌き避ひされ、隔かく絶ぜつされた少年が望む、あまりにもささやかな願いだった。


    　新之助が剣を取るのは自らの世界を守るためだ。


    　避けられ拒まれ認められなかったから、だから、自分には何かが足りないのだと思っていた。それを補うために剣を学んだ。何か、自分を誇れるものがあれば、きっと胸を張って仲間に入れてもらえるから。


    「そうか。なら、なおのこと、江え戸どへ戻ったほうがいい。このまま行けば戻れなくなるぞ」


    「公こう儀ぎ隠おん密みつのことか？」


    「それは問題ではない。あれらは放っておいても、あの男が片づける。問題はお主の眼めだ。今までよりも視みえるようになっているのではないのか？」


    　すくねの言葉に新之助ははっとした。


    　思い当たる節がある。


    　鉱物に宿る精霊を視た。山やま姥んばの正体を一見して視抜いた。なんの変哲もない山道で木こ霊だまを視た。戸を開ければ雑多なあやかしの存在を認めた。


    　明らかにこれまでよりもあやかしを視る頻ひん度どが高くなっている。


    「どうやら心当たりがあるようじゃな。お主の視る力は戦うごとに引きずられて強くなっておる。いずれ、常に目にすることになるぞ。そうなれば、お主の言った日常などとは程遠くなろう。何より、これ以上進めばお主は巻き込まれる。古いにしえより続く因縁にな」


    　新之助の動揺を見て、すくねは優しく言う。だが、言葉の内容はどこにも優しさなどなくて、新之助にとっては絶望でしかない。


    　今までよりも視る力が強くなるならば、どうなるというのか。これまでよりも人と変わってしまうのか。隔たりがさらに大きくなるのか。一層風当たりが強くなるのか。


    　新之助の脳裏には嫌な想像しか浮かばない。


    「もうだいぶ夜も更けた。疲れておろう？　しっかり寝て明日からの長旅に備えるがよい」


    　すくねが言うように、新之助の表情は疲れていた。先のことなど考えたくないのに、次から次から疑問や不安が湧わいて出る。遠く離れてゆく日常、古来よりの因縁、その先におぼろげに見える戦場と己おのれの骸。


    　ふと、気づくとすくねは姿を消していた。あとに残されているのは新之助一人。何も見たくないというのに、星明かりの下でうごめくあやかしたちの姿だけがよく視えた。


    



    　山の中腹には崩れかけた小屋がある。錆さびた斧おのや腐った薪まきが置かれているところを見ると、使われなくなって久しい杣そま小屋のようだ。


    　無人のはずの小屋にぽうっと小さな火ほ影かげが灯ともっている。中には一人の男が座していた。


    　トスッと柔らかい音がした。トスッ、トスッと音がするたびに、床には赤黒い染みが広がっていた。


    　肉に刃やいばが突き刺さっている。男は軽快に刀とう子すを投げた。投とう擲てきされた刀子が刺さるたびに、呻うめき声が一つ減っていく。


    　男は無表情で作業をこなしていた。使えなくなった道具を壊していく様はまさしく作業と呼ぶにふさわしい。たとえ、それがもとは人間であったとしても男には関係がない。満足に動くことができなくなった暗殺者など価値がなかった。


    「来たか。入れ」


    　男は暗がりに向かって声をかけた。そこには音も気配も、影も形もない。それでも、男はそこに誰だれかがいると絶対の確信をもって声をかけている。


    「………」


    「そうか。その辺りにはいなかったか」


    　声などしないが、男には何かが聞こえたのだろう。一人、呟うなずくと地図に印を書きつける。その地図は一帯の山を描いたものだ。道順だけでなく、標高、傾斜など様々な情報が克明に反映された地図だ。同時期の水準を遥はるかにしのぐ正確さである。おそらくは、西洋の測量技術を用いて作られているのだろう。


    「残るは、ここか」


    　男は地図の一点をとんとんと指で叩たたく。


    「明朝より包囲を開始、日没を待って仕掛ける。伝えておけ」


    　男が闇やみに向かって命令を下した。すると、闇は僅わずかに揺らいだようだった。


    　辺りには誰もいない。男は袂たもとから香のようなものを取り出すと火をつける。立ち上る煙を胸いっぱいに吸い込むと、ゆっくりと深い息を吐いた。


    　男に名前はない。随分と昔にはあった気がするが、それももう忘れてしまった。男がはっきりと覚えているのは殺し方だけだ。


    　闇に潜ひそみ、影に隠れてひたすらに殺した。そのことに疑問を抱いたことはない。親もそのまた親もずっとそれを続けてきたのだ。


    　もっともどれが父親でどれが母親なのかも知らない。道具が道具を生むために道具を生んだ。ただそれだけのことなのだ。親の名前も自分の名前も必要なかった。ただ、各おの々おのの役割を知っていればそれでいい。


    　男は香が燃えつきると、続けてもう一つに火をつけた。


    　日常的にこの香から出る煙を吸っている。そうすると随分と気持ちが楽になる。


    　この香は殺しの技とともに、連綿と受け継がれてきた。だからだろうか、この煙を吸うと、その確かな歴史が不確かな自分を補強してくれるような錯覚に陥ることができる。


    　集団の歴史は古い。始祖はかつて大陸にいたのだと聞く。


    　近くには文化の違う国や集団がひしめいていた。彼らは互いを敵視し、憎み合っていたが、とりわけ暗殺という手段を持っていた始祖たちは忌いみ嫌われ、恐れられ、禁きん忌いとされた。それが蒙もう古こに敗れ、人知れず吸収された、そして、遠征に従軍させられ、この国へ来た。要人を暗殺させるために。


    　遠征はひどい有様だったらしい。神風と呼ばれるとてつもない嵐あらしに襲われ、遠征軍は引き上げた。放たれていた暗殺者たちは置き去りにされ、この国に根付いた。殺しの技はこの国でも重宝され、依頼されれば陰に陽ひに殺し続けた。


    　しかし、そこから長い平穏が続く。集団の存続が危ぶまれたが、それでも依頼は尽きなかった。むしろ、平和な時代にこそ、暗殺者は必要とされた。権力者だけでなく、商人や町人からも依頼は届く。どいつもこいつも自分の手を汚したくないのだ。


    「それでも、まさかあやかしを殺せと言われるとは思わなかったがな」


    　煙で気分が良くなったのか、男は独ひとり言を呟つぶやく。男はこれまでの戦いを振り返り、少し楽しくなる。放ほうる刀とう子すも数が増えて、無造作に三人の息を止めた。


    　あやかしとの戦いは男にとってなかなか刺激的だった。人を相手にするのと勝手が違い、そのたびに試行錯誤を繰り返した。どうやら始祖たちはもともとどこかの神の信奉者だったのか、そのご加護とやらはあやかしに通用した。


    　しかし、何度か戦うともう悦楽は感じなくなり、すぐに作業になっていく。また、仕掛け細工のような日々に戻っていた。


    　今回の仕事は特につまらなさそうだった。山やま人びとと呼ばれる漂泊の民を抹消し少女を殺せ、そう命令が下された。組織の末端で仕事をすると、こうしたろくでもない役目も引き受けなければならない。戦う術すべも気概も持たない逃げ回るしか能がない連中の相手など、作業でしかない。


    　男は今回の仕事に嫌悪感を抱いだいた。


    　別に内容に不満があるわけではない。男たちと同じく、追われた存在でありながら、一いつ矢し報むくいようともしない腑ふ抜ぬけどもを嫌悪したのだ。


    　だが、その中で出会った面白い人間がいる。あの侍の少年。


    　名前は知らないが、今まで相手にしてきた使い手たちの中でも抜きんでた実力者だ。男の技を紙一重でかわし、深手を負わせまでした。使命がなければ心行くまで殺しつくしたことだろう。


    　彼にも尾行をつけている。何度もまかれはしたが、彼が目標と一緒にいることは間違いない。


    「明日、会えるのだろうか」


    　そう思うと、男の気持ちは高ぶる。それは香の煙よりも強い中毒性を持っているように感じられた。


    　男ができるのは殺すことだけだ。


    　しかし、それは殺すことに特化しているという意味合いではない。彼らにとっては殺すことは他ほかのすべての行為と等しい。愛することも哀れむこともすべては殺すことに取って代わる。


    　それしか知らないのだ。殺すこととは愛することに等しく、生きることは殺すことに外ほかならない。男が新しん之の助すけを相手にして抱いだいた、楽しいという感情すらつまるところ、殺したいという欲望の派生でしかない。


    　気分が高揚してつい力が入った。刀とう子すは思ったよりも勢いがついて、標的の頭を砕く。血と脳のう漿しようが飛び散った部屋の中で男は薄く微笑ほほえんだ。
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    伍　風雲の怪　battle_field


    



    　まるで悪夢がそのまま染み出してきたような、いやに赤い朝焼けだった。東の空を深紅に染め上げ、やがて朱色に広がっていく。


    　その空を新しん之の助すけは見つめていた。


    　眠りについたのはわずかに一いつ刻ときほど。考えあぐね、憔しよう悴すいしきってようやく意識が途絶えただけの、休息にはほど遠い睡眠だった。


    　結局、新之助は江え戸どへと旅立つ準備はせずにこの場に留とどまることを選択した。すくねの言葉を無視したわけではない。信じていないわけでもない。おそらく、彼女の言ったことは真実なのだろう。このまま闘争の日々に身を置けば新之助はいずれ命を散らす。ここで逃げても自分以外の誰だれか、例えばあの男がなんとかするに違いない。


    　だったら、新之助が無理に戦う必要はないはずだ。


    　それでも、ここに残るのは何な故ぜだろうか。新之助は一晩考えても出なかった答えを未いまだに探していた。


    　夜具もない粗末な天幕からのっそりと起き上がると、血ち飛沫しぶきのような空が広がっていた。それを見て暗あん澹たんとした気持ちになる。


    「おや、朝から辛しん気きくさい面つらしてますね」


    　既すでに起きていたふくろうが頬ほおに剃かみ刀そりをあてながら声をかけた。盥たらいに張ってある水に映る顔は新之助と違って気楽そうだ。


    　ぱしゃっと顔を洗い流して手て拭ぬぐいでふき取ると、新之助に向き直る。


    「どうかしやしたか？」


    「いや……、その、なんだ。どうも不安要素ばかりなもんでな。寝付きが悪いんだよ」


    「ははぁ、確かに模も糊ことしてやすね。暗殺集団、それとうぐいすさんですか」


    「お前もうぐいすが気になるのか？」


    　新之助の間の抜けた反応にふくろうは盛大な溜ため息いきをつく。


    「あのねぇ、あんだけ怪しい奴やつもそうそういやせんよ。知は力、たぁ言いやせんが権力なり暴力なりが背景になきゃ深い知識ってのは手に入りやせん。つまり、あのうぐいすさんってな、そういう場所にいるお人なんですよ」


    「でも、それを言ったらお前だって同じだろ。そんなに危ない奴やつだとも思えないけどな」


    　新之助がなんの気なしに言った言葉にふくろうは目を丸くする。それから、気恥ずかしそうに目を逸そらした。


    「何言ってんだか……。あっしほど怪しくて危ない奴もいやせんぜ。そう簡単に人を信じるもんじゃねぇ」


    「それもそうか。お前が胡う散さん臭くさすぎるせいで慣れちまったみたいだ。これからは怪しい奴には警戒心むき出しであたろう。とりあえずお前は俺おれの近くに寄るなよ」


    「へっ、そりゃこっちの台詞せりふですよ」


    　言うやふくろうはぷいっと顔を背そむける。その様子を横目に新しん之の助すけも顔を洗う。冷たい水が寝不足で火ほ照てった顔を冷ましていく。


    　けれども、もやもやとした気分までは洗い流してくれない。洗い流したそばからどろどろと嫌な想像は流れ出てくる。そんなものは拭ぬぐってしまおうと乱暴に顔を拭ふいた。


    　ようやく人並みに生きていけると思ったのに、あやかしを視みたとしてもそれを乗り越えていけると思っていたのに、このまま行けば決して後戻りはできない。世間からはじかれて顔を伏せて、独ひとりぼっちで道の端を歩いていかなければならない。


    　少し前までの新之助ならば、迷わずにこの地を離れていたはずだ。別に、自分の家族が危ない目にあっているわけでもない。縁もゆかりも無い人々のために、その後の人生を賭かけてまでしてやれることなどないだろう。


    　だから、今回も逃げてしまえばいい。もう十分に逃げてきたのだ。人と関かかわらず、言葉を交わさず、顔を伏せて、ずっと逃げてきたのだ。


    　だが、そうして逃げてきた十五年は果たして人間らしかっただろうか。人並みであったと言えるだろうか。


    　ふと、そんな疑問が頭をよぎったときに、ましろの元気な声がした。


    「新之助っ！　おっはよーっ！」


    　突然かけられた声にうまく対応できずに、新之助は暗い表情で答える。


    「……おう」


    　その反応がえらく不満なのか、ましろは腰に腕をやってむっとする。その後ろにはいまだ目が閉じたままのくろえがふらふらとついてきていた。


    「おう、じゃないよ。新之助。おはよーって言われたらおはようございますって返さないと」


    「なんで俺おれが敬語なんだよ……」


    「朝は元気な挨あい拶さつから。暗い顔は似合わない」


    　くろえはくわぁと欠伸あくびをしながらひどく眠そうな声でましろに加勢する。


    「いやいや、新之助さんは暗い顔のほうが似合いますけどね、性格的に」


    「お前の目の前暗くすんぞ、おい」


    　軽口を叩たたくふくろうを新之助は睨にらみつける。


    「そうそう、新之助さんはそうでなきゃだめですよ。何をぐだぐだ悩んでるか皆目見当もつきやせんが、今のあんたならきっとだいじょぶです」


    　ぽんぽんと新之助の肩を叩いてふくろうが言う。その言葉はどこにも具体的な部分はないのに、不思議と新之助の腑ふに落ちた。


    　新之助は破顔して三人を見る。人と関わることを避けていた自分の周りにもいつのまにか人がいる。その輪の中でこうして笑っていられる。


    　ずっと逃げ続けていた自分が、あのとき逃げ出さなかったから今この場にいられるのだ。


    　だから、今度も逃げない。ただ、それだけのことだ。はっきりと言葉にできないが、もやもやしたものは少しずつ薄れていく。


    「よし、いくか」


    　ささやかな答え、確かな意志で新しん之の助すけは前を見た。


    



    　村むら長おさの館やかたへ行くと、神妙な顔をした大おお塚つかと村長が額ひたいをつき合わせて何事か論じていた。それをうぐいすが少し距離を置いて見ている。


    　うぐいすは新之助を見るなり溜ため息いきをついてひどいことを口にする。


    「おや、馬ば鹿かが行列をなして歩いてくる」


    　その物言いに新之助はむっとするが、それより早くふくろうが反論した。


    「失礼なっ！　馬鹿だって行列作って歩くくらいしますよっ！」


    「馬鹿のほうを否定しろよっ！」


    　二人の掛け合いをうぐいすは冷たい眼めで見つめる。


    「君たち全員ひっくるめて馬鹿だよ。まったく、この緊急時によくもまぁ、暢のん気きな顔していられるよ。呆あきれるのを通り越して軽けい蔑べつするね」


    「通り越したら尊敬しろよ……。それで、緊急時ってどういうことだよ？」


    　新之助がぼやくと、うぐいすは良く回る舌でぺらぺらとしゃべり出した。


    「件くだんの公こう儀ぎ隠おん密みつなんたらが村の周囲にいるのさ。鈍い君たちは気づかなかったろうけど、半はん刻ときほどまえから着々と集まり始めてる。それを聞いた老人とおっさんは堂々巡りの議論を楽しんでいるってわけ」


    　うぐいすは嘲ちよう弄ろうするような口ぶりで言いながら大塚と村長の二人を見る。見下すような目つきがぞっとするくらいに冷たい。


    「囲まれてるのか？」


    　新之助が念を押すように尋ねると、うぐいすが頷うなずく。


    「間違いないね」


    　言うと、服の袂たもとから折鶴を取り出した。すると、うぐいすの手を離れて折鶴がぱたぱたと羽ばたいて、新之助の頭の周りを飛び始める。それをましろがうずうずと見ている。次第に我慢できなくなったのか手を伸ばすが、折鶴はひゅいっとその手を避よけてうぐいすの手の中に戻ってきた。


    「こうやって式しきを飛ばして探ったんだ。信用できないなら自分で見てくれば？」


    　うぐいすが皮肉げに新之助を見た。と、くろえがふらっと小屋から抜け出していく。どうやらうぐいすの言うことが信用ならないらしい。


    　ましろとくろえを見比べてうぐいすは実に楽しそうに笑う。


    「ずいぶんと心強いあやかしを従えてるね。飼い主に似て実に賢くて頼りがいのある素晴らしい存在だよ」


    「ありがとよ。皮肉はともかく別に従えてるわけでも飼ってるわけでもねぇ。今度それ言ったら、お前の身体からだで折り鶴するからな」


    　新しん之の助すけはうぐいすをねめつけて厳しい口調で言う。だが、うぐいすはそれを意外そうな顔で見るだけで、珍しく嫌味もあてこすりもなく、素直な感想を漏もらした。


    「ふぅん……。変な人だなぁ、君は」


    「お前ほどじゃねぇよ」


    　新之助は鼻を鳴らして、これまた率直な感想を口にする。


    　そこへ、くろえが戻ってきた。


    「新之助。確かに、囲まれてる。逃げる隙すき間まはなさそう」


    　口にした内容は明らかに絶望的だが、くろえは淡々と話す。それを目を閉じて聞いていたふくろうが口を開いた。


    「ふぅん、囲んでて襲ってこないのは夜を待ってるんですかね」


    「まぁ、そうだろうね。闇やみにまぎれるのは常じよう套とう手段だ。どうやら相手も本気みたいだね」


    　うぐいすは面倒くさそうに言ってから、やや離れた場所にいる大おお塚つかと村むら長おさのところへと歩み寄る。新之助たちもそれに続いた。


    　大塚は足音に気づいてこちらに目を向ける。軽く挨あい拶さつをしようとしたが、それを遮さえぎるようにうぐいすが上から声をかけた。


    「それで、どうするのさ？　村長、結局あなたの判断がこの結果を招いたわけだけど。何か言い訳があれば聞こうか？」


    　うぐいすは舌ぜつ鋒ぽう鋭く村長の責任を追及し始める。確かに、この事態は村長が答えを保留し続けたことによった起きたといっていい。


    　責任者とは責任を取るために存在する。ならば、この男は何かしらの答え、ないし、対処をしなければならないはずだ。だが、村長は目を瞑つむって口を噤つぐんだ。


    「よせ、言い争ってもしょうがねぇだろ。どうやって切り抜けるかを話すべきじゃないのか」


    　二人の間に新之助が割って入る。すると、うぐいすは矛ほこ先さきを新之助に向けた。


    「どうやってだって？　どうやっても何も戦う以外にどんな選択肢があるって言うのさ？　頭数も技量も違う。このまま座して死を待つか、一いつ矢し報むくいて力尽きるか、どちらかしかないんだよ。そして、生き残る可能性があるのは後者だけだ。もう答えは決まってる。正論吐いて悦に入るのは結構だけどもう少し考えてから発言しなよ」


    　うぐいすの言葉に新之助は黙り込む。


    　もはや何かを論ずるには遅すぎたのだ。既すでに戦略としての段階は終わり、あとは戦術をいかに組み立てるかしかない。戦略段階であれば、戦わないという選択肢はあり得ただろう。そのために打つべき布石もあった。しかし、ことここに至れば戦闘を置いて他ほかに解決の手段はない。


    「少なくとも、君たちは戦うんだろう？」


    「無論だ」


    　新しん之の助すけと大おお塚つかが声を揃そろえて答えた。それに満足したのか、うぐいすは村むら長おさに向き直り、問うた。


    「村長、あなたの答えは？」


    「客人よ、我らにも戦えと言うか……」


    「愚問だね。戦う理由がある、戦う力がある。これで戦わなかったら腰抜けかうつけ者か、どちらかだ。少なくとも、ぼくは戦うよ。幕府なんかに命を取られちゃたまらないからね」


    　うぐいすは笑いながら答える。しかし、臆おく病びよう、愚か者と言われてなお、老人は態度を変えない。


    「……滅ぶというのなら、それも運命。我らは滅びすら受け入れよう」


    　落ち着いた声こわ音ねのどこにも絶望は感じられない。たとえ今、このときに死が訪れようとも、悔いることすらしないだろう。


    　新之助は村長を見て、改めて違和感を覚えた。何かが間違っているのに、それを言葉にできなくて、ひどくもどかしい。


    　新之助が何を口にしようか戸惑っている間に、うぐいすは唇くちびるを噛かんで、老人を睨にらみつけた。


    「そう。じゃあ、ぼくはぼくで好きにやらせてもらうけど、いいよね？」


    　それだけ言って、うぐいすは席を立った。答えを聞くつもりはないらしい。彼にとってみれば、もはや、この老人に告げるべき言葉も聞くべき答えもない。


    　村長はうぐいすを見送ることもせずに、ただじっとその場に座り込んでいる。その表情は石仏のように目が閉じられ、何も見ようとしない。


    　新之助たちもうぐいすに続いて、順々に部屋を出て行く。だが、新之助だけは後ろ髪を引かれる思いがして立ち止まった。何か心の奥底にわだかまったものを吐き出すように、口を開く。


    「村長。俺もちょっと変わったところがあってさ、そのせいで地元じゃあ、なんて言うか嫌われてるとか、避けられてるって言うか……。話しかけてくる奴やつもいなかったし、家の外じゃいつも一人だった。おかげで、少しはわかるんだ、あんたの気持ち。だから、間違ってると思う。うまく言えねぇけど……」


    　たどたどしく紡つむがれる新之助の言葉を村長は黙って聞いている。だが、何を言われても反応はない。声を荒らげて反論することも、相あい槌づちを打って納得することもない。ただ、あるがままに耳を傾ける。


    　しかし、その姿が新之助にはとても歪いびつなものに見えた。


    　これは、あるがまま、なのではなく、なすがまま、なのではないかと思い至ったときに、やっと言うべき言葉が見つかった。


    「あんたは受け入れてるんじゃない、諦あきらめてるんだ」


    　新しん之の助すけはそれだけ言って背中を向ける。


    「俺は戦う。運命って言葉を言い訳にしたくないんだ」


    　その言葉に初めて老人は顔を上げた。眩まぶしいくらいの背中を見て、口を開いた。が、開くだけで声が出てこない。


    　何を言いたかったのかも忘れてしまった。餓が鬼きが何をぬかすと怒鳴り散らしたかったのか、青臭い理想論だと嘲ちよう弄ろうしたかったのか、それとも納得ずくで感かん嘆たんの声を漏もらしたかったのか。逡しゆん巡じゆんしているうちに、少年の背中は遠ざかる。それを無言で見送るのは老人と、その場に残った一人の少女だけだ。


    　少女は少年と老人を交互に見て、僅わずかに息をついた。そこにあるのはもの悲しげな表情だった。


    



    　閉め切った部屋の暗がりに僅かな光が漏れてくる。板張りの隙すき間まから夕日の赤さが滲にじんでいた。


    　その中で一人の老人が少女に跪ひざまずいている。この数日でさらに老いたのか、顔には深く皺しわが刻まれ、唇くちびるも肌もかさかさに乾いている。身は骨と皮ばかりになり、いつ果ててもおかしくないほどにやつれきっていた。


    　老人は憔しよう悴すいしきった瞳ひとみで少女を見つめる。


    「儂わしはいったいどうすればよいのだ……」


    　絞り出すような言葉には苦渋の色が濃い。だが、その問いに少女は答えてはくれない。ただぼうっと座っているだけだ。


    「里が滅ぼうと同はら胞からが散ろうとかまわぬ。すくねよ、ただお前がいてくれればそれだけでいいのだ。だから、儂を導いてくれ」


    　老人は頭を下げたまま少女ににじりよると、がっとその手を掴つかんだ。小刻みに震える老人の手には力が籠こもっていて、ぎりぎりと少女の肌を締め付ける。その滑らかな白い肌に痣あざができそうなほどだ。


    「戎えびすよ、老いたな」


    　その玲れい瓏ろうとした声に老人は顔を上げた。


    「す、すくね……っ！」


    「久しいの。こうして言葉を交わすのはいつ以来だったか」


    　そう言って老人の前で微笑ほほえむ少女の姿は、老人が遥はるか昔、幼き日に憧あこがれたその日のままだった。幼い顔立ちには不釣り合いな大人びた憂うれいを秘める瞳には吸い込まれそうな力がある。


    　老人は嗚お咽えつを漏らして、手にいっそうの力を込める。


    「わ、儂は、儂はもう一度そなたに会いたかった。その日を心待ちにし、一族の誓いを守り続けてきたのだっ！　だから……」


    　積年の思いを一息に伝えようと老人は捲まくし立てる。少女は冷静に老人の言葉に耳を傾けていた。だが、少女の哀れむような表情を見て老人の言葉が止まってしまった。


    　ふっと掴つかんでいた手の力が抜ける。そこへ、少女が言葉を促うながすように優しく聞いた。


    「だから？」


    　だから、なんだったのだろうか。老人は自身に問い直す。だから褒ほめてくれと母親にせがむように泣き出したかったのか、だから一緒に逃げようとあの日伝えられなかった言葉を言おうとしたのか、だからどうしたらよいのか教えてくれとすべてを投げ出して委ゆだねてしまいたかったのか。だから許してくれと至らぬ自分を詫わびたかったのか。


    　きっと、その全部だ。


    　言葉が出てこない老人を、少女は悲しげに見た。


    「戎えびす……。哀れよの。いや、そうさせたのはわらわか。だがな、戎。変わらずにいられるものなどどこにもないのだ。わらわとて例外ではない。幾代ものカンナギを経て、永えい劫ごうの時を生きてきたわらわでもいずれは滅ぶ。否いな、本来であればとうの昔に滅んでいるべきだったのだろうな。お主たちのような悲しい存在を生む前に」


    　少女は慈いつくしむように老人の頭を撫なでる。六十年も前ならば若々しく黒々としていた髪も今では白くなっている。時の流れの痛ましさを感じながら、少女は言葉を続けた。


    「お主たちには申し訳ないことをした。わらわのせいでその命を縛り付けてしまったな。その生命にはいくらでも行き場があったというのに、黴かびの生えた古くさい神のお守りなどさせてしまった。許せよ」


    　その言葉に老人ははっと顔を上げた。それが別れを告げるものだと気づいて、老人はいやいやをするように首を振る。そんなのは嫌だと泣きわめきたいのに、顔をくしゃくしゃにして声を張り上げたいのに、それしかできない。


    　もうあまりにも時間が経たちすぎてしまっていた。ともに手に手を取って逃げるには老人は老いすぎた。ともに支え合って生きるには少女は生きすぎた。


    　せめて、ともに滅ぼうと思っても、それはきっと許されない。どこから始まってもどこまで行っても老人と少女は別の存在だから、行く末も別のところなのだろう。


    　少女は久く遠おんの時を振り返るかのごとく、長く瞑めい目もくしていた。そして、一つのことを決断して目を開いた。


    「もう手遅れなのかもしれぬ。それでも、わらわはお主たちにこう言わねばならぬ。幾星霜の昔にも言うたな……」


    　いつの日のことであったか、同じように滅びの運命を辿たどった一族に告げた言葉がある。少女にとっては同はら胞から、老人にとっては祖先に当たる者たちに少女は言ったのだ。


    「生きよ。草を食はんでも、泥をすすっても生きよ。……今度はお主たちの思うように」


    　あのとき、彼らはその言葉どおりに生き延びることを選んだ。少女は自分のことなど忘れて、人らしく生きて欲しかったのに、そうはならなかった。あまりにも偉大で気け高だかく美しい少女のことを忘れぬように、一族は山へと入り、脈々と少女を、すくねを崇あがめ続けた。


    　彼らにすれば、少女のことを、そして、それまでの自分たちを捨て去ってまで生きようなどとは思っていなかったに違いない。いっそ派手に玉砕してやろうとすら思っていた。


    　それでも、少女との約束があったからそれを頑かたくなに守った。生きる理由をそこに求めたのだ。そのとき、少女は本当に神になった。そうあれかしと望まれ請われ祈られて、リョウメンスクナノカミは一族とともにあり続けた。


    「生きてくれ、自らの考えで、自らの想おもいで。お主たちは神になど縛られずとも生きてゆけるのだから」


    　少女は老人の手をそっと握り返し、静かに告げた。


    　老人は確かに聞いていた。それはまさしく別れの言葉だった。老人はがっくりと肩を落として、うつむく。


    　少女はそっと立ち上がって、戸を開いた。雲間に赤い夕焼けが浮かんでいる。見ているだけで涙が出てくるくらいに綺き麗れいだった。


    「美しいの。終しゆう焉えんにはふさわしい」


    　少女の声で老人も夕焼けを見る。赤い光の中に少女の去りゆく背中があった。


    　老人はその背を見送ることしかできない。すくねを守るために生まれ、守るために生きたのだ。他ほかの生き方は知らない。自分で考えようにも、既すでに思考は凝り固まり、すくねを守ろうという答えにしか行き着かない。しかし、それではすくねの言うことを守ることができないのだ。


    　老人は泣き笑いのような顔をして、乾いた笑い声をあげた。


    「ははっ。これで里も終わり、か。儂わしは……」


    　一人残された部屋の中を老人は見回す。これで山やま人びとの里はなくなった。里の者は新たな人生を生きることだろう。


    　もはや老人は村むら長おさではない。ただの一人の老いた男になったのだ。信じる神も守るべき存在もない。


    　この老いさらばえた身体からだで今更何ができよう。凝り固まった心で何を感じよう。老人は自分の腕を見て、そこに浮かんだしみを撫なでさすると、自分が老い果てたことを実感した。もはや、この身は涙すら流せないのだと気づいてしまった。思考はおろか感情までもすくねを守ることに費やされている。


    　ふと外を見た。落日の赤さが目に滲しみいるほどにまぶしい。


    「すくね……」


    　老人はしばらくの間、鮮血のように赤く燃える炎を見つめていた。


    　あの少年が言ったように、自分は諦あきらめていたのだ。与えられた運命を言い訳にして、その先へと踏み出そうとしなかった。運命を枷かせだと呪のろったくせに、その枷でしか自分と少女を繋つなぎ止めることができなかった。


    　自分と少女がともにいられる理由を運命に見み出いだし、想おもいを殺し、いたずらに時を過ごしてしまった。長おさとして、神を守り、村を守るつもりだった。その果てにあったのは崩壊と別離でしかない。ならば、この数十年に意味などなかったのかもしれない。


    　自分には行くべき場所がどこにもない。その事実に気づいて、老人はふらふらと立ち上がる。


    　もう間に合わないだろう。何もかもが手遅れだ。


    「すくね……すくね……」


    　届かぬと知りながらその名を呼んだ。一つ唱えるたびに足は一歩踏み出す。既すでに神も枷かせも存在しない。老人は夢の中を漂うように力ない足取りで歩き始めた。


    



    　新しん之の助すけが外に出ると、夕映えの中に仲間の姿を見つけた。


    　黄たそ昏がれ迫る山際、暗くて長い夜が始まろうとしている夕暮れを消し去るように暗雲が湧わいてきている。さっきまではあんなに晴れていたのに、急に風が動き始め、雲を呼び込んでいた。


    　先ほどまでさんざめいていた虫の声も、今はいっせいに鳴りを潜ひそめている。


    　空模様に不吉なものを感じて、新之助は我知らず周囲を警戒しながら歩く。辺りを包囲している敵とはまだずいぶんと距離があるだろうに、自然と足音を殺していた。


    「さて、どう戦う？」


    　相手には完全に包囲され、こちらの人数は六人。単純に組み打てばあっというまに勝敗は決してしまう。論ずるのも馬ば鹿か馬ば鹿かしいくらいに絶望的な状況だった。


    「ぼくにはぼくのやり方があるから、気にしないでいてくれていいよ」


    　うぐいすが開口一番そんなことを口にする。戦う前からこちらの人数が減ってしまった。


    「お前、ほんとに自分勝手だな……」


    「ふふ、呆あきれるのを通り越して尊敬してくれていいよ」


    　うぐいすは余裕ありげに笑う。只ただ者ものでないことは気配で察することができるだけに、本当になんとかしてしまいそうな雰囲気はある。だが、それはあくまでもうぐいす個人がどうになかなるだけであり、新之助たちには一切利にならないだろうことも雰囲気で察せられた。


    「新之助さん、二手に分かれましょう」


    　二人のやり取りを見かねてふくろうが提案する。だが、新之助は首を傾かしげてしまう。


    「あん？　この状況で戦力分けるなんてやめたほうが良くないか？　頭数が違うんだから数で押し切られて共倒れするぞ」


    「そうじゃねぇんだな、これが。あいつらのやり口は新之助さんも見たでしょう？　いつだって暗殺者は人の裏をかいてくる。さらに、その裏もかくのがあいつらだ」


    　ふくろうの言葉にましろは頭をひねってはみるものの、答えが出てこないので、くろえのほうを見る。すると、くろえはひょいっと顔を大おお塚つかのほうに向ける。期待のまなざしに大塚は咳せき払ばらいを一つした。


    「つまり、裏に大勢の兵を置いて存在を強調し、その実、腕利きを手薄になっているはずの表口から入れてくるということだな。もっとも絶対と言い切れないあたりが怖いが」


    　大おお塚つかは最後に不安げに付け足した。それには新しん之の助すけも同意せざるを得ない。


    「確証はあるのか？」


    「そんなものはないですよ。あっしはあいつらのやり口を知ってる。それだけです」


    　ふくろうはただ事実を述べたようだった。そこには誇張も虚栄も見られない。


    　そもそもが初めから勝ち目のない戦いなのだ。山を張って当たれば儲もうけもの、外れても仕方がないくらいの気持ちで望むのが正解だろう。新之助はそう考えて、頷うなずく。


    「手て練だれの奴やつはあっしとうぐいすさんが引き受けやす。新之助さんたちは周りの奴らを片付けてください」


    　ふくろうが手早く割り振ると、新之助もましろもくろえも頷く。うぐいすは聞こえていない振りをしているが、反論しないところを見ると異存はないらしい。


    「待て待て待て、簡単に言うがな、その手練れがどうしてお前さんがたのほうに来ると言い切れるんだ。方針を変えて私たちの背後に来たら、どうしようもないぞ」


    　大塚だけが異を唱える。だが、その質問にはふくろうではなく、うぐいすが答えた。


    「その心配はないよ。とっておきの餌えさが今届いた」


    　うぐいすが指差したほうには一人の人物、戦場にはあまりに不釣合いな幼い少女の姿があった。強さを増した風に赤銅色の髪を靡なびかせてゆっくりと歩いてくる。


    「あれって……すくねちゃん？」


    　ましろが目をしばたかせて歩いてくる人影を見つめる。


    「忘れたのかい？　あいつらの目的がなんだったのかを。敵が狙ねらっているのはこれなのさ。山やま人びとの虐殺はその過程。言ってみれば逃がさないための足あし枷かせでしかない。だから、敵は確実にここへ来るのさ」


    　うぐいすは真横を通り過ぎた少女を見てにやりと笑った。少女はうぐいすを一顧だにせず、新之助の前へ来ると、意味ありげに微笑ほほえむ。


    「やはり、こちらを選んだか」


    「ああ」


    　新之助は力強く頷く。


    「失うものは大きいぞ」


    「もともと何も持ってないさ」


    　その答えに満足したのか、すくねは笑みを浮かべて、新之助のそばから離れた。そして、ふくろうの前に立つと、頭を下げる。


    「面倒をかけるな。何とぞ良しなに」


    「心得やした」


    　ふくろうもまた慇いん懃ぎんに頭を下げた。そして、顔を上げると、ぱんっと手を鳴らす。


    「さて、役者は揃そろいやした。始めるとしやしょう」


    　その言葉を合図に舞台は幕を開ける。演目は悲劇か喜劇か。あるいは殺さつ戮りく劇か。その結末を新しん之の助すけは知らない。


    



    　ふと日が陰った。


    　空気が次第に湿り気を帯び始めている。昼間こそ気持ちのいい晴れ間が覗のぞいていたが、時が移るにつれて風は雲を呼び集めてきていた。


    　遠くで空を割るかのような稲光が走る。煌きらめいてから間まを置いて轟ごう音おんがした。


    　音に誘われてうぐいすは空を見上げる。えらく、暗い。低く垂れ込める黒雲が慌あわただしく行き交っていた。


    「荒れるね、これは……」


    　うぐいすは率直な感想を述べて、髪を一ひと撫なでする。


    「この分じゃ夜や半わには嵐あらしになるんじゃないですかね。お早く戻られたほうがよろしいんじゃないですかい？」


    　いつのまにか、うぐいすの後ろにふくろうが立っていた。同じように空を見上げている。


    「できることならそうしたいけどね」


    「おたくなら簡単にできるんじゃありませんか？　どんな御み業わざを使ったかわかりやせんが、苦もなくここまで来たんだ。帰りだって楽なもんでしょうよ」


    「昔から方角占いは得意なんだよ、うちは。それに行きはよいよい、帰りは怖い……。一人で逃げ切る自信はないね。弾たま除よけでも目め眩くらましでもいてくれれば別だけど」


    　うぐいすはふくろうに皮肉な笑顔を向ける。


    「それより、君こそお仕事のほうはいいの？」


    「拝み屋の仕事なんざ大したもんじゃござんせん。怠なまけたところで誰だれが怒るわけでもねぇ」


    　笑いながらふくろうは答えるが、うぐいすはにこりともしない。


    「そっちの仕事じゃないよ」


    「……何がおっしゃりたいんで？」


    　きっとふくろうの目が細められる。だが、そんな威圧をものともせずに、うぐいすは真正面から目を合わせてくる。


    「公こう儀ぎ隠おん密みつ、朝廷と幕府の関係、存在の力……。君は知り過ぎてるんだよ。ただの拝み屋とは思えなくてね」


    「へっ。もちろんただじゃございやせん。お代はしっかりいただきやすよ」


    　ふくろうは煙管きせるに口をつけて冗談めかして言う。


    「ふぅん。それじゃあぼくを煙けむに巻くことはできないよ。世間知らずの坊やじゃ騙だまされても仕方ないけど。君、一体何者なわけ？」


    「それはこっちの台詞せりふですよ。あんたこそ知り過ぎてる。大おお塚つかの旦だん那なはお代官様だからわからないでもないが、あんたは拝み屋ですらない。拝み屋なんてのはあぶれ者のすることだ。あんたはあっしと同じ匂においがしやすぜ」


    　くつくつと笑うふくろうへ、うぐいすは不快げに一いち瞥べつくれると、顔を逸そらした。


    「君なんかと一緒にしないでよね、犬っころ風情が」


    「蟹かにやら蛍ほたるやらは言われたことがありやすが犬ってのは初めてですねぇ」


    「ふん、何言ってるんだか」


    　うぐいすはふくろうの冗談めいた言葉に乗っかるつもりはないのか、すくねに視線を移した。


    「君の目的、あのカンナギなんでしょ？」


    「ご存じでしたか。おっしゃる通りですよ」


    　ふくろうは意外そうでもなんでもなく、淡々と答えた。その不敵な態度に釘くぎを刺すように、うぐいすはきっとふくろうを睨にらみつける。


    「君なんかに殺させないよ。あれはぼくにとって必要な存在なんだ」


    「殺す気なんかありゃしませんよ。物騒なこと言いやすねぇ」


    「君たちは嘘うそばかりつくから信用ならないな。……このままだとお仲間を裏切ることになるけどいいの？」


    「おや、気づいていらっしゃるんで？　まぁ、お仲間といやぁお仲間ですが、そこまで深い仲ってわけでもないんで心は痛みやせんよ」


    　ふくろうの言葉を聞いて、うぐいすは喜悦に顔を歪ゆがめた。なまじ顔立ちが整っているだけに悪意のこもった笑顔はまがまがしい。


    「はっ、あんなに仲良しぶっててもそんなものなんだ。犬でも受けた恩は忘れないのに、君は犬にも劣るね。まさしく虫けらだ」


    「仲良し？　――ああ、そっちのことか。なんでぇ、思わせぶりやがって」


    　ふくろうは肩すかしをくらったようにつまらなさそうな顔をする。


    　二人の噛かみ合わないちぐはぐな会話を、すくねは口を挟むことなく聞いている。目を瞑つぶり、時にくっと顎あごを引いて黙っている姿はその見た目と裏腹にえらく老成している。


    　そして、ぱっと目を開いた。


    「来るぞ」


    　何が、とは二人とも尋ねない。既すでに知っていると言わんばかりに落ち着き払っていた。


    「やれやれ、やっとお出ましか。待ちくたびれたよ」


    「ですね」


    　言って二人が目を向けた先は闇やみ。木この下した闇が膨ふくれ上がり、一筋の影が伸びてくる。不吉な黒服を着た人物の周りはなお一層暗いように見えた。


    　面めんから覗のぞく眼球は蒼あおく澄み渡っている。すべてを飲み込み誰だれ一人として帰さない、深い深い湖のような目。空虚が人の形をしてやってきた。足音一つ立てずにゆっくりとこちらへ向かって歩いてくる。その緩やかさが死を連想させた。人は誰しもがゆっくりと死へ向かって歩いているのだと、そう悟らせる。


    「さて、どの目が出るか。もはや賽さいは投げられた。溢あふれた水は元には戻れぬ……」


    　すくねは空を見上げる。月影も星明かりもない空にあるのは渦を巻いた暗雲だけだった。


    



    　風が鳴いている。


    　雲は風に乗り、東へと飛び去っていく。西から押し寄せる黒い雲はこの地域には珍しく、重苦しい湿り気を帯びていた。


    　雪が降るやもしれぬ、と大おお塚つかは空を見上げる。一度そう思うと、急に肌寒さを覚えた。


    　だんだんと暗くなっていく山際。東から闇やみは濃くなり、夜の帳とばりが落ちようとしていた。闇に潜むものどもが動き始めるにはいい頃ころ合あいだ。


    　大塚は新しん之の助すけらと軽く手順を確認する。


    「よし、ではお前さんがた二人が敵を釣り上げてくる。そして、二手に分かれて迎え撃つ。それでいいな？」


    「了解っ！」


    　ましろが元気良く返事をして、くろえがこくっと無言で頷うなずく。


    　大塚はこの二人の少女が本当に戦えるのかと半信半疑で、複雑な表情をして二人の背中を見送る。それでも、身のこなしはかなり軽そうなので、囮おとり役ならば十分にこなせそうだ。


    　そもそも、あの少年がなんの疑いもなく、二人に戦いを任せているのだ。きっと何かしらの策があるのだろう。つくづく不思議な連中だと大塚は思う。


    　その連中の中心人物はどこへ行ったのかと辺りを見回すと、大岩に一人の少年が腰掛けている。胸には刀を抱き、口を真一文字に引き結んで目を閉じている。


    　背中に声をかけた。


    「空模様が怪しいな」


    「ああ。どんよりとしていて一雨きそうだ」


    　新之助は目を開けずに答えた。肌で感じる風には粘り気がある。


    「お前さんの故郷では雪はあまり降らんのか？　こいつは雪の気配だよ」


    「へぇ。この辺りはあまり雪が降らないと聞いたけどな」


    「ああ、いつも山の向こうで雪が降る。こっちに来るのは空からっ風だけさ。だから、いつもと違うとわかる。ちらつく程度なら酒の肴さかなにもなるが、あんまり降ると困りものだな。また民が飢える」


    　大おお塚つかは深刻そうに眉まゆ根ねを寄せて溜ため息いき混じりに言った。


    　その声こわ音ねに何かを感じたのか、新しん之の助すけは瞼まぶたを開けて大塚をまじまじと見た。そのぶしつけな視線に大塚は苦笑する。


    「何かおかしなことを言ったかな？」


    「いや、てっきり不良代官だとばかり思っていたが、存外まともだと思ってな」


    「なに、要は慣れさ。二十数年、代官としての大塚平へい八はち郎ろうを強要されてきたのだ。嫌でもこうなる」


    　大塚はつまらなさそうに肩を竦すくめた。


    「慣れとは詰まるところ、誰だれにでもできるということさ」


    「代官は誰だってなれるもんじゃないだろ」


    「代官の子に生まれさえすれば、誰でもなれるさ。養子でも構わん。私の性格も能力も関係がないんだよ」


    　大塚は自じ嘲ちよう気味に笑う。


    「お前さんも武士ならわかるだろう？　別にこの精神に武士道なんてものが宿っているわけではない。武士の血が宿っているから武士を名乗っているに過ぎんのさ。そう考えると」


    　大塚は苦いものを飲み下すように言葉を断ち切った。それでも、新之助には言葉の続きがわかった。


    「虚むなしい、か？」


    　新之助の言葉に大塚は苦笑して頷うなずいた。


    「自分でなくてもよかったなら、なぜ自分だったのか。答えなぞないのはわかっているが、考えずにはいられまい。まさか、親に向かってどうして生んでくれたと詰め寄るわけにもいかんしな」


    　新之助も頷いていた。立場も生まれも違えども、同じ苦しみを抱いている。自分の裁量でどうすることもできぬものに直面して、立ち止まってしまうのだ。そして、それを乗り越えようとあがき続ける。


    「だからなのだろうな。私がこんなことをしているのは」


    　大塚は髪を撫なでつけて、結ゆわえられた鈴をりんと鳴らした。男が身につけるにはあまりにも可愛かわいらしいその鈴は、ころころと笑うように鳴り続ける。


    「何な故ぜだか、若い時分は己おのれにのみできることに固執していてな。あれこれと手を伸ばしては悶もだえていたものだ。この鈴はその頃ころの名残だよ」


    　大塚は愛いとおしそうに優しく鈴を摘つまんでちりちりと転がす。だが、その視線は仇きゆう敵てきを見るかのように鋭い。その音がするたびに己の若かりし頃が思い出されるのかもしれない。どこまでも愚かでかけがえのない記憶が呼び覚まされているのだろう。


    「結局、人は持って生まれた宿命には抗あらがえぬのさ。望むと望まざるとに拘かかわらず追ってくる。なるようになる、というのはつまるところ、なるようにしかならないということだ」


    「それでも……諦あきらめる理由にはならねぇさ」


    「同感だな。……お前さんの言葉が村むら長おさに響くといいがな」


    　大おお塚つかは一瞬だけ村長の館やかたへと目を向けてすぐに戻した。


    　言いながらも大塚はその願いが叶かなわないだろうと思っている。人の心は誰だれかの言葉一つで変われるほど、安くはない。それで変わるというのなら、そもそもが安い心でしかないのだ。


    　そして、あの老人には変われるだけの猶ゆう予よがない。追い詰められた状況下でなければ、この少年の言葉にも耳を傾け、自らの人生を省かえりみただろうが、少しばかり時間が足りないように大塚には思えた。


    　その考えを表情から察したのか、新しん之の助すけはがりがりと頭を掻かいて困ったような顔をする。


    「でも、正直なところ、わからねぇんだよ。あそこまで覚悟を決めた人間をどうしたらいいのか。男がこうと決めたことを否定してまで手を出していいんだろうか。その覚悟は尊重されるべきじゃないのかって」


    「ふむ、お前さんの言いたいこともわかるがな。それでも私は手を出すぞ」


    　大塚は断固とした口調で言った。朗ほがらかに笑う顔には悩みも迷いもない。その自信の源がどこにあるのか知りたくて、新之助は訊たずねる。


    「どうしてだ？」


    「簡単なことよ。救いたいと思う気持ちに間違いなどあるものか。もし、間違っているならそれは世界が間違っているのだ」


    　傲ごう岸がんとまで言えるほどに自信に溢あふれた言葉が新之助の耳じ朶だを打つ。それは新之助の疑問、すべてに対する答えだったのかもしれない。


    「あんた……」


    　そこまで言ったが、新之助が突然ぱっと身構える。視線は大塚を通り越して、その後ろへ向けられている。つられて大塚も振り向いた。見ればましろとくろえが応戦しながらこちらへ駆けてきていた。


    「人がいい話をしているというのに……。無粋な連中だな」


    　言って大塚は刀を引き抜いた。それに合わせるように新之助も刀の柄つかに指をかける。


    「あんたはそこから動くな。目の前の相手だけ斬きり伏せるんだ。背中は俺おれたちに任せてくれていい」


    「ははぁ、それは心強いな。では、始めようか」


    　言うや、大塚は中段に構えると、しっかりと体重が乗った踏み込みで鋭い突きを繰り出す。すぐさま、腕を引いて次の攻撃へと移る体勢に入った。一連の動作には澱よどみがなく流れるようにしなやかだ。


    　なかなかの腕だ。昨今の侍の中では遣つかい手の部類に数えていいだろう。大塚自身、自らの技量に頼むところがあるようだ。その剣筋も大おお塚つかの性格がよく出ていて、どこか洒しや脱だつさを感じさせる。


    　だが、それだけに軽い。刺し突とつは確かに相手の黒服を貫いて、肉を捉とらえていた。


    「っ!?　こいつら……」


    　異様さに気づいて、大塚はすぐさまその場を飛び跳ねる。そこへ鋭い斬ざん撃げきが飛んできた。胸に風穴を開けて、鮮血を迸ほとばしらせながらもそれを一顧だにせずひたすらに斬きりつけてくる。


    「痛みを感じない相手というのがこうもやりづらいとはな……」


    　愚ぐ痴ちをこぼすかのように大塚は吐き捨てて応戦する。何度も手傷を負わせるが、次第に違和感が大きくなる。


    　呼吸が合わないのだ。相手が尋常に痛みを感じる者であれば、まず一撃目の突きで確実に動きが鈍ってくる。胸を貫かれた痛みを無視することなどできはしない。息は荒くなり、動くたびに生まれる痛みで足は止まり、必然隙すきは生まれる。


    　だが、連中にはそれがあてはまらない。そのことを織り込み済みで動かなければいずれ、こちらが力尽きてしまう。そのことに気づいた頃ころには既すでに追い込まれ始めていた。その焦あせりが剣を鈍らせる。


    　ぴっと血ち飛沫しぶきが飛んだ。触れたか触れないかというほどの僅わずかな接触でしかなかったのに、刃やいばは大塚の服を裂き、肌を薄く削そいでいる。恐ろしいまでの切れ味だ。


    　相手の使っている刀は刀身が奇妙なまでに反り返った特殊なもので、その形状から日本刀でないことは明白だ。


    「彎わん刀とうだ……。波斯ペルシヤ辺りの刀だが、特徴は弓なりに反った刀身と、それによって生み出される切れ味。斬ることに特化した刀だ。近いものだと唐から国くにの青せい竜りゆう刀とうなんかに似ているな」


    　背中合わせになった新しん之の助すけが相手の刀を食い入るように見つめて、楽しげに言う。この状況下でよく笑えるものだと大塚は半分以上呆あきれながら相あい槌づちを打つ。


    「詳しいな」


    「まぁな。数少ない俺の趣味だ」


    「それで、どうすればいい？」


    　大塚の質問に新之助は剣で答えた。鋭く振りぬくと、相手の刀は柄つかだけを残している。


    「こんな感じだ」


    　新之助はこともなげに言うが、それを見て大塚は絶句する。剣を学んだ者だからこそ、今の一撃の凄すさまじさが理解できる。


    　新之助は刀を折ったのではなく、斬ったのだ。確かに、新之助の差さし料りようが並々ならぬ名刀であるのも加味すべきだろうが、それでも、刀が優れているからと言ってできる芸当ではない。


    「……私には無理だな」


    　大塚は自らの力量不足を認める。見栄を張っている場合ではない。


    「じゃあ、折るほうで行こう。斬った感触で言うと、あっちの刀のほうが固い。彎わん曲きよくしている部分に通して捻ひねり上げろ」


    「簡単に言ってくれるな」


    　あまりにも淡々と語る新しん之の助すけに、大おお塚つかの口調はどこか怨うらみがましい。それでも、新之助の言うように試してみる。


    　刀と刀が絡からんだ瞬間に手首を返して巻き取ると、即座に逆へねじり上げた。ちょうど二つの刀が半月のような形を描き、弓なりの部分がそれぞれ違う方向へと向かっていく。と、ある一点を境に刀は二つの鉄片へと変わる。


    　硬いということはすなわち、柔軟性を欠くということだ。したがって、違う方向へと力が働けば脆もろい。


    「よし、いけるっ！」


    　相手の刀を破壊するや返す刀で横よこ薙なぎに払う。相手の左腕を飛ばして、さらにたたみかけるように上段から唐から竹たけ割わりに脳天を打つ。瞬間、相手の男は崩れ落ちた。それを確認して、大塚は次の相手を探す。


    　大塚は横目で新之助を見た。新之助は三人を相手取って瞬またたく間に斬り伏せていく。その圧倒的な技量に大塚は目を見張る。


    　自分とは明らかに格が違う。身のこなしや纏まとった雰囲気からかなりの剣客だろうと思ってはいたが、想像を遥はるかに超えていた。剣鬼、あるいは剣聖、そんな言葉が大塚の頭をよぎる。こんな男に背を守られていたことを、そして、この男が自分に背を預けていてくれたことが急に誇らしく思えてきた。


    「大おお久く保ぼ新之助。お前さんと一緒に戦えてよかった」


    「はぁ？　そういうのは全部終わってからにしてくれよ」


    　だしぬけに言われて新之助の動きが一瞬止まる。だが、すぐさま対応して相手の刀を弾はじき飛ばすと、大塚に言葉を返してきた。その余裕のあり様に大塚は思わず笑う。


    「確かに。縁起でもないな」


    「まったくだ。――あ、あいつら……ったく」


    　新之助は軽く舌打ちをすると、目の前の相手を思い切り吹き飛ばして間まを作ると大塚に声をかけた。


    「おい、ちょっと移動するぞ。離れないでくれよ」


    　言われて、大塚は新之助の視線の先を見て絶句した。そこでは白い少女が十と重え二は十た重えに取り囲まれている。それも、一か所ではない。離れた場所でも同じように黒い少女が囲まれていた。


    



    　木の幹を背にして白い少女が奮戦している。囲まれている中では、少しでも攻撃される範囲を狭せばめる必要があった。


    　ましろは正面の敵を思い切りはね飛ばした。倒すそばからわらわら湧わいてきて、一瞬できた空白もすぐさま埋め尽くされてしまう。


    　腕を断とうが脚をもごうが迫ってくる。そんな生殺しを続けていると、ましろの神経のほうが先に参ってしまいそうだ。はっきり言って気持ち悪い。はらわたがごっそりはみ出ている。腸液も血液も脳のう漿しようもまき散らしながら剣を振るう姿を見て、誰だれが人だと思うだろうか。


    　曲がった首と濁にごった瞳ひとみで見つめられてましろは心底恐ろしくなった。ましろが彼らを攻撃する理由は今やたった一つ、近づかないでほしいという純粋な嫌悪だ。


    　沈み込むような嫌悪感と、攻撃的な高揚感。二つの間で揺れる心が狙ねらいをくるわせる。


    「あーっ！　もうしつこいっ！」


    　振り抜いた爪つめは癇かん癪しやくを起こした子供のように辺り構わず傷を付ける。だが、それはいたずらに血を降らせるばかりで、相手の動きを止めるには至らない。


    　このとき、ましろは初めて人間というものを恐れた。人の身でありながら、心を壊してしまえば簡単に化け物になってしまう。初めから恐れられるべき存在であるあやかしよりもよっぽどたちが悪い。


    　こんなモノと戦うなど尋常でなく骨が折れる。それより先に心が折れてしまいそうだ。


    　ましろの中で不安ばかりが大きくなる。果たしてだいじょうぶだろうかとそんな心配をしていた。


    　自分の心配ではない。


    　あの少年は無事だろうか。ついでにあの少女も無事なのだろか。


    　さぞかし苦労しているだろうと、目をやって心底呆あきれた。


    　くろえが一発殴なぐりつけると、男は体がひしゃげて遥はるか後方へと飛んでいく。多少の当たり損ないも狙いのずれもものともしない、圧倒的な力ちから業わざだ。それでも、やはり気持ち悪いのか眉み間けんに皺しわを寄せて渋じゆう面めんを作っている。


    「ちょっとまずい、かな」


    　ましろは自分とくろえが置かれている状況を見て思わずこぼす。


    　そして、暗殺者はその感情の揺れを見逃さない。弱気になったと見るや、果敢に攻め立ててきた。四方八方から幾本もの刃やいばが突き入れられる。だが、その攻撃は単調にして単純。ただ全方向からの一斉攻撃でしかない。


    　であればこそ、ましろは極めて冷静に一本一本の刃を砕くことができる。そのあまりに簡単な刺し突とつそれ自体には策も意図も込められていない。


    　だが、ましろは失念していた。暗殺者は常に裏をかくのだ。意味のない行動などありえない。もし、その行動に意味が感じられないのならば、それは巧妙に隠されているだけ、見えない部分、意識の死角にこそ刺客は潜む。


    　さっと葉が擦こすれる音がした。ましろの聴覚が音源の方向を探って、自らの失策に気づいた。


    　頭上から黒い影が落ちてくる。両の手には彎わん曲きよくした刃やいばが二本。それがまるで命を刈り取る死神の鎌かまのように見えた。


    「しまっ……」


    　目を瞑つぶる。眼前の光景を否定しようと固く固く目ま蓋ぶたを閉じる。


    　ぞぶっと肉を裂さくいやな音と、血が噴ふき出す音がした。


    「無事か？」


    　そして、聞き慣れたあの声。ここまで駆け通しできたのか、息が上がっている。


    　目を開くと、以前よりも少しばかり広くなった少年の背中がある。


    「新しん之の助すけ……」


    「おう」


    　一瞬、振り返って新之助は微笑ほほえむ。そして、ましろを庇かばうような位置に陣取ると、刀を中段に構えて敵を牽けん制せいする。


    　ましろはすぐさま体勢を立て直して、新之助の背中にぴたりと背中をくっつけた。


    「来てくれたんだ……、ありがと」


    「当たり前だろ。危ない目にあってる奴やつをほっとけるかよ」


    　新之助の即答に、ましろは一瞬複雑な表情をするが、すぐに微笑んで小さな声でぽそっと漏もらした。


    「む。……まぁ、いっか。新之助らしいし」


    「なんか言ったか？」


    　新之助は振り返って聞き返す。が、ましろはふるふると首を横に振った。


    「なんでもない」


    「そうか？　それにしても……なんでこうなってんだよ？　二手に分かれてって言っただろうが」


    　ぐるりと周りを取り囲む黒服の集団を睥へい睨げいしてから新之助は溜ため息いきをつく。それに対して、ましろは不思議そうな顔をする。


    「えっ？　だって、二手に分かれろって……」


    　二人はお互いに顔を見合わせた。


    「だから、二手に……ああ、そっちと勘違いしてたのか」


    　新之助は合点が行ってかくっと肩を落とした。ましろはましろで自分の間違いに気づいたのか、笑ってごまかし始めた。


    「あー、あははは」


    　なんのことはない。二手の意味を取り違えていたのだ。新之助の言わんとするところの二手は要するにましろとくろえ、新之助と大おお塚つかの二組を指し、ましろの思うところの二手はつまるところ、ましろ、くろえの二人のことを指していた。


    「ま、まぁ、ちゃんと二手に分かれたし、いいじゃんっ！」


    　ましろはちらっとはるか左手のくろえの様子を窺うかがう。見れば、大おお塚つかと背中合わせになりながら応戦している。大塚もなかなかの手て練だれで二人の呼吸は悪くない。


    「ちゃんと、ねぇ。まぁ、いいや。いくぞ」


    「了解っ！」


    　新しん之の助すけが声をかけると、ましろはことさら元気良く返事をして構えを取る。


    　雰囲気が、変わった。


    　足あし捌さばきは先ほどよりも軽やかになり、生み出す空間の断裂にも切れが増している。大きな瞳ひとみは間断なく動き、敵の一歩先までを見通している。幾度打とうと放とうと身体からだは疲れることを知らない。恐怖感も嫌悪感も消えていた。寒くなっていた背筋も、今はほんのりと温かい。新之助に背中を預けているだけで確かな安心感があった。


    　ましろと新之助は自然と互いの呼吸に合わせていく。新之助が攻めれば、それに合わせるようにましろが引き、ましろが前に出れば新之助も応じて下がる。二人は好き勝手に動くくせに不思議とお互いの邪魔になることはない。


    　新之助の剣が横に一いつ閃せんすると、眼前にいた男三人は腕と刀を弾はじき飛ばされた。一瞬の間かん隙げきに畳みかけるように、返す刀で切りつける。一呼吸で三人破ると、相手の攻撃に空白が生まれた。その僅わずかな時間、新之助の視線は目の前の男たちを見てはいない。


    　あの男はどこにいるのだろうか。


    　見渡してもここにはいない。半ば予想していたことだったが、おそらく、一番の腕利きであろうあの男はふくろうたちのもと、すくねのもとへ向かったのだろう。


    　そのことに新之助はほっとしていた。はっきり言って今の時点でやり合えば新之助の勝算は低い。だから、ここはふくろうに任せたほうがいい。何より、目の前の敵に集中しなければいつこちらがやられるとも限らない。敵は無視できるほどには弱くないのだ。


    　だが、なぜ、未いまだこの眼めはあの男を捜してしまうのか。


    　それはおそらく、新之助の我わが儘ままだ。剣客としての性さがだ。あの男ともう一度勝負をしてみたいと純粋に思う部分がある。


    「新之助、行っていいよ」


    　背中にましろの声がかかる。


    　新之助が振り返ると、ましろと眼めが合った。ましろは仕方がないと、子供の悪戯いたずらを笑って許してやる母親のような表情をしていた。


    「付けたいんでしょ？　決着」


    「い、いや、今はそんなこと言ってる場合じゃ……」


    　新之助は図星をつかれて、しどろもどろになってしまう。それにましろは首を振って微笑んだ。


    「ましろたちの心配なら要らないよ。三人で固まればだいじょぶ。だから、行って。たぶん、あの犬女だって同じこと言うと思う。あ、それともあれかな？　ましろたちはそんなに信用ならない？」


    「そういうわけじゃないが……」


    　ましろとくろえがちゃんと協力できれば周りを囲む者たちなど問題なく葬ほうむり去ることができるだろう。ただ、互いの相性がよろしくないので実現していないだけのことだ。


    「なら、ここはましろとくろえが引き受ける」


    　はっきりとましろはそう言って笑った。


    　新しん之の助すけは自分の我わが儘ままに付き合わせてしまう罪悪感からつい、謝ろうとした。だが、それは違うのだ。ここは謝るよりもふさわしい言葉がある。


    「ありがとう。恩にきる」


    「うん、いい返事。よしっ、いけっ！　新之助っ！　あんなのぶっ飛ばしちゃえっ！」


    　ましろが拳こぶしを振り上げて鼓こ舞ぶする。その拳に殴なぐりつけられて、黒ずくめの男が景気よく飛んでいく。


    「ああ、……勝ってくる」


    　この男にしては珍しく勝敗について口にした。それは気負っている証あかしか、それとも、ましろの激励に応こたえたかったのか、おそらくは両方だろう。


    　新あら鷹たかを改めて握りしめると、その剣けん閃せんが走る。自らの道は自ら切り開く。取り囲む人の壁を突き崩すと、疾風の如ごとく駆けて行った。


    



    　累るい々るいと屍しかばねが転がっている。折り重なった死体は雨に打たれて赤い水を大地に染み込ませていた。


    　その有様を見て、大おお塚つかは身震いを一つする。どれもこれも傷みに傷んだ身体からだばかりだが、その躯に怖おぞ気けを走らせたわけではない。一歩間違えればあそこに転がっていたのは自分だったのだと改めて思い知ったのだ。


    　そんな想像を巡らすくらいに大塚は疲ひ弊へいしていた。だが、逆に言えば、そんな想像をしていられるくらいには余裕があるのだ。


    　その余裕の源は二人の少女だ。


    　今も自分の左右を守る黒白の少女たちは如い何かなる秘術を使ってか敵の猛攻を防いでいた。相当な数の相手を沈めたはずだ。だというのに、未いまだに眼前には無数の人がいる。


    「きりがないな……」


    　大塚は返り血で滑る柄つかを握りなおした。既すでに刃はは潰つぶれ単なる鉄の棒と化している。斬きると言うよりは叩たたいているのに近い。いったん弾はじき飛ばすと、また立ち上がって迫ってくる。まったく徒労と言っていい。


    　群がる敵を前にして、大おお塚つかはなるべく前に出ないように心がけた。別に臆おく病びよう風かぜに吹かれたわけではない。ただ、分をわきまえているだけだ。二人の邪魔にならないようにと考え、一歩下がる。だが、その代わりに二人の死角へは何なん人ぴとたりとも踏み入らせない。あの少年の代役には力不足だが、その覚悟においては引けを取るまい。


    　黒白の少女は対照的な動きを見せていた。


    　多撃必倒のましろ、一撃必殺のくろえ。


    　ましろが縦横無尽に駆けると、くろえは泰たい然ぜん自じ若じやくと構えている。


    　動静にくっきりと分かれた二人の相性は微妙に悪い。ましろが駆け抜けようとすると、その進路上にくろえがいるし、くろえが一気に片を付けようと待ち伏せているとましろが突っ込んでくる。


    　その度にお互い軽く睨にらみ合って仕切り直し。絶妙に足を引っ張り合っていた。


    　連係がうまくとれなければ自然と動きが鈍ってくる。特に、瞬発力と速度を生かして戦うましろにはそれが顕けん著ちよに現れていた。


    　だから、なんでもない一撃も危うくすれすれでかわすことになる。


    　しゃっと男の腕が伸びて彎わん刀とうがましろの頭部を捉とらえた。


    「うわわっ！」


    　叫びながらもなんとか体を倒して避よけた。が、刃やいばはわずかに届いたのか、ちっと音がする。ましろはそれに構わず、低い体勢のまま相手の懐ふところへ入って腕を掴つかむと背負い投げる。


    　難を凌しのいでほっと一息つくと、肩にはらりと何かが降りてきた。それが自分の髪だと気づいてましろは慌あわてて頭上に手をやる。


    「ああぁぁーーっ！」


    　手に触れた感触にましろは驚きよう愕がくの声を上げた。突然の大きな声にくろえが一瞬びくっと身体からだを震わせてから、何事かと寄ってくる。


    　それまで、ましろの白い髪を纏まとめ上げていたのは一本の簪かんざしだ。今、手の中にあるのはぽっきりと折れてしまった簪だったもの。


    「あ……、初めて新しん之の助すけにもらったのに……」


    　ましろは真っ二つに折れた簪を見つめてわなわなと肩を震わせる。


    「もうあったまきたっ！　絶対許さないんだからっ！」


    　射殺すような視線でぐるりとあたりを睥へい睨げいする。相手が並の人間だったらその目だけで心臓が凍りつくくらいに震え上がることだろう。しかし、敵は既すでに人の心を失ってしまった者たちだ。ましろの感情にも無関心で再び包囲を開始する。


    「熱くなりすぎ。冷静に」


    　くろえはましろと背中合わせになって耳打ちする。その落ち着いた声こわ音ねにましろが噛かみ付いた。


    「あんたねぇ、人の身になって考えなさいよ。くろえは想像力が欠如してるよ？　くろえが新しん之の助すけに簪かんざしを買ってもらいました」


    「まだ買ってもらってない」


    「なによ、まだって……。ま、いいや。買ってもらったとして、それがわけわかんない連中に壊されました。さて、どうする？」


    　その質問にくろえは即答した。


    「殺す」


    「ご名答っ！　そういうわけで協力することっ！」


    「わかった」


    　くろえはこくっと頷うなずくと、二歩ほど下がる。逆にましろは一歩前に出た。既すでに両の手には十の刃やいば、空間の断裂が形成されている。


    　二人は一言の打ち合わせもなしに、自然と動いていた。


    　普段はまるで違う二人も、ある一人の人物への思いは同じだ。だからこそ、考えることが一致した。


    「危ないから離れててね」


    　ましろが大おお塚つかに声をかける。


    「……ああ、わかった」


    　何をするつもりなのか、大塚にはさっぱり見当がつかないが、二人の少女から発せられるただならぬ気配に何かを感じて大塚は素直に従う。


    　ましろの眼前にあるのは敵と山肌、その他ほかには何もない。


    「よしっ！　じゃあいくよっ！」


    　くろえに合図をすると、ましろは空間の断裂を解き放つ。放つや否いなや、続けざまにさらに十、さらに二十と地表へと刻みつけていく。地盤をずたずたに引き裂さき、幾重にもわたって傷を付けていく。嵐あらしよりも野の分わきよりもさらに激しく風は逆巻き、雪崩なだれのように土砂が湧わき上がった。


    　大地は絶えず揺れ動き、礫つぶてが飛び交うその空間の中では立っていることもままならない。二本の足で身体からだを支えきることができず、黒服の連中は一人残らず倒れ伏していた。


    　敵が歩くというのなら、彼らが立つ大地自体を奪ってしまえばいい。これ以上ないほどに完かん璧ぺきな足止めだった。


    　だが、足止めはあくまで足止め。決め手はもう一人の少女が持っている。


    　くろえの周囲にはどんな光も届かない。彼女の張り巡らせた空間の歪わい曲きよくはあらゆるものを捻ねじ曲げる。音も光も果ては摂理も捻ねじ曲げる。


    　何もかもを歪曲させる黒い力の渦は徐々にくろえの右手に収束していた。


    　これだけの破壊力を得るには十二分な溜ためを要する。それだけの時間はましろの瞬発力が稼ぎ出してくれていた。


    「くろえ、やっちゃえっ！」


    　さすがに疲れたのか、ましろは肩で息をしながらくろえに声をかけた。こくっと頷うなずき返すくろえも額ひたいに汗を浮かべている。


    　連続しての戦闘に加えてこれほどの大技だ。疲れないほうがおかしい。だが、それもこの一撃で終わりになる。


    　くろえは気合とともに右手の力を解放する。


    　瞬間、世界が爆はぜた。


    　際限のない破壊の渦が山に叩たたきつけられる。亀き裂れつの入っていた台地は地盤を根こそぎ砕かれて、崩ほう落らくを始める。轟ごう音おんとともに山が歪ゆがみ崩れ流れていく。


    　膨ぼう張ちようを続けた渦は一定の大きさに至ると、次は収束を始めた。木々が飛び交い、人も岩も飲み込まれていく。砂さ礫れきの一粒一粒に至るまでがその存在を否定されて、消えうせるべきものとしてこの世界から離れていく。


    　あとには荒涼とした赤土の大地があるだけだ。


    　そこにあった一つの山も、一つの集団も掻かき消えていた。


    「ふぅ、おしまい」


    　くろえは肩の力を抜いて、一息つく。その横にましろが並んだ。にこやかな笑えみで話しかける。


    「やるじゃん」


    「別に普通」


    　くろえはにべもなく言う。が、その顔はどこか誇らしげだった。


    　そんな二人を大おお塚つかは黙って見ている。顔は強こわ張ばっていた。大塚の表情を見て、ましろは少し暗い気持ちになった。ましろは人の姿をしているが、本性はあやかしだ。決して人とは相あい容いれない存在。如い何かに表面上、仲良くしていても踏み越えられない一線がある。化け物と罵ののしられたくなければ、人前で軽々しく超常の力を使ってはならない。


    　いくら大塚が常人とは違う感性の持ち主とはいえ、これだけの力を見せつけられればさすがに化け物と口にするだろう。現に、大塚の瞳ひとみには恐怖の色が滲にじんでいる。


    　大塚が顔を引きつらせながら口を開いた。ましろは反射的に身体からだが竦すくむ。


    「……領内の地図を書き換えねばな。また、出費がかさむのか……。なんと言い訳しよう」


    　言って大塚は頭を抱え込む。どうやらましろとくろえの正体よりも苦しい台所事情のほうがよっぽど恐ろしいらしい。


    　拍子抜けしたましろは思わず笑いがこみ上げてきた。大塚はそれを目ざとく見つけて恨みがましい視線を送る。


    「笑い事ではないぞ、まったく。やりすぎだ。地図だけでなく、この土地の整備もせねばならんし、他ほかにもだな……」


    　ひとしきりぶつくさと文句を言ってから、やっと一つの疑問が浮かんだ。


    「やれやれ、お前さんがたは本当に何者なんだ？　とんでもない連中だな」


    　その今更過ぎる質問にましろとくろえはきょとんとしてお互いに顔を見合わせる。


    「何って……化け猫？」


    「犬神……」


    　二人の答えに大おお塚つかはただ朗ほがらかに笑う。


    「はははっ。実に可愛かわいらしいあやかしだ。だったら、仕方ない。化かされたと思って金のことは諦あきらめよう」


    　三人揃そろって笑いさざめいていると、急に大気が揺れた。それに併あわせて、ましろとくろえはばっと一点を凝視する。


    　すぐ近くに妖よう気きの胎動を感じる。それはあまりにも強大でどこまでもまがまがしい。


    　体中の毛が逆立つような感覚に襲われた。これは間違いなく恐怖だ。自らよりも遥はるかに強い存在を察知して本能が警けい鐘しようを鳴らしている。


    「ましろ……」


    「うん、わかってる」


    　くろえの言葉の先を読んでましろが答える。これだけ大きい力ならば、多少の霊感の持ち主であれば必ず気がつく。強すぎる力は戦せん禍かを招くだろう。そして、きっと悲しみが生まれる。それを見過ごせないであろう人に心当たりがあった。二人はじっと木々の向こうを見つめた。


    　その背中に優しい声がかかった。


    「さて、もうこの辺りは大丈夫だから気にする必要はないぞ。私に構わず行くといい」


    「えっ？」


    　振り返ると、曲がった刀をむりやり鞘さやに納めている大塚がいる。


    「気になっているのだろう。彼のことが」


    「あ、いや、気になっているって言うか」


    「行かれよ」


    　柔らかい、だが、断固とした口調だった。


    「……本当にいい人だね」


    「ありがとう」


    　ましろとくろえは一礼すると、すぐさま駆け出していく。その背中を一人残った大塚が見送った。


    「それを言うなら、いい男、さ」
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    陸　宿世の縁　ancient_fate


    



    　しとっと水滴が落ちてきた。風が泣き、大地で雨が踊り始める。打ちつけられる水はいつしか小さな小さな氷へと変わる。落ちてくるとまたすぐに水へと姿を変えた。大地を潤うるおすこの水も、乾けばいずれ空へと昇り、雲となり、また戻ってくる。


    　万物は流る転てんするのだ。変わらずにいるものなどない。もし、あるとすれば、それは変わらぬものなどないということだけが永久に変わることがない。かつて少年だったあの老人はそのことに気づけただろうか、とすくねは雨を見ながら思った。


    　静かな時間が流れる。目の前には殺さつ伐ばつとした光景があるというのに、すくねの心はやたらと落ち着いていた。


    　男が三人互いに睨にらみ合っている。その中で一ひと際きわ異彩を放っている黒ずくめの男は沈黙を破るように溜ため息いきをついた。


    「ふむ。陽動には乗ってこなかったか。そこまで馬ば鹿かではないということのようだ」


    「お褒ほめに与あずかり恐きよう悦えつ至し極ごく。あんたらのやり口は嫌ってほど知ってるもんでしてね」


    　ふくろうは不敵に笑う。


    「ふむ、さもあろうな」


    　男はふくろうをまじまじと見つめて納得したように頷うなずいた。それから、うぐいす、すくねへと順々に視線を移す。


    「あの少年は……、いないか」


    　面のせいで表情は読みとれないが、口調には落胆の色が見える。


    「ふん、ぼくらが相手じゃ不満かい？」


    「別段、不満と言うことはない。仕事は仕事だ。与えられたものを全力でやるだけだ」


    　男はそれこそ事務的にものを言う。


    　仕事とは生なり業わいとも言い換えることができよう。その言葉が示すとおり、労働の第一義は生存するために行われるのだ。ゆえに、そこに好き嫌いや善し悪しといった尺度は介入し得ない。その摂理に反すれば職にあぶれ、世に置いていかれ、人に忘れられていくだけだ。


    「なるほど、至し言げんだね。含がん蓄ちくがあるよ。でも、仕事は全力でやるって部分はいただけない。仕事を適当にやるから日々の食事が美お味いしいのさ。その辺りは文化の違いなのかな。ねぇ、『山の主あるじ』」


    「ほう、我らの正体に気づいていたのか」


    「まぁね。何も幕府だけが海外との付き合いがあるわけじゃない。その気になればいくらでも情報は手に入るさ」


    「ふむ、であれば死んでいただくしかなかろうな」


    　男は腕をだらりと下げて、一歩踏み出した。


    　そのまま、無造作に腕を振るうと、空中でいくつもの雫しずくが弾はじけ飛ぶ。その軌跡の先にはうぐいすがいる。


    　うぐいすはまるで陽かげ炎ろうのようにふっと身を揺すると紙一重でそれをかわしていた。


    「粗野な武器だな。いかにも蛮族って感じだよね。陰いん々いん滅めつ々めつとしていて、君にはお似合いだけど。やっぱり戦いっていうのは、これくらい雅みやびやかでないとねっ！」


    　高らかに笑うと、袂たもとから人ひと形かた代しろを抜き取り、立て続けに幾枚も放っていく。


    　宙に投げ出された白い人形代は、一瞬ふわりと舞った。


    　そして、両端を広げて男目掛けて殺到していく。幾重にも折り重なった白い燕つばめは、雪崩なだれのように襲いかかる。鮮やかな白い濁流は有無を言わさず男を飲み込み、その黒い姿が完全に包まれて見えなくなった。凝こった塩の山のように、不気味にほの白い。


    「これで、おしまい。つまらないね」


    　うぐいすは鼻を一つ鳴らすと、くるりと背を向けた。


    「よくもまぁ、あんな一瞬で呪のろいを込めることができやがるぜ……大した才能だ」


    　呆あきれたようにふくろうが言う。


    「でも、ちょいと詰めが甘ぇ」


    　ぴっと、白い物体に直線的な亀き裂れつが走ると、白い塊かたまりは弾はじけ飛んだ。舞い上がった紙切れが細ささめ雪ゆきのように降りしきる。その中心に立つのは漆しつ黒こくを纏まとった山の主あるじ。


    「ふむ。どうやら貴殿の力を測り損ねていたらしい。目的の障害になると判断した」


    　それにうぐいすは高笑いで返す。


    「はっ、目的？　手段と目的の区別がついてないくせによく言うよ」


    「貴殿はまったくもって正しい。我らは殺人を目的とし、殺人を手段とする、殺人の道具だ」


    　男は誇るでなく驕おごるでなく、ましてや卑ひ下げするでもなく、堂々と言ってのけた。


    　それを聞いてふくろうはくっと笑った。


    「あんた、なんか勘違いしてやせんか？　公こう儀ぎ隠おん密みつは人殺しの集団じゃねぇ。人でなしの集団じゃありますがね。あんたらちょいとやり方が雑すぎる。真ま面じ目めにやってたあっしが馬ば鹿かみてぇじゃねぇか」


    「それは申し訳ないことをした。しかし、真面目に、と言うのであれば立ち位置が少々違うのではないか？」


    　男の投げかけた言葉にふくろうは薄い笑えみを浮かべる。


    「さて、どうでしょうね？　世界ってのは丸いそうですからどっちが前でどっちが後ろか。立ち位置なんて見る人によって変わるもんですよ」


    　この天地が丸いのであれば、進み続けたその先はいずれ、元いた場所へと帰ることになる。ならば、前は後ろであり、右は左になるだろう。とどのつまりは胸三寸、本人の気の持ちようでいくらでも変わる。


    　世界は常に表裏一体。表があれば裏がある。


    　ふくろうと男は相対したまま動かない。二人の間を縫ぬうようにして、空から雫しずくが降り注ぐ。闇やみに包まれ、濡ぬれそぼったふくろうの法ほう衣えが今は黒く染まって見えた。


    　ちらちらと霙みぞれ交じりの雪が降ってくると、一瞬の風に煽あおられて宙を舞った。その機を読んでいたかのようにすくねは風の行方に目をやった。


    　白い息を吐きながら、一人の少年が駆けてくる。眼前の切迫した空気に気づくと、足を速めた。


    「来たか……」


    　すくねは新しん之の助すけとその後方を憐あわれむように見つめて、小さく呟つぶやいた。


    「やぁ、新之助君。いいところに来たね。ちょうど幕府の犬どもとやり合ってるところだよ。君の分もあるから安心して」


    　うぐいすがさも楽しげに声をかけてきた。


    「なんだよ、とっといてくれなんて頼んでないぜ」


    　新之助が男を見据えて、刀に手をかける。


    「ふむ。やっと巡り合えたな。だが、その前に雑ざ魚こを片付けておこう」


    　男がふっと手を揺らすと、その先に広がっていた木々がなぎ倒される。闇の中からぬっと一人の老人が現れた。よぼよぼと頼りない足取りですくねのもとへと歩いてくる。


    「……すくね」


    「戎えびす。来てしまったか」


    　すくねは諦あきらめるように首を振ってから、悲しげな瞳ひとみでまっすぐに老人を見つめる。これから彼の身に起こること、そのすべてを己おのれの責任であると悟さとり、けっして目を逸そらすまいと心に決めた。


    「すくね……」


    　老人の瞳には少女の他ほか、何一つ映っていなかった。視界一杯に少女の姿を捉とらえて、よろめきながら向かってくる。眼めは窪くぼみ、肌はくすみ、皺しわでひび割れて、しゃがれた声で一心不乱に少女の名を呼ぶ姿は哀れですらあった。


    「醜みにくいな。浅ましいよ」


    　うぐいすは老人をせせら笑う。その言葉は嫌悪というより憎悪に近い。言外に彼の死を望んでいるようですらあった。


    　それに呼応するかのように、男が片手を挙げた。その行動が何を意味するのか、新之助は一瞬で看かん破ぱすると、すぐさま駆け出す。


    「させねぇ！」


    　新之助は村むら長おさと男との間に割って入ろうとする。だが、あと二歩というところで不意に視界の隅に足が見えた。見慣れた下げ駄たが新之助の背中に鈍い衝撃を走らせると身体からだが崩れ落ちる。


    　地に伏せた新之助の頭上で風が鳴く。


    　風切り音がした後、ぴちゃぴちゃと肉と血とが滴したたり落ちる音がした。


    　新しん之の助すけの横に、四分五裂した肉の塊かたまりが降り注ぐ。からからに乾いた身体からだには思いの外ほか血が詰まっていた。転がった眼球と眼めが合う。白く濁にごった眼球は何も映してはいなかった。


    「村むら長おさ……」


    　肉片を見て、かつてそうであったものに新之助は声をかけた。返事があろうはずもない。その場で聞こえたのは、男がするすると糸を回収する無機質な音だけだった。


    「てめぇっ！　なんのつもりだっ！」


    　新之助は我に返るとふくろうを睨にらみつける。あの一瞬、新之助の身体を崩したのはふくろうの蹴けりだ。


    「あっしがああしてなきゃ、あんたもそこでぼろくずみてぇになってましたぜ？」


    　ふくろうは悪びれる風もなく、さも心外そうに言った。


    「そうじゃねぇ……」


    　新之助はすっと立ち上がる。村長の血を吸った袴はかまがぴたりと肌に吸い付いてきた。


    「お前だったら、間に合っただろうが。俺おれよりも速く動いたお前なら」


    　咄とつ嗟さに動いた新之助を凌りよう駕がする速度で動き、ふくろうは蹴りを放った。その動作は明らかに男の攻撃よりも速い。新之助が崩れてなお一瞬の余裕があった。


    「どうして、見捨てるような真ま似ねしたんだっ！」


    「言ったでしょ？　全部を助けるなんて神様だってできやしねぇんだ。あっしはただ選んだだけですぜ」
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    　ふくろうの言葉に新しん之の助すけは唇くちびるを噛かむ。その言葉はこの上もなく正しい。だが、それでも、この男なら超然とすべてを救って見せるのだろうと心のどこかで思っていた。なんだかんだと言いながらも自分と同じく弱い者を助けようとするとそう信じていたのだ。


    「協力に感謝する。ふくろう殿」


    　男の口から出た言葉に新之助は耳を疑った。なぜ、この男がふくろうの名を口にするのか。


    「気安く呼ばないでもらえますかね」


    「失礼、同僚殿」


    　ふくろうがつまらなげに鼻を鳴らす。男はさして気にした様子もない。いつもと変わらぬ光景であるかのように、ただ当たり前にやり取りをしていた。


    「どういうことだ……」


    　新之助は肩が強こわ張ばっていくのを感じながら、ゆっくり問いかけた。


    「簡単なことさ。その男は公こう儀ぎ隠おん密みつ妖よう異い改あらためだってこと。なんで村むら長おさを見捨てたのかも、もうわかるよね？」


    　うぐいすがにっと笑いながらこともなげに言うと、それにふくろうが付け足す。


    「まぁ、そういうことになりやすかね。もっともそれだけじゃねぇんですが……。あっしは誰だれとも組まねぇから裏切りも何もありゃあしませんがね」


    ざぅっとひときわ甲高く風が鳴いた。


    　ふくろうは身じろぎ一つせずに、立っている。新之助と黒ずくめの男、その間に立って距離は等しく離れている。


    　その均きん衡こうが僅わずかに崩れた。ふくろうは一歩、また一歩と男のもとへと歩いて行く。


    「ふくろう……」


    　うなる風の中で、その声だけがはっきりと聞こえた。


    「新之助さん」


    　ふくろうは振り返って新之助の名を呼んだきり、それ以上は何も言わない。何一つ言い訳せず、何一つ説明しようとしない。だから、そのせいで本当に真実なのだと、新之助は悟ってしまった。


    「お前……」


    「さっきも言ったようにあっしは誰とも組まねぇ。もともとあっしとあんたは行きずりの関係だ。たまたま行く方向が同じで同じ事件に巻き込まれた、それだけだったんじゃありませんか？」


    　平素と変わらぬ言い方、普段と同じ軽薄そうな笑えみ。出会ったときから変わらぬ姿だ。


    　確かに、確かにこの男は出会ったときから得体の知れない男だった。とても一介の拝み屋とは思えない、底知れぬ深い闇やみをその身の内に抱え込んでいるだろうことは容易に想像がついた。


    　思えば、ふくろうが山やま手てへ来たのは、日ひ暮ぐれ上うえ郷さとの暴走を止めるためだったのだろう。そして、結果的にその任務は遂行される。大おお久く保ぼ新しん之の助すけという協力者を得ることによって。


    　そもそもが不自然だったのだ。この男はすべてを知っていて新之助に近づいたのかもしれない。なら、これは予定調和の茶番劇。裏切るも何も最初から間違っていたのだ。


    　新之助とふくろうは志を同じくする仲間でもなんでもない。ふくろうはふくろうの信念を貫くだけだ。だから、その過程で誰だれかを見捨てることもある。


    　そんなことは百も承知だ。だが、承知はしても承服など到底できない。


    「お前は目的のためなら誰が死んでも構わねぇのか。その男と同じなのかよ」


    　新之助が問うと、ふくろうは無知をあざ笑うかのように酷こく薄はくな笑えみを浮かべた。


    「そうか、そうなんだな」


    　新之助はふと息を吐くように笑った。たまたま道が重なって、ともに歩いただけのこと。信頼も裏切りもありはしない。だから、この程度のことはなんでもない。


    　だというのに、この胃の腑ふを焼くような痛みはなんなのだろう。喉のど元もとにせりあがってくる苦いものはなんなのだろうか。


    　ぎりっと奥歯を噛かみ締める新之助を憐あわれむようにふくろうは優しく語りかけた。


    「あっしが公こう儀ぎ隠おん密みつであろうがなかろうがこの選択は変わらねぇと思いやすがね。あっしにはそんなもの以上に譲ゆずれないもんがある。あんたの譲れないもんはなんなんですかね？」


    「俺おれは……」


    　問われても新之助には答えることができない。だが、目に映る人々を誰彼構わず救いたいから剣を取ったわけではない。それだけははっきりしている。ただ自分の周りの小さな世界を守りたかっただけなのだ。


    　それなのに、どうしてこうもやるせないのだろうか。何な故ぜ、助けたいと願うのか。


    　一瞬の迷いを見透かして、ふくろうが口を開いた。


    「新之助、か。あんたの親御さんは知ってたのかもしれやせんね、そこに込められている因果を。あんたは一つの鍵かぎなんだ。この国の因いん縁ねんに関かかわるね」


    「どういうことだよ？」


    「宿命なんですよ。だから、あっしはあんたに近づいた。それだけです。でもね、あんたは何も知らなかったから、できることなら巻き込みたかぁなかった。あんたがいつもの暮らしに戻るなら見逃そうと思った。すくねだって忠告したはずだ。でも、あんたは選んじまった」


    　言ったきり、ふくろうは口を噤つぐむ。それ以上のことは何もないと態度で示す。新之助がいくら問いただしても決して口を開かない。


    　いつも尋ねればなんだって答えてくれていたのに。わからないことはなんでも聞いていたのに。それなのに、一番知りたいことを教えてくれない。


    「ふくろうっ！」


    　新しん之の助すけが叫ぶと、ふくろうは一瞬顔を上げて口を開きかける。だが、新之助の耳に届いたのは聞きたい言葉ではなく、耳みみ障ざわりな笑い声だった。


    「あっはっはっはっ！　最高の茶番だね。信じていた人に裏切られるのってどんな気分なのかな？　見ているこっちは楽しくてしょうがないけど」


    　うぐいすは甲かん高だかい嬌きよう笑しようをあげ、喜悦の表情を浮かべている。それを新之助は唇くちびるを噛かみ締めて睨にらむことしかできない。


    「ああ、面白い。でも、それももう終わりかな。少し、急がないと」


    　うぐいすは歪ゆがんだ笑顔を引っ込めると空を見上げておおよその時刻を計る。そして、近くにいたすくねの腕を掴つかみ上げた。


    「新之助君、面白いものを見せてもらったお礼に君に素敵な贈り物をするよ。絶望っていうんだけど。気に入ってもらえると嬉うれしいな」


    　片目を閉じると、袂たもとから取り出した人ひと形かた代しろを四方に舞い散らせる。白銀の燕つばめが飛散して、新之助たちの目を眩くらませた。


    「どういう意味だっ！」


    　新之助が追いすがろうとするが、うぐいすはその場に笑い声だけを残して消え去っていく。それをふくろうが苦虫を噛み潰つぶしたような顔で見る。


    「ちっ、間まが悪かったか」


    　ふくろうは後を追おうと走り出す。だが、その肩を新之助が掴んだ。


    「待てよっ！」


    　聞かねばならないことがたくさんあった。公こう儀ぎ隠おん密みつのこと、うぐいすのこと、新之助のこと、そして、ふくろう自身のこと。そのどれもが新之助には掴めない。だから、せめてこの男の肩ぐらいは掴んでいたかった。


    　なのに、それを無情な声が遮さえぎった。


    「待つのは貴殿だ。少年」


    　その冷然とした声には聞く者を無理矢理振り返らせるような力があった。無視することを許さぬ、是が非でも耳に入り込む。


    「新之助さん、本当のことなんて誰だれも教えちゃくれないんですよ」


    　ふくろうは新之助の手を握って、服から離させる。


    「答えが欲しいなら進みなさい。それがあんたの望む答えかはわかりやせんがね」


    　ふくろうは新之助に顔を向けずに言うと、そのまま駆け出した。おそらくはうぐいすを追うのだろう。そして、その先には彼が何な故ぜ戦うのか、何故公儀隠密に属していたのか、その答えがあるはずだ。新之助も後を追おうと足を出した。


    「進めば死ぬぞ」


    　温度のない声がする。わざわざ待っていたのだろう。暗殺者にしては随分と律儀な男だった。裏を返せば、大おお久く保ぼ新しん之の助すけを前にしてそれだけ余裕があるということに外ほかならない。その気になればこの瞬間にも新之助の首を刎はねることができるはずだ。


    　この男を相手にして背を向けていることなどできない。


    　新之助が振り返ると、男は面の奥で薄く笑ったようだった。


    　ふたりは互いに向き合う。


    「預けていた勝負、決しよう」


    「手早く片づけてやるよ。後が支つかえてるんでな」


    　新之助はすっと腰に手を伸ばして、刀の柄つかを握る。ここを乗り切り、得たい答えをこの手に握るために。


    　男が袖そでを撫なで擦こすると無骨に光る腕がちらりと覗のぞいた。本来は蜘く蛛もの糸のように細いであろう鋼こう線せんが寄り集まって絡みついている。


    　新之助はなるべく間合いを広げようと一歩下がると、様子をうかがうように立ち止まった。


    　相手の射程距離がわからない以上、不用意に近づくことは避けたい。


    「ふむ、いくぞ」


    　男は袖を元に戻す。腕全体が黒こく衣いに包まれて見えなくなった。


    　それでも、不安にはならない。相手の手口は知れている。可能な限り早く片づけてうぐいすとふくろうを追わなければならない。うぐいすと相あい見まみえて平穏無事ということもないだろう。戦うことも十分にありえる。多少の余力は残しておかなければならない。


    　体力の配分を勘定したが、その計算はすぐに吹き飛ばされた。


    　不意に風切り音がした。新之助は見えないながらも、その音に危険なものを感じて、思わず右に跳ねる。心はいまだ揺れたままだが、鍛きたえ上げられた五感が、一手先を読もうとする六感が、すばやく反応してくれる。


    　だが、跳んだ先で同じ音がした。無理矢理に腕に力を込めて身体からだをずらすと、地で小石が砕けた。


    　それから新之助は立ち止まることを許されなかった。焼けた鉄板の上を踊るようにひたすら動き続ける。一瞬反応が遅れればそのたびに血が噴ふき出る。


    　皮は剥はがれ、肉を削そがれる。その度たびに余計な思考が削られていく。ふくろうのことを考える暇ひまもない。


    　剥がれた皮ひ膚ふから血肉が盛り上がり、服は血染めのぼろ布になっている。


    　血の気が引いてきたせいか、新之助は冷静になってきていた。否いな、死を目前にしたことで生存本能が目覚めてきたのだろう。


    　そもそもが間違っていたのだ。初手を見誤るほどに、ふくろうのことが尾を引いていた。


    　相手の得え物ものを見て射程距離から逃れようと考えたのがまずかった。二里も三里も離れているわけではないのだ。こと単純な戦闘においては相手の間合いは無限と言っていい。そこから逃れようというのが間違っている。


    　十の刃やいばに無限の間合い。普通に立ち会っていれば削り取られる。だが、逆に言ってしまえば削られることしかない。一撃が決定的に軽い。必殺の威力はないのだ。


    　どれだけ手数が豊富であろうと、相手は一人。必然、攻撃の起点は一点、男の手元をおいて他ほかにない。距離があればこそ、無数の組み合わせが生み出されている。


    　ならば、逆転の一手は決まっている。


    　最短距離での一点突破。


    　新しん之の助すけは手近にあった切り株に足をかけると全身のバネを使って、男めがけて思い切り飛びかかる。


    　男と新之助を結ぶのは中空の一線のみ。脚力に落下速度を加えて、新之助は自らの発揮しうる最速の速度を出す。これを迎撃するのであれば、最短距離で迎え撃たねば間に合わない。必然、男の取るべき行動は決まってくる。


    　鋼こう線せんの動きを一直線に単純化させることで、逆に予測される攻撃箇所をあえて無視し、損害を織り込んで攻撃した。


    　近接戦闘においては新之助のほうに分がある。鋼線は一定以上の距離があるからこそ、戦いを優位に進められるのだ。距離が取れない状況であれば一撃の破壊力に勝る新之助のほうが有利だ。


    　肌を裂さかれ、血ち飛沫しぶきが噴ふき出す。だが、新之助は鋼線の有効距離の内側へと入り込んだ。新あら鷹たかの刃が男の脳天を捉とらえる。


    　届いた、と確信する。亀き裂れつの入る仮面、その奥の瞳ひとみと目が合った。


    「手ぬるい」


    　男は一瞬で鋼線を拳こぶしに巻きとると、右腕で新之助の刀を弾はじいて、左ひだり拳こぶしでがらあきの胴を殴なぐりつけた。


    　鉄の塊かたまりを腹にたたきつけられて、新之助は息をつまらせる。


    　あばら骨が砕けて、臓ぞう腑ふに突き刺さった。そのまま地面に崩れ落ちると、新之助はざりっと砂を掴つかむ。そうでもしなければ痛みに耐えられない。外側を鈍い痛みが、内側を鋭い痛みが蝕むしばんでいた。


    　ぱきっと音を立てて、男の面が割れた。その下から現れたのは彫りの深い端整な顔立ちだった。ただ異様なまでに生気というものが感じられない。


    　やけに無機質な唇くちびるが動く。


    「実に惜しい。自ら飛び込んできたのはよい判断だった。だが、私が近接戦闘に不慣れという目もく論ろ見みは外れたようだな」


    　落ち着いた声がゆっくりと近づいてくる。土を踏みしめる足音の一つ一つが死し出での道行きへと誘おうとする。


    　新しん之の助すけはそれを睨にらみつけることしかできなかった。呼吸もままならない身体からだでは自由に動くのは瞳ひとみくらいしかない。


    「まだ闘志を失っていないか。逃げようとしないだけでも大したものだ」


    　男は未いまだ面を被かぶっているのかというほどの無表情で言った。


    「……馬ば鹿かが。逃げ出したいに決まってんだろ」


    　新之助は血ち反へ吐ど混じりの唾つばを吐く。


    「痛いのも辛つらいのも嫌なんだよ。でもな、居場所がないのはもっと嫌なんだよ。だから、どうにか踏みとどまってんだ」


    　腹ばいになって、じりじりと動いていく。目指すのは新あら鷹たかだ。殴なぐられた衝撃で取り落とした愛刀のもとへと新之助は移動していく。まだ、諦あきらめるわけにはいかない。少しでも可能性があるならば、抗あらがわなければならない。そのためなら、どんな空虚な言葉だって誠心誠意吐き出して時間を稼ぎ出す。新之助は呼吸を整えながら這はい進む。


    　その健けな気げとも言える姿を男は黙って見つめている。


    「お前は強いからわからないんだろうけどな。避さけられて嫌われて、それでもここにいたいから強くなろうと思ったんだよ。俺には神様なんていなかったからな」


    　新之助はやっとの思いで新鷹を掴つかんだ。


    「俺おれにとってはこれが、これだけが拠より所なんだよ。これがあったから出会えた人がいる。山やま人びとがすくねにすがるのと同じで、これだけが俺を世界と結びつけてくれてたんだ」


    　新之助が刀を握り締めると、さすがに男も無警戒ではいられない。再び、だらりと腕を下げると必殺の構えに入ろうとする。だが、新之助が口にした言葉でその動きが止まった。


    「お前が人を殺すことで世界にいるのと同じで、な」


    「同じ、だと？」


    　男の醒さめた顔に初めて赤みがさした。それはおそらくは嫌悪から来るものなのだろう。


    　これまで、暗殺者として戦うことによって生きながらえてきた一族と、ただ逃げることで命脈を保ってきた山人とが同じ尺度で語られることは我慢ならない。


    　男は生まれたときから暗殺者で、それ以外の人生などあり得なかった。他ほかの生き方があるなんてことは誰だれも教えてはくれなかったし、誰かに聞こうとも思わなかった。疑問に思うことすらしなかった。


    　しかし、それは山人も同じだったのかもしれない、と男は思う。生まれたときから逃亡者で、それ以外の生き方を知ろうともしなかったのならば、それは確かに自分と同じだろう。


    「なんとか言えよ。お前の仮面はもう剥はがれてんだ」


    「………」


    　男は長い沈黙をもって答えとした。そのとき、初めて新之助は男の素顔を見た気がした。その蒼あおい眼めが今は弱々しく感じられる。


    　新しん之の助すけは強く、さらに強く砂を握り込んで拳こぶしを作る。


    「答えられねぇのかよ。だったら、こんなところで負けてやるわけにはいかねぇなぁっ！」


    　叫んで思い切り、男の顔面に砂を叩たたきつけた。


    「むっ!?」


    　砂を払おうと男の右手が自然に動く。今の今まで生まれ得なかった一瞬の隙すきが生まれた。


    　だが、男の磨き抜かれた反射神経は無防備になることを許さない。左手は瞬く間に鋼こう線せんをまき散らして周囲に鋼はがねの結界を張り巡らせる。触れるものを細切れの肉にく塊かいに変える鋼線の刃やいばは男を中心に荒れ狂う。


    　だが、手て応ごたえがない。


    　男が取り戻した視界の先、五間の距離に新之助は跳び下がっていた。


    「一手先を読むか。貴殿はやはり面白い」


    　能面のような表情に僅わずかに朱が差す。


    「だが、これでは先ほどと変わるまい。また玉砕覚悟で飛び込んでくるつもりか」


    「まさか。そんなことはしねぇよ」


    　新之助はにやりと笑う。


    「勝ち方がわかったからな」


    　事実、男の腕から先は絶対的な死の領域だ。触れれば肉が削そがれる十の刃が無限の組み合わせで縦じゆう横おう無む尽じんに襲ってくる。そして、多少の手傷を無視して飛び込めば鉄の拳が迎え撃つ。


    　ならば、その鋼線も鉄てつ拳けんも届かぬ場所へ逃れて斬ざん撃げきを放つしかない。


    　問題があるとすれば、新之助の知る剣術、大おお崎さき夢む想そう流りゆうにも一いつ刀とう流りゆうにもそんな技は存在しないことだ。


    　そもそも、そんな夢のような間合いへ入り込むことを剣術は想定していない。近接戦闘を主体とする剣術において、遠距離、中距離、近距離そのすべてのくびきから逃れる間合いなど存在し得ない。


    　であれば、その概念すら変革せしめなければならない。


    「……野の槌づち」


    　新之助は小さく呟つぶやいた。慣れ親しんだ大崎夢想流において相手と最も接近する技、地面を這はうように滑り込んでの強襲だ。


    　刀を引き寄せて、身体からだを少し前のめりに倒す。体重をやや前方にかけて、弾丸のように飛び出していく。その僅かな瞬間に新之助の身体は地に伏せるように沈み込む。右足を滑り込ませ、抜ばつ刀とうの姿勢へ移行する。


    　新之助と男は真正面から向き合う。新之助にとっては完全に間合いの中、男にとっては必殺の距離。


    　だが、新しん之の助すけはまだ刀を抜かない。


    　さらに、一歩。沈んだ右足をばねにして、最後の一歩を踏みしめると、幾重の鋼こう線せんをやりすごす。そこへ待ち構えるのは鉄てつ拳けん。まるで、先ほどの焼き直しであるかのように拳こぶしが襲い掛かる。だが、新之助は立ち上がりざま、最後の一歩を踏み出す。


    　顔の横を鉄拳が掠かすめる。それを瞬またたきひとつせずに潜り抜けて、男の腕の中、互いの息がかかるほどの距離へ新之助は入り込んだ。


    　二人は真正面から向き合う。


    　視線が交錯するは刹せつ那な。


    　死線が倒錯するは摂理。


    　この死の結界において、唯一の空白域へと新之助は飛び込んだ。


    　究極の近接戦闘、男の腕の中へ入っての抜ばつ刀とう術。それは、人の身である以上、避さけることが叶わない。


    　思いのたけを溜ため込んだ一撃だった。それまでの自分、ただ教えられていただけの大おお崎さき夢む想そう流りゆうではなく、自らさらにその奥へと踏み込んで新たな領域へと進んだ。


    　男は一瞬のうちに身体からだの右側が軽くなったことを感じた。


    　見れば、肩から先が失せていた。だくだくと血潮が流れ出るのを身体の内側から感じた。


    　それでも、痛みはない。むせかえるように甘い香りの血液が衣服を濡ぬらしている。ぐらりと身体からだが倒れて、だんと衝撃が走る。それでも、苦しくも辛つらくもない。ただ、腕を斬きられ、地に伏せてから初めて喪失感を覚えた。
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    「――これが、痛みか」


    　男は初めて知る感情に涙がこぼれた。真の痛みとは身体が感じるものではないのだ。心が、胸の奥が引き裂さかれるような感情、それこそが痛みだ。


    「悪くない」


    　そう言って、ゆっくりと瞳ひとみを閉じた。


    　新しん之の助すけは男が動かなくなったのを見てから、その場を立ち去る。血を失ったせいか、足元はふらふらと頼りない。それでも、瞳には確かな光が灯ともっていた。


    



    　風が逆さか巻まく。氷ひ雨さめはつぶてのように土を幹を打つ。その中心に一人の少女がいた。


    　虚うつろな瞳に夜を映して、こぼす涙は凍り付く。身を切るような寒さの中、少女は額ひたいに汗を滲にじませて、身体を小刻みに震えさせていた。


    　それを見ながら笑う者がいる。


    「ふん、たたり神のくせになかなか悪くないね」


    　満足げに呟つぶやいてから、うぐいすは笛に唇くちびるを当てた。


    　その音が響くたびに、すくねの身体はびくりと跳ねる。経文でも祝詞のりとでも、伴バ天テ連レンの祈りの言葉ですらないのに、すくねを律しようとしていた。奏でられる音階一つ一つに意味はない。ただ吹きすさぶ風のような音に過ぎないのに、徐々に音律を伴い始める。


    　高まりをみせる旋せん律りつに呼応するかのごとく、周囲は奇妙に歪ゆがんでいく。


    　まるで風のざわめきを、潮騒の囁ささやきを、雨が土を穿うがつ叫びを、草木が芽吹く歌声を写したようなその音律。これこそは既すでに人が忘れてしまった神代の対話だ。


    　それに呼応して、すくねは激しく身体を揺らす。その仕草をするたびに涙がこぼれる。口は開くが声は出ない。すでに、人の耳には届かない神の言葉となっていた。


    　その後方、輝く壁に遮さえぎられてふくろうがもがいている。


    「くそがっ！」


    　何度殴なぐりつけても蹴けりつけても、そこから一歩も進むことができない。見えているのに届かない。


    　この薄い壁こそはふくろうとうぐいすを隔てる絶対的な違いの具ぐ現げんだった。


    　二人は近しい存在、もとを辿たどれば同根に至るものでありながらも、はっきりと線が引かれて区別された存在だった。百年、二百年ではきかない時間の断絶は、今のふくろうでは破ることができない。


    　もし、破れる者がいるとすれば、そうした前提を覆くつがえすべく生まれた者のみ。古き世ではなく、新しく之これを助ける者。


    　無駄と悟りながらもふくろうはひとしきり暴れてみる。そうでもしないと圧迫感に耐えられそうにない。


    　さっきからこの壁の向こうで妖よう気きが膨ふくれ上がっていくのを感じていた。それも並の強さではない。普段、汗一つかかないふくろうの背中を冷たい水滴がつつっと走る。これ以上、うぐいすとすくねをともにいさせればきっと取り返しのつかないことになる。早く引き離そうとふくろうは焦あせり始めていた。


    　そこへさっと草を擦こする音がした。


    　ふくろうは反射的に木こ蔭かげへと身を移す。すでにこの地に自分の味方は誰だれ一人としていないのだ。音のしたほうを見ると、肩を押さえ、足を引き摺ずりながら歩く新しん之の助すけの姿がある。


    　身体からだ中じゆう傷だらけだが、また一回り大きくなったようにふくろうには見えた。


    　ふくろうは新之助に見つからないように気配を殺して木立の間に潜ひそむ。今、顔を合わせるのは上う手まくない。何かを言いかわすのも、それで心を揺らせるのも今は無駄なことに思えた。


    　新之助はふらつきながらも、両の足でしっかりと大地を踏みしめている。双そう眸ぼうは前を見据え、壁を睨にらみつけていた。


    「誰だれだ？」


    　新之助は気配を感じて闇やみに問いかけた。刀はすでに鯉こい口ぐちを切っている。


    「新之助、無事？」


    　梢こずえを揺らして出てきたのはましろとくろえだった。


    「ふくろうは？」


    　新之助はその問いかけに聞こえないふりをして、ただ目の前の壁を睨みつける。


    「結界だね。……うん、力任せでどうにかなる感じじゃない」


    　ましろは輝く壁をまじまじと検分する。神こう々ごうしいまでに光を放つその壁は、彼方かなたと此方こちらを隔絶していた。これより先は人の領域ではないと物言わぬ光こう芒ぼうが囁ささやいている。


    　その壁の先には何かとてつもないものがいる。三人は息苦しいまでの圧迫感を壁の内側から感じて、思わず黙り込む。


    　その沈黙を待ちかねていたかの如ごとく、遠雷のような雄お叫たけびが轟とどろいた。


    　声はその地にいるものすべてを震え上がらせた。


    　あやかしとて例外ではない。ましろとくろえも自分の身体をぎゅっと抱く。本能的な恐れが湧わき上がってくると、不安で身体がバラバラになってしまいそうだった。


    「……格が違う」


    　くろえがただ事実を口にした。今更確認するまでもないことだ。


    　先だってうぐいすの言っていたことはまったくその通りだった。戦って試してみるまでもない。そもそも戦おうという意志自体が砕かれてしまっている。


    　ましろの動きが止まった。


    　きんきんと耳鳴りのような音がずっとしている。その音が響くたびに身体からだの奥底から縛り付けてくるような不快感がどっと押し寄せてくる。横を見ると、くろえも喘あえいでいた。何か、目に見えない流れのようなものが身体を取り巻いている。


    「新しん之の助すけ……」


    　ましろは疲れきった身体をどうにか揺り動かす。恐怖と疲労で、気を抜いたら今にも座り込んでしまいそうだった。こんな身体と精神で何ができるだろうかと、弱気な考えばかりが頭をよぎる。


    「ちょっと下がってろ」


    　新之助は二人を下がらせると、ただ一人、壁の真正面に立つ。


    　結界の破り方など皆かい目もく見当もつかない。だが、壁があるというのならそれを破らずには先へ進めない。


    　彼かの者は告げた。このまま進めば命を落とすと。このまま進めば古いにしえの因果に巻き込まれると。それが嫌ならば引き返せばよい。ここが分岐点なのだ。


    　新之助は目を凝こらす。自らの進む道がいずれであるのかを見定めんとする。瞳ひとみは徐々に色を失っていた。


    　これより先は己おのれの領域ではない。今の新之助には古来の因いん縁ねんも未来の陰影も見えはしない。踏み込めば決して戻れぬ道へと入ることになるだろう。地獄の釜かまの蓋ふたをこじ開けるような真ま似ねをしようとしている。


    　それでも、進まねばならない。この先にしか答えがないというなら、道なき道を切り開く。


    　絶望を前にしてもなお、歩み続けることができるか。その覚悟を問うがごとく壁は聳そびえ立っている。


    　淡い光が語りかける。


    　心地よい日常を離れ、修羅同然に生きられるか。浅ましいほどに答えを求めて、他ほかの者を犠牲にできるか。髑髏どくろを踏み砕き、屍し肉にくを喰くらい、それでもなお己が道を歩めるか。自らも知らぬ己の因縁に向かい合い、あの背中を追い続けることができるか。


    　誰だれも教えてはくれない答えならば自分で見つけ出す外ほかない。知りたくなるは人の業ごう、超えたくなるは男の性さが、答えを求るは己の意思。故ゆえに少年は刃やいばを握る。


    「上等だ。やってやるよ」


    　新之助はすっと息を飲み込んだ。頭に浮かんだ日常への憧しよう憬けいも懐かい旧きゆうの念も仕舞い込んだ。そうすると、視界は急に澄み渡る。


    　光の中にほころびを見つけた。その瞬間に刀は抜き放たれている。


    「宿命だかなんだかしらねぇが、そんなものは斬きり伏せてやる」


    　紫し電でん一いつ閃せん、新あら鷹たかは風を裂さく。光る壁は亀き裂れつが走ると飴あめ細ざい工くのように粉々に砕け散った。輝く粉は雪と混ざって消えてゆく。日常との垣根が崩壊した。


    　一人の少年が死地へと赴おもむくべく、一歩踏み出す。既すでに退路は断ことわった。ささやかな願いも不相応な祈りも捨て、その手が掴つかんでいるのは刃やいばだけ。彼が望むのは平穏でも戦乱でもない。


    　その背を一人の男が黙って見送っていた。


    



    　粉雪が降り積もる幻想的な風景の先には目を背そむけたくなるような現実があった。


    　少女は既に人の姿を失っていた。


    　身の丈八尺、二に面めん四よん臂ぴの大鬼神、リョウメンスクナノカミ。それこそが源流たるすくね。神代より恐れられ続けてきた本性が曝さらけ出されている。禍まが々まがしくも美しい、異い形ぎようのもの。


    「ははっ、ちょっと遅かったね。ご覧の通り、覚かく醒せいはついさっき終わったよ」


    　うぐいすは三人の姿を見つけると薄く微笑ほほえむ。それとは対照的に新しん之の助すけの顔は凍りついていた。遅かったのだ。新之助の覚悟は、結界を破りはしたものの、少女を救うには遅すぎた。視みるまでもなく、桁けた違ちがいの化け物だ。


    「あれがすくねなのか……」


    「そうだよ。これがあのリョウメンスクナさ。幕府にとっては禍わざわいの種。ぼくにとっては便利な道具ってところかな」


    「なんてことを……あんた、覚悟できてんでしょうね!?」


    　上機嫌のところに水を差されて、うぐいすはましろを睨にらんだ。


    「ふん、リョウメンスクナに勝てるつもりでいるのかい？　ちょろちょろと目障りだなぁ。覚悟しなきゃいけないのは君のほうさ」


    　うぐいすが虫でも払うかのように手を振った。


    　すると、大鬼神はゆっくりと動き始める。一歩踏み出すと大地が揺れ、下草が煙を上げる。たぎる力が熱を帯びて、周囲の空気を焦がし始めていた。


    　新之助はその姿を見上げるばかりで、足がぴくりとも動かない。すぐにでも背中を向けて走り出したいのに、急せくのは気持ちばかりで身体からだは竦すくみあがっていた。


    　うううっと鬼神がくぐもった声を漏もらす。そのたびに、びしゃっと唾だ液えきが零こぼれ落ちる。


    「おオぉぉおおオオォおォオぉぉォォ！」


    　リョウメンスクナは天を仰いで雄お叫たけびをあげる。音の塊が空へ解き放たれると、それだけで立ち込めていた暗雲すべてを吹き飛ばしてしまう。まるで台風の目のように、そこ一帯にだけ月明かりが降りてきた。


    　差し込む光のせいでリョウメンスクナの姿が浮かび上がった。


    　死人のように虚うつろな顔と般はん若にやの形ぎよう相そう。何も瞳ひとみに映すまいと硬く閉じられた目ま蓋ぶたとらんらんと紅あかく光る眼球。それすなわち二面。


    　希望も絶望も何一つとして掴むまいと力なく広げられた両の掌てのひら。近づくものを皆葬ほうむり去ろうと頑かたくなに握り締められた両の拳こぶし。それすなわち四よん臂ぴ。


    　二面四臂の大鬼神は月明かりに晒さらされて、確かにそこにいた。


    　自らの力を誇示するように、自らの存在を嘆くように、リョウメンスクナは絶叫する。耳をつんざき、木々を薙なぎ倒す咆ほう哮こうは山を越え、きっと里にも届くだろう。


    　低く地を這はうような声、それは猛たけり狂う獅し子しのうなり声のようでもあったし、幼子の嗚咽おえつのようでもある。


    　ただその声を聞いていると、新しん之の助すけの心は潰つぶれてしまいそうな気がした。


    　とても恐ろしくてとてももの悲しい、混ぜこぜになった気持ちが溢あふれ出してきそうになる。そのことが何よりも苦しい。


    　新之助は呼吸をすることさえ忘れていた。顔は土つち気け色をしている。それを見て、うぐいすはにたりと笑った。


    「どう？　リョウメンスクナを前にした感想は？」


    「お前は……いったいなんのつもりでこんなことを……」


    　新之助には理解できなかった。これほどの力をわざわざ解放するなど正気の沙さ汰たではない。これは人の身で軽々しく扱っていいものではない。


    「あれ？　わからないの？　てっきり君も同じことをやろうとしているのかと思ってたんだけど……」
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    「なんの話だ」


    「強力なあやかしの兵器転用、と言って通じるかな？　ご覧の通りリョウメンスクナ級の化け物を使し役えきすれば万軍を従えるに等しい。一番手っとり早く戦争ができちゃうんだよ。夷い狄てきに対抗する手段になるじゃない？　言ってみればこの国を守るためなんだよ」


    　うぐいすはリョウメンスクナを見ながら勝ち誇ったようにしゃべる。そのまなざしには親愛も信頼もなく、ただ道具を見るかの如ごとき冷たさしかない。


    「国を守るだと？　滅ぼすの間違いじゃねぇのか」


    「滅ぼすだなんて人聞きが悪い。返してもらうだけだよ。この国はもともとぼくらのものなんだから」


    　うぐいすはどこか陰った笑えみを浮かべる。


    　この国は元来自分たちのものであると、うぐいすは言ってのけた。それは言い換えるならば、この国の支配者は自分たちだということである。


    　一番偉い人は誰だれか、と問われれば、小さな子供でも公く方ぼう様だと答えるだろう。だが、新しん之の助すけはもう一つの解釈を教えられていた。遥はるかな昔から、この国に潜在的に成立しているもう一つの権力の形、その最高峰に位置する至高の存在のことを。


    　そして、うぐいすはあえて、「ぼくたち」と複数で言った。ならば、答えは一つしかない。


    「朝廷……。公く家げか」


    　新之助が漏もらした呟つぶやきに、うぐいすがくすっと笑った。


    「正解。鶯うぐいすノの宮みや雅みやび。この世で最も尊とうとき血脈を継ぐ者さ」


    　月明かりに照らされると、その御み姿すがたは美しく輝く。生まれながらに後背に光を負ってきたような完成された美だ。幾代にもわたり、洗練が重ねられた結果がそこにはある。凡俗の者では到底辿たどり着けない領域に鶯ノ宮雅はいる。


    　それは単に容姿や所作だけでなく、御み業わざにおいても同様のことが言えた。


    「行くよ、リョウメンスクナ」


    　流し目で鬼神を見ると、うぐいすは横笛に唇くちびるをあてた。柔らかな音色が月明かりに流れ込む。その音律と唸うなり声が絡からみ合うと、不意に空気が熱くなる。


    　灼やけた爪つめが振るわれた。宙を裂き、灰はい神楽かぐらを立たせて一番近くにいたましろへと一直線に降り注いでくる。


    「っ！　まずい」


    　ましろはとっさに空間の断裂を巻き起こして、相そう殺さいさせようとした。だが、それを軽々と塗りつぶして爪は止まらない。ましろを後方へと跳ね飛ばすと、空中に火花をちらつかせながら、大地へと殺到する。地面に到達すると、石を溶かして深々と突き刺さっていた。


    　爪を引き抜くと、どろりと赤く焼けた土が流れ落ちた。


    「ましろっ！」


    　新しん之の助すけが駆け出そうとすると、リョウメンスクナは四つの目を光らせて、その背中を捉とらえた。ゆらっと身体からだを震わせたかと思うと、その姿が掻かき消える。


    　新之助が一つ瞬またたく間もなく、眼前に鬼がいる。


    「……ははっ」


    　新之助は言葉を失う。恐怖が襲ってくる前に思わず笑いがこぼれた。こんな現実はあり得ないと、逃避しかけていた。


    　リョウメンスクナの片方の顔がにぃっと笑えみを作った。洞穴のように暗い瞳ひとみが歪ゆがんでいる。鬼神は腕を一本高く掲げると金切り声をあげて振り下ろした。


    　新之助の目の前が暗くなる。一瞬、目を閉じたのかと錯覚したほどに綺き麗れいな黒だ。これが死。蝋ろう燭そくの火を吹き消したように、あまりにもあっさりとしたものだった。世界が軋きしんでいく音の中にゆったりとした声が聞こえる。


    「だいじょうぶ、新之助はまだ死んでない」


    　目の前の黒がゆらりと靡なびいた。


    「くろえ……」


    　漆しつ黒こくの髪を揺らして、一人の少女が立っていた。空間の歪わい曲きよくを張り巡らせて、鬼神のひと振りをとどめている。


    「あんまりもたない。早く……」


    　苦しげな声をあげて、くろえはちらとましろのほうへと目を向けた。新之助は頷うなずいてすぐに駆け出す。


    　新之助がましろを抱き起こすと、ましろも弱々しく手を挙げて見せた。それを横目で見てから、くろえはふっと溜ため息いきをついた。


    「損な役回り……」


    　漏もらした声は湿っていた。ぐっと両腕に力を込めると、身体の内側が悲鳴をあげた。筋肉と神経が焼き切れていくのを如実に感じる。つっと唇くちびるの端から血が流れ出た。


    　ぼやける視界の隅にもう一本腕が伸びてくるのを見た。


    「ほんと、損な役回り……」


    　ぐちるように言うと、きっとリョウメンスクナを睨にらみつけて、空間の歪曲を無理やり押し広げる。槌つちのように振り下ろされた腕が触れた瞬間を見計らって、空間の歪曲を爆はぜさせた。


    　巻き起こる爆風を利用して、くろえはリョウメンスクナと距離をとる。とはいえ、既すでに戦える状態ではない。どうにか立ち上がるが、かくっと膝ひざが折れて座り込んでしまう。それきり動けない。


    　あれだけの衝撃を受けながらなお平然としている大鬼神を前にしては、犬神とて心が挫くじける。疲ひ弊へいしきった身体では生きていることが不思議だった。


    　リョウメンスクナは動かないくろえに興味を失ったのか、緩かん慢まんな動作で次の標的を探す。


    　玲れい瓏ろうな楽音に導かれるように、首をめぐらせると新しん之の助すけのところで目が止まる。赤く燃え盛るような瞳ひとみに見つめられて新之助は一瞬呼吸が止まった。


    　ここにいては殺される。


    　頭で考えるまでもなく、心が感じるまでもなく新之助は理解していた。だが、圧倒的な暴力はその思考すら凍らせる。敵を目の前にしながら、新之助の身体からだは動かない。


    「新之助……、逃げて」


    　朦もう朧ろうとした意識でましろが口にする。ぼろぼろの状態になりながらもまだ新之助のことを気にかけている。それで、新之助の身体はやっと動き出した。


    　ましろをそっと横たえると新之助は震える足で走り出した。


    　逃げる。


    　そんな選択肢はありえない。


    　新之助はリョウメンスクナの前へ出て睨にらみつけた。


    「こっちだ。ついてこい」


    　くいっと顎あごで指して開けた場所へ誘い出す。すると、リョウメンスクナはその背中を追い越して、新之助の目の前へ立った。


    　月を掴つかむように腕を高々と伸ばす。眼前に聳そびえる鬼神は、矮わい小しような存在を摘つまみ取ろうとしていた。


    　曲の終盤へと差し掛かり、笛の音が高まりを見せた。雨だれのようだった音の連つらなりが押し寄せる濁流へと変わる。


    　この絶望こそが新之助の選んだ先にあるものだ。ならば、己おのれは死を求めて、この道を選んだのか。


    　否いな。


    　新之助は構えると、振り下ろされる腕を待った。忠告を受けてなお、壁を前にしてなお、死を目前に控えてなお、この身は諦あきらめることを知らない。


    「来い……」


    　その言葉が届いたのか、リョウメンスクナは爪つめを叩たたきつけてくる。空を焼き、風を割って地を抉えぐろうと猛襲してくる。


    　新之助は抜いた刀でそっと受ける。曲線に沿わせて力の方向を操る。相手がどれだけ巨大な力を持とうと、それを巻き取ってぶつけてしまえばいい。龍りゆう尾びと呼ばれるその技だけが新之助にとっての希望だった。


    　荒れ狂う力を掌しよう握あくし、新之助はもう一歩踏み出して、リョウメンスクナの腕の内へと入った。長い腕で大ぶりな攻撃をすれば当然、その内側はまったくの無防備だ。


    　狙ねらい澄まして一息に首を断とうとした。その刹せつ那なにリョウメンスクナと目が合った。暴ぼう虐ぎやくを楽しむ顔、そして、血の涙を流し、口を引き結び嗚咽おえつしている顔。


    　それを見て、新しん之の助すけは一瞬躊躇ためらった。これはあのすくねなのだと、恐怖で忘れていた事実を思い出す。首を刎はねればあの少女の命を奪うことになる。


    「くそっ！」


    　躊ちゆう躇ちよすれば死ぬ。新之助が選んだ世界はそういう場所だ。だから、その情は余計なものでしかない。刹せつ那なにも満たぬ戸惑いを大鬼神は見逃さない。もう一本の腕がなんの迷いもなく振り下ろされた。新之助は必死で迎撃する。力が互いを喰くらい合いながら暴発し、新之助は跳ね飛ばされた。地面をひとしきり転がってから、新之助は動きを止めた。混濁しかけた意識を痛みだけがつないでくれる。


    「新之助……」


    　倒れて動かなくなった新之助を見て、ましろとくろえは立ち上がる。自分たちも動ける状態ではないが、このまま指をくわえて見ていれば新之助が死ぬ。彼の前には大鬼神がいるのだ。懸命に這はい、あるいは足をふらつかせながら新之助のもとへと進む。


    　笛の音ねは止やんでいた。


    　もうもうと立ち上る土煙で星明かりがけぶる。焼けた砂がぱちぱちと音を立てていたが、赤黒い水が滲しみるとじゅうと静まる。流れ出る血のもとは新之助だ。ぼろくずのようになって倒れている。


    　新之助の倒れているところからまっすぐに地面が割れていた。奈落の底へとつながっているのかというほどに深い断裂が続いている。その先にはリョウメンスクナがいた。


    　糸が切れたように動きを止め、茫ぼう然ぜんと立っている。そのさまは己おのが所業に満足しているようにも、悲嘆に暮れているようにも見えた。


    　うぐいすは鼻歌交じりに辺りを見回す。敵かなう者は誰だれ一人としていない。圧倒的な力の差を見せつけて、傷一つ負わずになしえた完全な勝利だ。


    「ははっ、あはっ、あははははっ！」


    　余韻に浸っていると、最強という実感が身体からだにしみこんでくる。化け猫も犬神も侍もなすすべなく倒れた。これを最強と言わずしてなんと言う。


    　うぐいすは勝利を噛かみ締めながら歩く。目の前に転がっている新之助の身体を上機嫌で蹴けり飛ばす。すると、ぐっと苦しそうな呻うめき声がした。


    「おや、まだ生きてたんだ」


    「……てめぇ」


    　新之助は血まみれの腕でうぐいすに掴つかみかかると、うぐいすの服を引き寄せるようにして立ち上がった。


    　うぐいすは新之助の腕をじっと見つめている。


    「汚れた」


    「あ？」


    　新しん之の助すけが聞き返すと、うぐいすは腕を払いのけて新之助を睨にらみつけた。


    「汚れたよ。汚い腕でぼくに触るな。あぁあ、気分が台無しだよ。もういいや、終わりにしよう」


    　うぐいすは新之助をとんと突き放してすたすたと歩いて行く。


    　距離をとると、手に携たずさえた笛を優雅に構えた。今一度指の運びを確認する。その仕草を見て新之助は合点がいった。どんな理屈かは知らないが、リョウメンスクナの動きはあの音楽に呼応している。あとは、息を吹き込んでいくだけでリョウメンスクナは破壊と殺さつ戮りくの舞を踊り始めるだろう。


    　すぅっと息を吸う音がした。


    　そのときには新之助は駆け出していた。この一瞬だけはじゅくじゅくと痛む傷も流れ出る血も気にはならない。気にしている場合ではない。


    　あの笛の音ねによってリョウメンスクナを使役しているのならば、それを止めてしまえば必然、リョウメンスクナも止まることになる。


    　だが、その距離はあまりに遠かった。走るのと息を吐くのとどちらが速いかなど、比べるのも愚かな行為だ。


    　それでも、諦あきらめたくはない。新之助は痛む身体からだを無理やり動かして懸命に駆ける。その必死な姿を見てうぐいすはふと哂わらった。


    　うぐいすのかすかな笑い声と一緒に奇妙な風切り音がした。ひゅいっと大気を裂さく音に新之助は聞き覚えがある。


    「っ！」


    　うぐいすは自らへと伸びてくる何かに気づいてその場から飛び跳ねた。月と星とに照らされて、五本の糸が輝いている。三本目まではうぐいすのすぐ後ろの木立を引き裂く。だが、四本目がうぐいすの顔を這はい、五本目が笛に巻き付いた。ぴっと肌が裂け、笛は砕ける。木立はずずっと音を立てて崩れ落ちた。


    　埃ほこりが舞う中で、ぴちゃりと血を滴したたらせながら、黒い影がぬっと這い出てきた。


    「なんで、お前がここに……」


    　驚きよう愕がくする新之助の問いに、その影は言葉を返した。


    「少年よ、貴殿は言ったな。自分には刀しかないと。それは我とて同じこと。この、技だけが我が生きた証あかし、為なした仕事だけが我の生きる術すべ。故ゆえに、我は運命を選び取った上でこれを受け入れるのだ」


    　暗殺者は蒼あおい瞳ひとみを輝かせて、新之助の横に並ぶ。


    「新之助は優しすぎる……。わざわざ生かしておいたの？」


    　ようやく新之助のもとへたどり着いたくろえが溜ため息いきをついた。ましろは不承不承ながら新之助を擁よう護ごする。


    「ま、そのおかげで助かったわけだけど……」


    　気を抜いたのも束つかの間ま、二人はすぐさまうぐいすに向き直った。当のうぐいすは男と笛とを交互に見てから、舌打ちをすると忌いま々いましげに笛を投げ捨てた。


    「どうやら、形勢逆転みたいだな」


    　新しん之の助すけは新あら鷹たかに手をかけると、ゆっくりとうぐいすのもとへと歩く。それに応じるように、ましろ、くろえは右手へ、男は左手へと広がり、自然とうぐいすを囲い込んでいく。大鬼神には敵かなわずとも、うぐいす一人ならばぼろぼろの身体からだでも十分に勝機はある。


    　その間、うぐいすは何一つ言わずにただじっと地面を見つめていた。視線の先には投げ捨てた笛の残ざん骸がいがある。


    「もう笛は使えねぇ。これですくねも操れねぇだろう」


    　新之助がそう言うと、うぐいすの喉のどがくっと揺れた。やがて、それは喉もとを這い上がり、暗い笑い声に変わる。けらけらと壊れたように笑い続ける。


    「あは、あははははははっ！」


    「何がそんなにおかしいの？」


    　ましろが拳こぶしを胸の前に掲げて尋ねると、うぐいすは濁った瞳ひとみでじとりとふくろうを見た。その影がある目つきは嫌に湿っぽくて、視線が絡からみ付いてくるようだった。


    「ふふっ、おかしいさ。笛の音で使役しているなんていつ誰だれが言ったんだい？」


    　うぐいすの眼球がぐるりと反転して、白目が新之助を捉とらえた。赤く充血した網膜は生々しいのに、瞳どう孔こうはまるで蛇へびのように乾いている。


    　その瞳に籠こもった危うさに新之助の心臓は凍りつく。そして、言葉の意味が染み渡ってくる。


    　新之助は勘違いしていた。うぐいすは雅が楽がくという技法によって術を行使していたのだとばかり思っていた。だが、真実は異なる。うぐいすはあくまでも、雅楽を通してこの世の摂理に寄り添っていただけだ。肝要なのは摂理に語りかけることであり、それが可能であるならば手段は問われない。


    「走れっ！」


    　どこからかかかった聞き覚えのある声で初めて身体が動いた。もはや、頭で考えるまでもない。本能が告げるままに、新之助は全力で駆け出していた。


    　その瞬間に絶望と同義の言葉が紡つむがれる。


    「殺せ」


    　荒れ狂う濁流がすぐそばで巻き起こる。大鬼神は断末魔の叫びをあげると、目の前にある命を無造作に摘つみ取ろうとする。


    　足を踏み込めば下草は燃え上がり、腕を伸ばせば空気を焦がす。木々を打ち砕き、大地を根こそぎ剥はがしていく。触れた物は砂さ礫れき一粒にいたるまで徹底的に破壊した。


    　その地獄のような風景の中で歌が聞こえていた。


    　川のせせらぎのように清らかで澄んだ声、揺れる梢こずえのような旋せん律りつ、寄せては返す漣さざなみのような韻律。そのどれもが穏やかで優しい歌だった。


    　うぐいすが一小節歌い終えると絶対的な沈黙が訪れた。


    　肉は肉に、骨は骨に。それすなわち人の有様を否定し尽くして、まったくの物質へと変えていた。粉こな微み塵じんにされたソレは人体と呼ぶにはほど遠い。風が吹いて、骨の欠片かけらと、黒いぼろきれがざっと動いた。


    　ぱちっと生木が焼ける音がする。その肉と草とを灼やいた臭においを胸いっぱいに吸い込んで、うぐいすは満足げに微笑ほほえむ。


    「どうだい？　ぼくの力は？」


    　問うた先には三人がいる。正しく言えば、三人しかいない。煉れん獄ごくよりもなお熱いこの焦しよう土どに生きている者は三人だけなのだ。暗殺者は影を残すことすら許されず、あとかたもなくかき消されていた。


    　新しん之の助すけはがちがちと鳴る歯の根を無理やりに噛かみ締める。


    　振り向いた瞬間には既すでに男の姿はなくなっていた。刹せつ那なにも満たない間にあれほどの使い手がこの世から消え失せていた。人の身で上り詰めることができる武の最高峰に達していたであろうあの男は、一いつ矢し報むくいることもできずにあっさりと命を失った。あとに残ったのは消し炭のような残ざん骸がいだけ。あの男が生きた証あかしは塵じん芥かいとなって、虚こ空くうへと去っていった。


    　今の新之助はここにいること自体が奇跡のようなものだ。うぐいすの言葉に答える余裕などまったくない。


    「こんな便利な化け物が老いぼれの手元に眠っていたんだよ？　それをぼくが操るとこうも違う。やっぱり優れた物は優れた者が持たなきゃ価値がないのさ。あやかしだろうと政権だろうとね。ぼくの力で世界を変えてみせる。王政復古さ。この国の新たな門出だよ。実にめでたいね」


    　夢を見ているように恍こう惚こつとした表情を浮かべてうぐいすは上機嫌で語った。この圧倒的な状況下で口を開くだけのゆとりを持ち合わせている人物などそうそういない。


    　だが、唯一それができる男がいる。


    「ほんと、おめでたいですねぇ、……あんたの頭は」


    「なんだって？」


    　せっかくの喜悦に水を差されて、うぐいすは眉まゆ根ねを寄せる。声のしたほうへ目を向けて不機嫌そうに舌打ちをした。


    　月明かりを背負って、一人の男が立っていた。


    　じゃらじゃらとわざとらしく数じゆ珠ずを鳴らして、目の前の惨状などなんでもないかのように片かた頬ほほを皮肉げに吊つり上げてにやりと笑っている。周囲を見渡してからゆったりとこちらへ歩いてきた。


    「ふくろう……」


    　その鮮やかなまでの立ち姿に新しん之の助すけは一瞬見み蕩とれた。途方もない難敵を前にして笑ってみせるその余裕を見て、この男ならなんとかしてしまうだろうという確信が湧わいてくる。きっと、この感情を信頼と呼ぶのだろう。


    　だが、新之助ははっと我に返る。今やふくろうは味方と呼べない存在だ。油断するわけにはいかない。すっと刀に手をかけると、ふくろうがそれを見み咎とがめた。


    「やめときなさいよ。ここでぼろぼろのあんたとやり合うつもりはないんだ。……それに、今はまだあっしのほうが強つええ」


    　そう言って、新之助の横を無警戒に通り過ぎる。その所作は新之助など歯し牙がにもかけぬといった風ふ情ぜいで、彼ひ我がの力量差をはっきりと表わしていた。


    　今のふくろうは平素と変わらぬように見えるのに、明らかに何かが違う。それは、新之助が彼に距離を感じているからだけではない。


    　凄すごみ、年輪を経て積み重ねられた自信が表に出てきている。それこそ、遥はるか昔から脈々と続き、確かに裏打ちされた何か得体の知れないものがその身には宿っているのだ。覇気が立ち上るほどに満ちている。


    「鶯うぐいすノの宮みや雅みやび。それはあんたの力なんかじゃない。まごうとなくリョウメンスクナの力だ。そいつを拝借して偉ぶってるあんたはほんとおめでたいですよ」


    　くつくつとふくろうが笑うと、うぐいすは冷ややかな視線で応こたえた。


    「せいぜい吠ほえろよ、虫けら」


    　うぐいすは手を高々と挙げて宣告する。


    「幕府の犬程度じゃぼくには勝てない。すぐに終わらしてあげるよ」


    　常とこ世よのものとは思われない、清涼な歌声が聞こえる。地の果てのように灼やけついた大地で、鬼神は再び舞を踊る。


    　両の腕が振り回され、地上の風をかき乱す。その一振りごとに、熱波が猛たけり、触れたものを灰かい燼じんと化しめる。


    　その炎熱の嵐あらしの中を、一つの影が躍動する。風に煽あおられる柳やなぎの如ごとく、吹かれればそよぎ、当てられれば流れていく。


    「はっ、そんな大振りじゃ当たるものも当たらねぇや」


    　一つところに留とどまらず、浮雲のようにふくろうは動き続ける。


    　間断なく続く攻撃の僅わずかな間かん隙げきを縫ぬって、リョウメンスクナの腕を掻かい潜くぐると、その背後へと回り込む。既すでに次の打撃の挙動に入っていたリョウメンスクナではその動きに対応できない。


    「お手本を見せてやりやしょう」


    　ふくろうはリョウメンスクナの膝ひざに強烈な蹴けりをくれてやる。


    　最初は最大の威力を込めて、相手の体勢を揺るがすことだけを考えた一撃。そのあとは、繰り出す速度を格段に上げた連撃へと移る。


    　ふくろうの構えは小さく、動作は素早い。何度も何度も極ごく々ごく局所的に攻撃を重ねる。集中した攻撃は一つ一つの破壊力は小さくとも、岩を穿うがつ雨だれのようにいずれはリョウメンスクナの膝を砕くだろう。


    「ちょこまかと……。ひねり潰つぶせっ！」


    　うぐいすは苛いら立だちもあらわにリョウメンスクナへ怒声をかける。歌の調子がより激しいものへと変わった。その一音一言が耳じ朶だを打つたびに、リョウメンスクナは身体からだを揺らし、眼球はぎょろぎょろと動き、熔とけた鉄のようなどろりとした唾だ液えきを零こぼす。


    　だが、リョウメンスクナの暴ぼう虐ぎやくが苛か烈れつを極めてなお、ふくろうは膝ひざへの執しつ拗ような攻撃をやめない。振るわれる腕の一打一打を見極め、常に適切な距離を取り続け、狙ねらい済まして確実に蹴りを当てる。


    　神が人を模したのか、人が神を模したのか定かではないが、如い何かなる大鬼神といえど、地上に立つその姿は人間のそれと構造的には変わりがない。ならば、背後から関節部分を狙った攻撃はある程度有効だ。そして、その二に面めん四よん臂ぴの巨大な上半身を支える脚は二本。その一本を挫くじかれれば、歪いびつな巨体が仇あだとなり、自重を支えることができない。


    　ぎっと鈍い音がした。リョウメンスクナがぐらりと揺れて、地に伏せた。


    　長きにわたる研けん鑽さんの果て、一人の男が導き出した戦闘論理は神すら超える。


    　リョウメンスクナが倒れると、その場所にごうごうと煮立ったように煙があがる。砂を溶かし、土を焼きながら、鬼神は呻うめく。


    「馬ば鹿かな……。大鬼神だぞ？　今代にまで生き残った神がどうして君みたいな人間に負けるんだよっ!?」


    　うぐいすは半狂乱でふくろうを睨にらみつける。がりがりと頭を掻かき乱してわめき散らす姿には高貴さを感じさせるところはまるでない。


    「これだから貴族のおぼっちゃんは嫌いなんですよ。自分の手を汚さずに誰だれかを利用することしか考えない。だから、簡単なことにも気づかないんです」


    　ふくろうは伏ふく臥がするリョウメンスクナを哀れむように見下ろした。


    「こいつはね、もう神じゃないんです。信仰する人々を失って、神としての力をなくしちまった。その上、血をたっぷり吸って穢けがれてる。この僅わずかな間で零れい落らくしてるんですよ」


    　その言葉で新しん之の助すけは合点がいった。ふくろうはこの機を待っていたのだ。人々の心がすくねから離れ、人を殺あやめた穢れによって弱るまで。そのためならば、新之助が倒れようとも一顧だにしない。


    　すべての条件を余すところなく利用し、確実な勝利へと結びつける。それがふくろうという男の生き方なのだ。


    「さて、あんたの国くに盗とりはここで御お仕し舞まいだ。おとなしく引き下がっちゃもらえませんかね。あんまり宮家と事を構えたくないんですよ」


    　ふくろうはうぐいすへと最後通つう牒ちようを突きつけた。その言葉の裏には、従わなければ殺すとの意図が暗に込められている。


    　だが、うぐいすは蠢うごめいているリョウメンスクナをじっと見ているだけで、ふくろうの言葉に答えようとはしない。その姿を不審に思って、ふくろうはうぐいすの顔を覗のぞき込んだ。


    　暗い笑えみが浮かんでいる。整った顔立ちは奇妙に歪ゆがみ、目は三日月のように細められ、頬ほおが引き攣つるように動いていた。


    「そうか……。神じゃないんだったね。なら、もうまどろっこしいことはやめだ」


    「あんた、そりゃどういう……」


    　ふくろうの声を遮さえぎって、うぐいすは言葉を紡つむぐ。


    「荒ぶれ。リョウメンスクナ」


    　新しん之の助すけの背筋を冷たいものが走る。肌が総毛立って一気に汗が噴き出す。言葉の意味を噛かみ締めながら、恐る恐るリョウメンスクナへと視線を移した。


    　そこにいたのは蟲むしのように六本の手足でぬるぬる這はい回る不気味な物体だった。にちゃにちゃと口元を動かして耳障りな歯は軋ぎしりと舌なめずりを繰り返す化け物はかさかさ音を立てて立ち上がった。


    　六本脚で立っていると顔が近い。何一つ目に映すまいと硬く閉じられた目。声一つ漏もらすまいと噛み締められた口。だが、耳だけ塞ふさぐことができない。すぐ横にある顔が笑っている。その下げ卑ひた声が聞こえてくるたびに苦しそうな表情を浮かべる。


    　暗い喜悦にゆがんだ片方の顔が歯を剥むき出しにしてにぃっと笑った。てらてらと光った口は今にも獲物を咀そ嚼しやくしようとしている。


    　そこに神の姿はない。あやかしと呼べるほどに可愛かわいらしくもない。悪鬼、羅ら刹せつ、化け物、どんな言葉をもってしても、その嫌悪感を表わすには足りない。どれだけ口汚く罵ののしってもそれすら貪どん欲よくに飲み込んで、さらに醜しゆう悪あくさを増していくに違いない。


    　リョウメンスクナの目は一人だけに注がれている。既すでに新之助にもましろにもくろえにも興味はないようだ。


    　この場で一番歯ごたえのありそうな、滋養のありそうな男。ふくろうをまるで焦こがれるような潤うるんだ目つきで見ている。


    「おやおや、ご指名ですかい。お誘いを断るわけにゃいかねぇな」


    　ふくろうは肩を竦すくめてから笑うと、リョウメンスクナのもとへと歩き始めた。その一歩を合図にして、リョウメンスクナは六本の脚でかりかりと地面を掻かく。そのたびに、溶けた砂が赤く光って飛び跳ねる。


    　人の身も、神の姿も捨て去った化け物は脚を巧みに動かして、速度を上げた。二本の脚で動くときとは段違いに速い。一投足でふくろうの背後を取り、頭上へと脚を伸ばす。


    　ふくろうはそれを予期していたように前へ飛んでかわした。


    　だが、リョウメンスクナの六本の脚は決して逃がさない。二本、三本と立て続けに振り下ろされる。ふくろの行く手を遮さえぎるように空から下りてくる脚はまるで籠かごのようにふくろうを狙ねらっていく。


    　追い詰められていくふくろうの顔にはまだ笑えみがあった。こんな状況下でなお、この男には勝算がある。常に勝つべくして勝つ。


    　そして、最後の一本が絶叫とともに振り下ろされた。断罪する雷いかずちの如ごとく、はるか頭上から下りてくる必滅の一打は熱く灼やけた大気を巻き込んでさらに熱を帯びる。


    　滅びを定められた一撃を新しん之の助すけは見た。破局を迎えた瞬間はやけに緩かん慢まんだった。ゆっくりと振り下ろされていく。


    　それをふくろうは振り返って真正面から受け止めた。衝撃で大地がめくれ上がって陥没する。土砂が高々と飛んで降り注いだ。


    　巻き起こる突風で小石や砂さ礫れきが肌を裂さく。ぼろぼろになった服を纏まとい、額ひたいから血を流して、それでも、その男は立っていた。


    　確かに、リョウメンスクナの脚を受け止めて立っていた。


    「ば、馬ば鹿かな……」


    　その有様にうぐいすは絶句する。


    「何な故ぜだっ!?　何故生きているんだ、お前はっ!?　死ねよっ！　消えて無くなれよっ！」


    　狂った声を張り上げてうぐいすはわめく。そうでもしなければ、目の前の現実を受け止めることができない。眼前で起きた現象はあってはならないのだ。


    　それをやってのけたあの男はいったいどれだけの力を、どれだけの姿を隠しているのか。もはや、その存在自体が人間の分ぶを超えている。


    「そんなにたいしたもんじゃござんせんよ。ご覧の通り、左腕はもう使い物にならねぇ」


    　ふくろうが言うように左腕の骨は軋きしみ、血管は千切れている。内出血で左腕はどす黒く変色して、裂けた骨が皮ひ膚ふを突き破っていた。


    　それでも、その左腕を放すことはない。ぐっと握り込んで、リョウメンスクナの動きを封じていた。ぎりぎりと締め付ける拳こぶしには尋常でない力が籠こもっているのか、リョウメンスクナが苦く悶もんに顔を歪ゆがめる。


    「くそっ！　この役立たずっ！　何してるんだよっ！　早く殺せよっ！」


    　うぐいすは苛いら々いらを募つのらせて罵ば声せいを浴びせる。それをふくろうは一笑に付した。


    「へっ。鶯うぐいすノの宮みや雅みやび。あんた勘違いしてやすぜ。あやかしってのは操れるもんじゃねぇんだ。こいつらは世界の理ことわりにして想おもいの具現。そんな大層なものを意のままにできるなんて思い上がりも甚はなはだしいや。あっしらにできることはただ拝むことだけ。拝んで離れていただくんですよ」


    　人にできることなどそう多くはない。だからこそ、いろいろなものに望みをかけ、祈りを託し、哀れみを請こう。その隙すき間まにこそあやかしは生まれる。


    　時にその存在を疎うとんじ、恐れ、憎み、蔑さげすみながらも、それこそは人にとっての希望の形なのだ。一時、縛ることはできても、掌握することなど不可能。自分ひとりのことさえ満足にできない人間という矮わい小しような存在が、人々の、世界の想おもいを操ろうなどおこがましいにもほどがある。


    　ふくろうは握った左手をさらに強く握った。力を込めるたびに、傷から血が噴ふき出して、リョウメンスクナの脚を汚す。


    「祇ぎ園おん精しよう舎じやの鐘の声、諸しよ行ぎよう無む常じようの響きあり……。何にだって終わりはあるもんです。もういいんですよ。すくね、リョウメンスクナ。もうやめにしやしょう。あんた、泣いてるじゃないですか」


    　リョウメンスクナがおおっと呻うめいた。既すでに人の身も心も失っていたはずが、ふくろうの言葉に反応していた。潤うるんでいた瞳ひとみから一筋涙が伝う。赤く濡ぬれた頬ほおは嗚咽おえつが漏もれるたびに震えている。


    「おおぉおぉ、あ、あぁぅ」


    　頭を抱かかえて、ずずっと倒れ込むと、声が徐々に小さくなった。


    　ふと、視界が揺らぐと、リョウメンスクナを形作っていた光の粒がゆっくりと霧散していく。淡い光は急速に消えていった。そこに残ったのは赤銅色の髪をした一人の少女だった。


    　少女は悲しい夢を見ていた。閉じた瞳から一筋の涙が伝う。幾とせの昔から待ち望んだ一つの終わりがやっと訪れる。


    　それでも、時が止まるわけでも世界が終わるわけでもない。終わることなど決してなく、果て無き回廊の最中で立ち止まっただけのことだ。


    　この瞬間を待ち望んでいた。ただ、言葉を投げかけてくれるたった一人の人間を待っていた。遥はるか昔に聞き届けられなかった少女の祈りは時を超えてやっと果たされたのだ。


    　リョウメンスクナノカミが完全に形を失うまで、うぐいすと新しん之の助すけはただ黙ってそれを見ていた。語るべき言葉が見つからなかった。刀も拳けんも術も使わずに、大鬼神を抑え込んだ男はそれほどまでに異常だった。


    　ふくろうが少女にそっと寄り添うと、うぐいすはやっと我に返る。


    「その歌……。そうか、君は奴やつらの生き残りか。たかだか大だい納な言ごんごときの末まつ裔えいがぼくの邪魔をしたのかっ！」


    　ぎりっと唇くちびるを噛かみ締めると、歯が唇を突き破って血が滲にじんできた。


    「裏切りは君の家の十お八は番こだものね。そのせいで呪のろい憑つきになったのか。道理で頑丈なはずだよ。目的は一族の再興か」


    「ええ、宿命、ってやつでしてね」


    　うぐいすは仇かたきを見るような目でふくろうのことを見た。その瞳ひとみには憎悪の炎が燃えている。


    「なら、ぼくと君とは相あい容いれないね。亡霊ともどももう一度滅ぼしてあげるよ」


    「それはこちらも同じこと。次に見まみえたときに決着をつけさせていただきやすよ」


    　底冷えのするような瞳で二人は互いに睨にらみ合う。新しん之の助すけには計り知れぬ因縁がはっきりとそこにはあった。


    「ふん、その役立たずは君にあげるよ。せいぜい可愛かわいがってやれば？」


    　うぐいすはつまらなさそうに鼻を鳴らして捨て台詞ぜりふを残して去ろうとする。切り札であったすくねが敵の手に落ちた以上、この場に留とどまる理由はない。じりじりとふくろうを見ながら後ろへ下がり、距離を取るとぱっと逃げ去る。


    　ふくろうはうぐいすの背中を意味ありげに見つめていたが、やがてふっと肩の力を抜いた。この場に残されたのはふくろうとすくね、そして、新之助たちだけだ。だが、ふくろうは新之助のほうを見ずに、すくねのほうへ手を伸ばした。


    「よいしょっと」


    　ふくろうが気を失っているすくねを抱き上げる。


    「では、あっしはこれで」


    　そう言い残すと、そのまま歩き出してしまう。その短い言葉は飾り気が無い分、現実味が強い。余計な言葉を付け足せばきっと名な残ごり惜しくなる。確固たる意志が籠こもっているからこそ、無理やりに断ち切られているのだ。ふくろうは今度こそ、自分の前から消えるつもりなのだと新之助は悟った。


    　不意を打たれた新之助はあわててその背中に追いすがる。まだ聞かねばならぬことがある。


    「ふくろうっ！」


    　夜の森に新之助の声が響いた。この距離で届かないはずがない。


    　ふくろうは振り返らずに空を見上げた。


    「新之助さん。今回のことでわかったでしょう。こっから先はこういう世界だ。弱い者の死体の上を歩いて進む道です。あっしが縛られてる宿命ってなこういうもんだ」


    　宿命、とその男は言った。生まれ出いづる以前より定められた深き因いん縁ねんがふくろうを突き動かしている。わざわざ言葉にしたのは、その宿命と向き合う覚悟があるからだろう。


    「あんたはこっち側に来るべきじゃねぇ。知っちまっても忘れることはできるでしょう。敵の命まで気にしちまう優しいあんたにゃちょいと辛つらいぜ」


    　いつか、その優しさは嫌いじゃないとふくろうは言った。その言葉がどれほど新之助に勇気を与えたことか、この男は知らない。その優しさを、人と関かかわっていける強さをくれたのが誰だれだったのか、この男は知らない。


    「新之助さん、騙かたりでもなんでもなく、あんたとの旅はなかなか面白かった。……どうかお達者で」


    　振り返ったその表情は笑顔。泣き出しそうなくらいの笑顔だった。ふくろうは優しい少年を見つめる。誰だれよりも人の痛みを知る、強く気け高だかい侍の姿をその目に焼き付けた。


    　どうか、彼がこちら側へ来ませんように。


    　叶かなわぬと知りながらもそう願わずにはいられない。たやすく切れるほどにはこの因果は弱くない。あらかじめ宿されているが故ゆえの宿命。ただ、この少年ならそれを断ち切れるかもしれないと、矛む盾じゆんした祈りを抱いてふくろうは背を向ける。


    　別れの言葉を告げて、ふくろうは迷わずに一歩踏み出した。今度は止まらずに進んでいく。


    　信念、宿命。


    　そのどちらもが新しん之の助すけとふくろうを隔へだてている。


    　新之助には許せなかった。遥はるかに大きな目的のために弱者を見捨ててしまうふくろうが、弱き者を救う尊とうとさを知りながら、切り捨てる痛みを知りながら、怨えん嗟さも憎悪もすべて一人で背し負よって立つふくろうが。そして、迷いながら何もできない自分が何より許せなかった。


    　憧あこがれた男の去り行く広い背中を見つめて、新之助は決意する。今、新之助がするべきことは別れを惜しむことではない。再び出会うために強くなることだ。


    「待っていろ。宿命だろうが運命だろうが俺が必ず変えてやる。お前が見捨てていくなら、俺はそれを守ってみせる」


    　追うことも背を向けることもできずにいると、満天の星空から雫しずくが一筋降りてきた。
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    漆　道の果て　cross_road


    



    　朝方の山には薄い靄もやがかかる。霧で織おられた羅ら紗しやに朱が差して、遠目にはさながら極上の着物のようだった。


    　その中に煙が一筋、混じっている。


    　煙は紫色をしていた。死者を送るために燃やされて、やがては山の中へと消えていく。出所はかつて山やま人びとの里と呼び習わされていた場所だ。


    　新しん之の助すけがそこへ戻ったのは夜よ半わもだいぶ更けてからだった。戦いで受けた傷の影響で、ふらふらと頼りなげに歩くましろとくろえを支えて、帰ってくることができた。


    　ましろもくろえもふくろうのことについては何も尋ねては来なかった。本当は何が起きたか詳しく知りたいだろうに、新之助の顔を見るなり黙ってそっと手を握った。


    　言わずとも察するところがあったのだろう。その気遣いが新之助には嬉うれしかった。


    　ぼろぼろの姿で里に戻ると、大おお塚つかが待っていた。新之助たちが無事なのを見てほっと笑顔を見せた。それから、自分の屋敷で休ませてようやく今に至る。


    　紫色の煙が空へ消えていくのを見て、大塚は聞きづらそうに事の顛てん末まつを尋ねてきた。


    「結局、何が起こったのだ？　お前さんが勝ったのはわかる。無事に戻ってきたのもめでたいことだ。だがな、あのこまっしゃくれた小僧と怪しい拝み屋殿はどうしたのだ？」


    　新之助は寝起きの頭をどうにか動かすと、順々に語って聞かせることにした。


    　とはいえ、ありのままを話してみたところで信じてはもらえないだろう。何より、語ったところで何が変わるわけでもない。むしろ、この善良なる不良代官をこれ以上厄やつ介かいごとに巻き込むこともないだろうと思い直した。


    　新之助はましろとくろえに、話を合わせるようにそっと目配せしてから話し始める。


    「まぁ、要するにだな、うぐいすももともとはすくねを狙ねらっていたんだ。すくねの不思議な力を目的にここに近づいたわけだな。そして、俺おれたちが公こう儀ぎ隠おん密みつの相手をしている間にふくろうがそれを未然に防いだ。邪魔されたうぐいすはそのまま逃げた」


    　ここまではほぼ正確だ。決して嘘うそではない。


    「ほう、それで？」


    　大塚が興味深そうに相あい槌づちを打って話の先を促うながす。


    「ふくろうは……。すくねを安全なところへ逃がしたよ。もう、しばらく会うことはない」


    　新之助がそう結ぶと、大塚はじっと新之助の瞳ひとみを覗のぞき込んでくる。今の話にどこかおかしなところがあっただろうかとましろとくろえは顔を見合わせる。


    「な、何か変かな？」


    「だいたいあってる」


    　若干挙動不審なましろに比べて、くろえはしれっと言ってのけた。顔色一つ変えずに平然と言うあたり恐ろしい子だと新之助は思った。


    「ふうん、それが今回の筋書きか。まあ、それで納得しておいてやろう」


    　大おお塚つかは何かを見透かしたようにそう言った。勘の鋭いこの男のことだから、今の話をそのまま信じているわけではないだろう。


    　それを見逃すのは大塚の優しさだ。だが、同時に彼がこれ以上、この件に踏み込まないためでもある。大塚が今回接したのはこの国の暗部に関かかわることだった。地位も名誉もある人間が下へ手たに踏み込めばすべてを失いかねない。


    　大塚が選んだのは真実よりも保身だった。けれども、どこにも嫌らしさや卑屈さを感じさせない。それはおそらく、彼が自らの決断によって選び取った答えだからだろう。彼は自らの職責を全まつとうすることを選んだのだ。その勇気ある退却は褒ほめられこそすれ、貶おとしめられるべきものではない。


    「それで、お前さんがたはこれからどうするんだ？」


    「とりあえず江え戸どへ戻るよ。少しやりたいことがあってな」


    　新しん之の助すけは無意識にぐっと拳こぶしを握っていた。これから彼が選ぼうとする道はおそらくは冥めい府ふ魔道。行けば屍しかばねの山を築き、退ひけば血の河を渡る。この眼めはさらにあやかしを視みるようになるだろう。この身はやがては朽ち果てるだろう。


    　だが、その道の先にしかあの男がいないというのなら、必ず駆け抜けてみせる。


    　そのために新之助は強くならなければならない。人としての、剣客としての限界を超える必要がある。


    「じゃあ。ましろも江戸だね」


    「右に同じく」


    　二人の少女はまったく間まをおかずに江戸へ行くことを決めた。彼女たちにはそうすることが自然なのだ。


    「そういうあんたはどうするんだ？」


    「私か。私はこれでも何かと忙しい身なのだ。山やま人びとの世話もしなければならないしな」


    　大塚は言うと、ちらと視線を動かした。その先には山人の姿がある。彼らと大塚は話し合い、これから保護観察下において、徐々に日常生活へととけ込んでいくことで話が付いていた。もちろん、中にはそれを嫌って、漂泊の旅に出る者もいる。


    　だが、そのどちらにも村むら長おさの姿はなかった。既に煙となって在りし時代、在りし場所へと戻ったのだろう。


    　紫色の煙が完全に消えたのを見届けると新之助は立ち上がった。旅立ちの刻限だ。


    　街道筋まで大塚が見送りに出てきた。東へと続く道を眺めると、朝日が昇り始めていた。時折、冷えた風が吹きすさぶ。


    「ご苦労だったな。この地の代官として礼を述べる」


    「いや、俺おれは何もしていないよ。それに結局俺は誰だれかを救ったわけじゃない」


    　大おお久く保ぼ新之助は誰を救ったわけでもない。仮に、過去の呪じゆ縛ばくから解き放たれた者がいるとしても、それは新しん之の助すけの功績ではない。


    「ああ、確かに村むら長おさは死んだ。我々が、お前さんが来なければきっとこうはならなかっただろう」


    　大おお塚つかは新之助の言葉を否定せずに認めた。


    「だが、それだけだ。生きていなかったのさ。山やま人びとも村長も。何がよくて、何が悪いのか私にも彼らにもまだわからん。これから考え続けるるのだろうさ、自分でな」


    　自分で、と大塚は言った。つまるところ、すべて自分で考えるしかないのだ。生かされるのではなく、生きようと望むのなら、世界から与えられた言葉や役割に委ゆだねて解決すべきではない。


    「お前さんは正しいと思うよ。自分を信じて迷わずに進んだらいいさ」


    　励ますように大塚が新之助の肩を叩たたいた。だが、新之助は不敵な笑えみでそれに返す。


    「馬ば鹿か言え。迷い続けるさ。世の中に自分ほど信用ならない奴やつがいるかよ。これからも悩み続けるよ」


    　新之助の出した答えは「問い続けること」であった。常に自分に問い続け、果てのない堂々巡りを延々繰り返すのだ。


    　大塚は新之助のさっぱりとした表情を見て、微笑ほほえんだ。出会ったときは右往左往してどうにも頼りなかった少年がこの数日で見違えるほどに大きくなった。きっとこれからさらに成長していくのだろう。


    「ははっ、お前さんらしいな。いつか、答えを聞かせてくれ。……縁があったらまた会おう」


    「縁がなくても会いに来るさ」


    　別れの言葉を口にして、三人は歩き出す。その姿をしばらく見つめて大塚も背を向けた。彼にもやるべきことが、否いな、やりたいことがある。歩く方向は違えど、その歩みは決して止まることがない。


    　人の足を進めるのは偶然や運命ではない。思い、願い、貫つらぬく自らの意志。どの道を選ぼうとそれは変わらない。


    　だから、きっと、どこか遠い空の下にいるであろうあの男も歩き続けているのだ。なら、いずれその道が交差することもあるだろう。


    　そのときまで、新之助は進み続ける。


    



    　脚きや絆はん、手て甲こう、市いち女め笠がさ。旅する者はそれなりの格好をして街道を行く。整えられた道とはいえ、それでも楽な旅路ではない。旅の空で死ぬ者もいるのだ。当然、準備はしっかりとする。


    　だが、その中にまるでお使いにでもいくかのように気楽な格好の少女がいた。手には饅まん頭じゆうの詰まった袋を提さげ、ムグムグと口を動かしては短い足を繰り出しててこてこと歩いている。


    　少女は傍かたわらの男に話しかけた。


    「ふむ、っもぐふ、お主は、あれか。自分の敵をほふっ」


    「しゃべるのは食べ終わってからにしてくださいよ。お行儀が悪い」


    「むぐ、すまんな」


    　言いながらすくねは手に持った饅まん頭じゆうを押し込むとぷふっと満足げに一息ついた。


    「っふー。なぜ甘いものは人を幸せにするのだろうな。こうそこにあるだけで心が和なごむというか、つい手を出してしまいたくなるな。のう、ふくろう？」


    「話が変わってますよ」


    　ふくろうにやんわりと言われて、すくねははっとする。手に掴つかんでいた八個目の饅頭を名な残ごり惜しそうに見つめると、口に放り込んでから、話を元に戻す。


    「ああ、そうじゃったな。なんの話だったか……あ、そうそう、お主はなぜ自分の敵を育てるような真ま似ねをしているのかと思ってな」


    　すくねが急に見透かしたような目をしてふくろうを覗のぞき込んできた。幼い顔に不釣合いな妖よう艶えんな表情を浮かべている。だが、口の周りがあんこだらけなので、どうにも迫力がない。


    　それにふくろうは笑って答えた。


    「まだ、敵になるかなんてわかりませんよ。あの人は基本的にはヘタレで根暗ですからね。案外、道場にでも引き籠こもるかもしれませんよ？」


    　本人が聞いたらすぐにでも刀を引き抜きそうなことを冗談めかしてふくろうは言う。だが、すくねはそれに真剣な声こわ音ねで返してきた。


    「……あやつは必ず来るぞ。因縁とはそういうものだ。いずれ、お主らは戦うことになる。それでも、構わんのか？」


    「さて、どうでしょうかねぇ。先さき見みのあんたならわかるんじゃありませんか？」


    　すくねの質問に興味がなさそうに、ふくろうは適当にはぐらかす。


    「先見と言うても人の心までは視みえぬ。だから、知りたくなる」


    　容姿相応の好奇心に満ちた視線を向けられると、ふくろうは諦あきらめたように口を割った。


    「へっ、簡単な話ですよ。あの人はね、可能性ってやつなんだ。今の今まで、いや、この先も、過去だ怨おん念ねんだ因いん縁ねんだ宿命だと縛られてるこの浮世で、初めて何か違うものを感じちまう……。ま、なんのことはねえ。あっしもあんたと同じで甘いものが好きってだけの話です」


    　ふくろうが言うと、すくねはやっと笑った。


    「甘いもの、か。確かにな。だが、次は一味違うやも知れぬぞ？」


    「それはそれで楽しみですね。ちょいと辛からいくらいのほうが酒の肴さかなにゃちょうどいい」


    　言ってふくろうはくいっと杯さかずきを傾ける仕草をした。それをすくねは憂い顔で見つめる。


    「辛つらいことにならなければいいがな」


    「なぁに、幸さいわいまでにゃあと一本。そう悪いことでもねぇさ」


    「ふふっ、そういう考え方もあるか。楽しみだな」


    　すくねは明るく微笑ほほえむと、先に続いているであろういまだ視みえない行く末へと向かう。


    　横を歩く男とは歩幅が違う。ともすると、遅れがちになるのを見て、ふくろうはすくねをかるがると抱き上げて肩に座らせる。すくねの視界はいっきに広がり、街道の奥のほうまで見渡せる。


    　先へ続くのは果てのない道、後ろに明け方の太陽を背負って、前に影が伸びる。その影を追い越していこうと、二人は一歩踏み出した。

  



  
    あとがき


    



    　一巻が出てから半年も経ってしまいました。お忘れの方も多いと思いますが、渡わたり航わたるです。


    　飛べない豚はなんとやらという名言にもあるように書かない作家もなんとやらです。もし、万が一、楽しみに待っていてくださった方がいらっしゃいましたら、ぼくのことを「この豚野郎っ！」と口汚く罵ののしってくださってもかまいません。ブヒブヒ泣いて謝ります。


    　今回は山のお話です。山はいいですよね。ぼくの祖父母は屋や久く島しまに住んでおり、行くたびに山の不思議さを感じます。それは都会で、……千ち葉ば県は都会ですよ？　ビルとかあるし。都会で暮らすぼくだから感じるものというわけではなく、人間が共通して抱いだく感情なのかもしれません。


    　祖父母から聞かされた不思議な話、例えば梟ふくろうのような声で鳴き、山小屋を揺らすガラッパの話や、夜の山道を歩いているとひたひたついてきて荷物をくいくい引っ張る小さな人の話なんかを直接聞かされて育つと、山ってものは計り知れないなぁと感じます。


    　そんな山の不可思議さは本編にはあまり出てきませんが、祖父母に伝えられた山の魅力、恐怖をぼくなりに伝えていければと思います。


    　なんか、思いがけずいい話になってしまいましたね。活字だけでみるとまるでイケメンです。


    　ですが、執筆中はイケメンとはほど遠く、伸びきったヒゲをもじゃりながら唸うなっていました。原稿のあまりの白さにあぶり出しを疑い、キャラが勝手に動くのを待ち続け寝落ちしたり、ダメ人間ぶりを露呈していました。誰だよ！　キャラは勝手に動き出すって言ってた奴は！


    　それがこうしてちゃんと一冊の本になったのは多くの方のお力添えのおかげです。


    　担当編集の星野さん。プロットからしてダメダメなぼくの作品に根気良く付き合っていただいてありがとうございます。できれば一生面倒見てください。


    　夏なつ目め義よし徳のり先生。前回に引き続き、素敵なイラストをありがとうございます。


    　諸先生方。皆様から刺激を受けつつ、今日も渡航は頑張っています。また、飲みましょう。


    　友人数名。……ぼくには友人が数名しかいない気がします。とにもかくにもありがとう。


    　そして、なによりも拙せつ作さくを読んでくださった皆様、これから読んでくださる皆様。皆様がいるからこそ、渡航は存在しています。物書きにはあるまじきことですが、この感謝の念は筆舌に尽くしがたいです。


    　せっかくの時代モノなので次回はもう少し時代の雰囲気を醸かもし出しつつ、その上で何か別のことに挑戦していけらなぁと真っ白なプロットを前にしつつ、今回はこのあたりで筆を置かせていただきます。また、三巻でお会いできることを心底祈っております。……三巻出ますよね？


    



    　二〇〇九年十月某日　千葉県某所にて
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